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1711年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｱﾝｿﾆｰ･Ettricke｣
1711年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督代理(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｼﾞｮﾝ･Daniell｣(~1712年)
1711年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Jaafar Sadiq Manamir｣(~1733.3死去)
1711年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ﾂｪﾄﾞﾊﾞﾝ･ｲﾌﾝ･ｸﾞﾗﾌﾞ｣(~1723年)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1729年没)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾃﾞｳﾞｼﾞ2世｣(~1758年没)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾗﾑﾗｵ･ﾊﾞｰﾍﾞ｣建国(~1740年)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗﾝﾊﾞ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾌｧｷﾙ･ﾏﾝｸﾞﾗｼﾞ｣(~1743年)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾕﾙﾊﾞﾆ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨﾗｳﾞｨｸﾗﾏﾃﾞｨﾃｨﾔ･ﾊﾞﾆ･ﾃﾞｵ｣(~1728年)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢Parshuram Trimbak Kulkarni｣(~1713年)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｲﾅﾔｯﾄ･ｳﾗｰ･ｶｰﾝ｣(1回目~1713年)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙﾅﾊﾞﾀﾞ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾅﾙ･ｼﾝ｣(~1735年没)
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Mappauraqngi Sultan Sirajuddin｣
1711年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国はﾑｶﾞｰﾙ帝国の宗主権下(~1738年)
1711年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾗﾝ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾗﾌﾏﾄ･ｶｰﾝ｣
1711年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｳﾊﾞｲﾄﾞｩｯﾗｰ1世｣
1711年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾝ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾊﾟｰﾃﾞｨﾙ･ｶｰﾝ｣(~1759年)
1711年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝのｱﾌｼｬｰﾙ朝がﾌﾞﾊﾗのｱｽﾄﾗﾊﾝ朝を支配
1711年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||この年ﾛｼｱがｵｽﾏﾝ朝が講和､ｱｿﾞﾌを返還
1711年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱが元老院設立
1711年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｷｭﾁｭｸ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1711年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾝｽﾞﾜﾆ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾘﾑ｣(~1741年没)
1711年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢Veli Mehmed Pasha｣(1期目~1712年)
1711年-02:00|ﾚﾊﾞﾉﾝ|  |||ｱｲﾝ･ﾀﾞｰﾗの戦いでﾊｲﾀﾞﾙ･ｼﾊｰﾌﾞが勝利
1711年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｶｲﾛで衝突､ｶｰｼﾐｰﾔ派が勝利
1711年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第10代ｱﾙﾊﾞ公｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ｼﾙﾊﾞ｣(~1739年)先代の叔父
1711年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ･ｲﾝ･ﾋﾞﾙｼｭﾀｲﾝ伯｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｴﾙﾝｽﾄ1世｣(⇒1744年ｲｰｾﾞﾝ
  ﾌﾞﾙｸ･ｳﾝﾄ･ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ･ｲﾝ･ﾋﾞﾙｼｭﾀｲﾝ侯~1754年)
1711年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢Heinrich Rudiger von Ilgen｣(~1728年)
1711年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｻﾘ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1712年)
1711年-01:00|ﾘﾋﾞｱ|  |||ﾘﾋﾞｱのﾄﾘﾎﾟﾘでｶﾗﾏﾝﾘｰ朝支配が確立
1711年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢大佐Benjamin Boucher｣(~1713年)
1711年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾊﾞｶﾝﾀﾑｶﾞﾝ｣(~1721年頃)
1711年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが郵便条例を制定
1711年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾄﾞﾛﾃｱ砦を占領(~1712年4月)
1711年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社がｱｶﾝ地方で奴隷狩りを開始
1711年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｼﾞｬﾏｲｶ総督,ﾐｽｷｰﾄ族の王ｱﾆﾊﾞﾙと協定.｢ﾓｽｷﾃｨｱ｣王国を公認し保護領とする
1711年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Robert Lowther｣(~1720年)
1711年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ｴｽﾄﾚﾝｼﾞ伯､ﾓﾍﾟｳ･ﾘﾎﾞｰﾄﾞﾝ騎士団ｷﾞｮｰﾑ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾓ
  ﾍﾟｳ｣(~1716年1月)
1711年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌﾞﾚﾈｽ侯爵ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾛｼｬ･ｲ･ｶﾗﾝｻ｣(3回目~6
  時間)⇒｢ﾎｾ･ｳﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱﾒｻｶﾞ｣(~1718年)
1711年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ8世｣
1711年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｶｰﾙ･ﾖｰｾﾞﾌ｣(~17151204死去)
1711年1月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公･ｸﾞﾗﾝﾋﾞｰ候｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1711年1月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の子(~17210222死去)
1711年1月15日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾘﾅﾚｽ公･ﾊﾞﾙﾃﾞﾌｴﾝﾃｽ侯ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱﾚﾝｶｽﾄﾚ･ﾉﾛ
  ｰﾆｬ･ｲ･ｼﾙﾊﾞ｣(~17160816)
1711年1月20日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾒﾌﾒﾄ･ﾋｭｾｲﾝ･ﾁｬｳﾞｼｭ｣(~7.4没)
1711年1月21日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<死去>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ｹﾄﾗｰ｣
1711年1月21日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ摂政｢ｱﾝﾅ･ｲﾜﾉｳﾞﾅ･ﾛﾏﾉｳﾞｧ｣(~1730年1月)
1711年1月21日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｹﾄﾗｰ｣(~17370504､死去)
1711年1月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾄﾏｽ･ｽﾀﾝｳｨｸｽ｣(~17130807)
1711年1月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Luis Francisco de la Cerda｣
1711年1月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Nicolas Fernandez de Cordoba-Figueroa de la Cerda｣(~
  1739年)
1711年1月31日-09:00|日本|石川県加賀市|宝永7年12月13日|<死去>加賀大聖寺藩7万石｢前田利直｣(39歳)⇒翌年
  1月29日､養子｢前田利章｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年9月6日､死去)
1711年2月5日-09:00|日本|東京都中央区|宝永7年12月18日|火事により中村座､市村座焼失
1711年2月7日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾛｰﾗﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾚﾙﾉ｣(~5.24没)
1711年2月17日-09:00|日本|  ||宝永8年･正徳1年|この年江島其磧の浮世草子｢傾城禁短気｣刊行
1711年2月17日-09:00|日本|新潟県五泉市|宝永8年|<交替>越後村松藩3万石｢堀直利｣隠居⇒次男｢堀直為｣が継ぐ



1720迄(1598件)

  (⇒元文元(1736)年､隠居)
1711年2月17日-08:00|中国|  ||清･康熙50年|<死去>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｺﾞﾊﾟ･ﾍﾞｸﾞ｣
1711年2月17日-08:00|中国|  ||清･康熙50年|<即位>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｱﾐﾝ｣(~1739年､死去)
1711年2月18日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾙｲｽ･ﾁｬｺﾝ･ｲ･ｶｽﾃﾘｮﾝ｣(2回
  目~5.26)
1711年2月24日-09:00|日本|  ||宝永8年1月8日|<死去>北条団水(49歳)俳人､浮世草子作者
1711年3月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ･ﾌｧｲｽﾞ･ﾊｰﾝ｣ｽﾌﾞﾊｰﾝ･ｸﾘｰ
  の次男(~1747年死去)
1711年3月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｳﾞｪﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1712年)
1711年3月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝで､日刊紙の｢ｽﾍﾟｸﾃｰﾀｰ｣が発刊
1711年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｳﾞｧﾝﾌﾘｰﾄ方伯｢ｶｰﾙ｣
1711年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｳﾞｧﾝﾌﾘｰﾄ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~17310401死去)
1711年3月6日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾀﾞﾆﾛｳﾞｨﾁ･ﾒﾝｼｺﾌ｣(~1719年5月)
1711年3月9日-09:00|日本|  ||宝永8年1月21日|<死去>宇治加賀掾(77歳)浄瑠璃太夫
1711年3月16日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ･ﾋﾞｭｰﾃｨｰ｣
1711年3月16日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾍﾘﾝｸﾞ(大統領兼局長)｣(~17160
  512)
1711年3月19日-09:00|日本|福岡県大牟田市|宝永8年2月1日|<死去>立花種長(87歳)前筑後三池藩主
1711年3月27日-09:00|日本|  ||宝永8年2月9日|<死去>広瀬惟然(64歳)俳人
1711年3月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国庫財務実行主席弁務官｢ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯ﾛﾊﾞ
  ｰﾄ･ﾊｰﾚｰ｣(~17140730)Tor
1711年3月29日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|宝永8年2月11日|<移封>信濃飯山藩33000石｢永井直敬｣⇒
  武蔵岩槻藩33000石(⇒正徳元(1711)年6月3日､死去)
1711年3月29日-09:00|日本|静岡県掛川市|宝永8年2月11日|<移封>武蔵岩槻藩6万石｢小笠原長煕｣⇒遠江掛川藩6
  万石(⇒元文4(1739)年4月16日､隠居)
1711年3月29日-09:00|日本|長野県飯山市|宝永8年2月11日|<移封>摂津尼崎藩48000石｢青山幸秀｣⇒信濃飯山藩4
  8000石(⇒享保2(1717)年2月11日､丹後宮津藩48000石に移封)
1711年3月29日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|宝永8年2月11日|<加増移封>遠江掛川藩4万石｢松平忠喬｣⇒摂津尼崎
  藩48000石(⇒寛延4(1751)年3月20日､隠居)
1711年3月31日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永8年2月13日|<就任>大老｢井伊直該｣(~正徳4年2月23日)
1711年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾛﾘ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1711年4月2日-09:00|日本|岡山県高梁市|宝永8年2月15日|<移封>山城淀藩6万石｢石川総慶｣⇒備中松山藩6万石(
  ⇒延享元(1744)年3月､伊勢亀山藩6万石に移封)
1711年4月2日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|宝永8年2月15日|<移封>備中松山藩65000石｢安藤信友｣⇒美濃加納藩65
  000石(⇒享保17(1732)年7月25日､62歳で死去)
1711年4月2日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|宝永8年2月15日|<移封>美濃国加納藩6万石｢松平光煕｣⇒山城淀
  藩6万石(⇒享保2(1717)年9月4日､死去)
1711年4月5日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|宝永8年2月18日|<死去>伊予宇和島藩10万石｢伊達宗贇｣(47歳)⇒三
  男｢伊達村年｣が継ぐ⇒享保20年5月28日(17350718)死去)
1711年4月13日-09:00|日本|愛媛県上浮穴郡久万高原町|宝永8年2月26日|松山藩領浮穴郡久万町村大火､196軒を
  焼失
1711年4月15日-09:00|日本|愛媛県松山市|宝永8年2月28日|松山藩領温泉郡味酒村より出火､220軒余を焼失
1711年4月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王
  ･ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王･ｵｰｽﾄﾘｱ=ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公･ﾁｪｼﾝ公｢ﾖｰｾﾞﾌ1世｣ｳｨｰﾝで天然痘にかかり/32歳(誕生16780726)
1711年4月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国宮廷牧師｢ﾗｲﾝ川のﾊﾟﾗﾃｨﾝ伯爵ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍ
  ﾙﾑ/ｻﾞｸｾﾝ伯･ｻﾞｸｾﾝ公ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世ｼｭﾀﾙｹ｣(~10.12)
1711年4月17日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｶﾛﾘ3世｣兼ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｶﾚﾙ2世｣兼ｵｰｽﾄﾘｱ=
  ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公｢ｶｰﾙ3世｣(~17401020死去)兼ﾁｪｼﾝ公｢ｶｰﾙ6世｣(~1722年)
1711年4月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝永8年3月5日|<初演>近松門左衛門｢恋飛脚大和往来｣竹本座
1711年4月23日-09:00|日本|  ||宝永8年3月6日|<死去>京極宮文仁親王(32歳)皇族
1711年4月25日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|宝永8年3月8日|<死去>常陸太田藩主｢中山信敏｣(33歳)水戸藩家
  老⇒甥で養子となっていた信順が跡を継いだ
1711年4月28日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ﾌｧﾘｱら,塩の専売制に抗議し,ｼﾞｬｶﾚｲで蜂起
1711年4月30日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｻﾄﾏｰﾙの和約で､ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸとﾊﾝｶﾞﾘｰ貴族の妥協が成立
1711年5月15日-09:00|日本|東京都江東区|宝永8年3月28日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､千葉平六
  が11,517本(総矢数12,523本中)を記録
1711年5月18日-09:00|日本|愛媛県大洲市|宝永8年4月1日|大洲藩領大洲中村より出火､侍屋敷99軒､百姓家93軒
  を類焼
1711年5月19日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永8年4月2日|<解任>老中｢本多正永｣
1711年5月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊｰﾚｰ｣(~17240521死去)
1711年5月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾃﾞｨﾃｨﾔ･ｳﾞｧﾙﾏ｣(2回目~1721年2月)
1711年5月24日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｻﾝ･ｿﾙﾅﾝ卿ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｼﾞｬﾝ･ﾆｺﾗｽ･ﾄﾞ･ｶﾞﾊﾞﾚ｣(~1
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  7120829没)
1711年5月25日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾏﾘｰ･ｴﾏﾆｭｴﾙ｣(ﾊﾞｲｴﾙﾝのﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世~17130508
  )
1711年5月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝永8年4月8日|大阪立売堀から出火､長堀まで類焼(卯月八日火事)
1711年5月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ﾗｲｵｾｽﾘｰ･ﾗｯｾﾙ｣
1711年5月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ﾗｲｵｾｽﾘｰ･ﾗｯｾﾙ｣先代の子(~17321023死去)
1711年5月26日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾋﾞﾝｾﾝﾄ･ﾃﾞ･ﾗｼﾞｬ｣(~17170523)
1711年5月28日-09:00|日本|東京都千代田区|宝永8年4月11日|<就任>老中｢阿部正喬｣(~享保2年9月19日)
1711年6月4日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢徐宗泰｣(~17121025)
1711年6月6日-09:00|日本|福島県福島市|宝永8年4月20日|<死去>相馬叙胤(35歳)前陸奥相馬中村藩主
1711年6月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ伯｢Heinrich10世｣
1711年6月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ伯｢Heinrich29世｣(~17470522死去)
1711年6月11日-09:00|日本|  ||正徳1年4月25日|｢正徳｣に改元
1711年6月14日-09:00|日本|愛知県岡崎市|正徳1年4月28日|<移転>三河大給藩16000石｢松平乗真｣⇒三河奥殿藩1
  6000石(⇒享保元(1716)年7月5日､死去)
1711年6月16日-09:00|日本/朝鮮|  ||朝鮮･康熙50年5月|朝鮮が日本に通信使を派遣
1711年6月21日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｳﾞｧﾄﾞ侯爵ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊ
  ﾞ･ﾗｯｿ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(2回目~17120204)
1711年6月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1711/6/10|<ｱﾝ女王戦争:ﾌﾞﾗｯﾃﾞｨｸﾘｰｸの戦い>ｱﾍﾞﾅｷ族が英国軍を
  待ち伏せ勝利
1711年6月22日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Lowther｣(1期目~171404
  24)
1711年6月23日-09:00|日本|  ||正徳1年5月8日|<死去>林義端(九兵衛)(不明)浮世草子作者
1711年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｽﾄﾗﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(~17391115死去)
1711年7月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ公ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(2回目~17131027)
1711年7月3日-09:00|日本|  ||正徳1年5月18日|<死去>尊統法親王(16歳)有栖川宮幸仁親王の皇子
1711年7月4日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｱﾌﾞ･ｳﾏｲｽ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｽﾙﾀﾝ｣(~29日)
1711年7月4日-09:00|日本|群馬県沼田市|正徳1年5月19日|<死去>上野沼田藩4万石｢本多正永｣(67歳)⇒7月5日､
  甥｢本多正武｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年2月21日､57歳で死去)
1711年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1711年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~17150124死去)
1711年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(⇒17150124兼4代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯~1778
  1022死去)
1711年7月6日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Fernando de Rojas y Mendoza｣
1711年7月6日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Jose Francisco de Canas y Merino｣(~1
  7140922)
1711年7月8日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan de Rivera｣(~17160212)
1711年7月10日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~
  17131204)
1711年7月11日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ卿｣(~17160725)
1711年7月11日-09:00|日本|  ||正徳1年5月26日|疱瘡立願と称して､子供に行脚僧の格好で神仏に参詣させるこ
  とや､町中で闘鶏をすることを禁止
1711年7月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Juan Jeronimo Ungo de Velasco｣(~1714年)
1711年7月14日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ﾖﾊﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾌﾘｰｿﾞ｣
1711年7月14日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ｳｨﾚﾑ4世｣ﾖﾊﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾌﾘｰｿﾞの息子(~1713年ｵﾗﾝｼﾞｭ公国
  は正式にﾌﾗﾝｽ王国に併合~17511022死去)
1711年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公･4代ｸﾚｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾙｽﾞ｣ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公
  爵位消滅
1711年7月15日-09:00|日本|東京都|正徳1年5月30日|江戸町奉行､火事避難時の混乱防止のため車長持の製造販
  売禁止
1711年7月18日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|正徳1年6月3日|<死去>武蔵岩槻藩33000石｢永井直敬｣(48
  歳)⇒次男｢永井尚平｣が継ぐ(弟｢永井直陳｣に1500石､｢永井尚方｣に1000石分与⇒正徳4(1714)年8月29日､死去)
1711年7月19日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国軍が､ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世のﾛｼｱ軍をﾌﾟﾙｰﾄ河畔で包囲
1711年7月19日-09:00|日本|宮城県仙台市|正徳1年6月4日|<死去>伊達綱宗(72歳)前陸奥仙台藩主
1711年7月23日-09:00|日本|新潟県柏崎市|正徳1年6月8日|<死去>越後椎谷藩1万石｢堀直宥｣(47歳)⇒長男｢堀直
  央｣が継ぐ(⇒享保5(1720)年､隠居)
1711年7月29日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｱﾌﾏﾄﾞ1世ﾊﾟｼｬ｣(~17451102没)
1711年8月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢大公副官:ﾙﾌﾟ･ｶﾞｳﾞﾘﾙ･ｺｽﾀﾁ/ﾏｸｻｯﾄ/ｱﾝﾃｨｵｺｽ･ｼﾞｮﾗ｣(~9.9)
1711年8月2日-09:00|日本|福岡県福岡市|正徳1年6月18日|<死去>筑前福岡藩473100石｢黒田綱政｣(53歳)⇒次男｢
  黒田宣政｣が継ぐ(⇒享保4(1719)年11月22日､隠居)
1711年8月11日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾍﾟﾀﾙ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣
1711年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国ｱﾝ女王の命によりｱｽｺｯﾄ競馬場で初の競馬ﾚｰｽ開催
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1711年8月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾀﾏﾁ2世ﾗｲｼﾝｼﾞ｣(~17430918没)
1711年8月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾎﾞｲｴ｣(~17171125没)
1711年8月17日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|正徳1年7月4日|<死去>池田綱清(65歳)前因幡鳥取藩主
1711年8月20日-09:00|日本|  ||正徳1年7月7日|幕府が市中･市外で商家が禁裏､仙洞御用達の看板をかけること
  を禁じる
1711年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣
1711年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣(~17210713死去)
1711年9月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾆｴﾗ･ｲ･ﾄﾚｽ｣(~171
  40415)
1711年9月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄ州･ﾌﾛｰﾆﾝｹﾞﾝ州総督ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ4世[ｵﾗﾆｴ公ﾖ
  ﾊﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾌﾘｰｿﾞの子](~1747年)17511022死去
1711年9月1日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Jean-Pierre de Charitte｣(~1716年)
1711年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼｬｰﾘｰ｣(~17171225死去)
1711年9月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｯｸﾞ｣(~17501215死去)
1711年9月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢大公副官:ｹﾞｵﾙｹﾞ･ｱﾎﾟｽﾄﾙ｣(~26日)
1711年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣4代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･4代ｸﾗｲｽﾞﾃﾞｰﾙ侯･3代ﾗﾅｰｸ
  伯･4代ｱﾗﾝ=ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯(~17121115死去)
1711年9月13日-09:00|日本|長崎県長崎市|正徳1年8月|長崎東上町の｢立山書院｣が伊勢町の鋳銭所跡に移転､545
  坪の長崎聖堂(中島聖堂)が竣工
1711年9月14日-09:00|日本|  ||正徳1年8月2日|幕府が粗悪な四宝銀を新たに鋳造
1711年9月19日-09:00|日本|長野県佐久市|正徳1年8月7日|<死去>信濃岩村田藩主｢内藤正友｣(49歳)⇒次男の正
  敬が継いだ
1711年9月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾗﾝｾｽｺ･ﾏﾘｱ･ｲﾝﾍﾟﾘｱｰﾚ｣(~17130922)
1711年9月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||Duguay-Trouinの率いるﾌﾗﾝｽ人船団がﾘｵを攻撃､一時占領/ﾐﾅｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍と
  の間で交渉が成立し､身代金と引き換えに撤退
1711年9月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅで､ﾂｽｶﾛﾗ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争が勃発(~1713032)
1711年9月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢大公副官:ｲｵｱﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(~11.8)
1711年9月30日-09:00|日本|  ||正徳1年8月18日|<死去>青山尚貞(不明)画家
1711年10月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<復位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾏﾐｱ｣(2回目~1712年6月)
1711年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｻﾞﾝﾋﾟｰﾆ｣
1711年10月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾎﾞﾘﾝｸﾞﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾎﾟｰﾚｯﾄ･ｼﾝｼﾞｮﾝ｣断絶
1711年10月8日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ6世｣(1回目~1714年10月)
1711年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ｸﾛｱﾁｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ
  皇帝｢ｶｰﾙ6世｣兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国国王｢ｶｰﾛｲ3世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ｶｰﾙ3世｣兼ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ｴﾉｰ伯｢ｼｬﾙﾙ4世｣兼ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ5
  世｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世の子(~17401020死去55歳)兼ﾁｪｼﾝ公｢ｶｰﾙ6世｣(ｵｰｽﾄﾘｱ=ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公~1722年)
1711年10月14日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾃｳｫﾌﾛｽ･ﾖﾊﾈｽ･ｻｶﾞﾄﾞ･ｳｫﾙﾃﾞ･ｱﾝﾊﾞｻ｣
1711年10月14日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾖｽﾄｽ･ﾃﾞﾙﾊﾞ･ｲﾔｻｽ｣(~17160219没)
1711年10月14日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛﾃﾞ ｳﾞｧｽｺﾝﾁｪﾛｽ･ｴ･ｽｰｻﾞ｣(~1714
  0713)
1711年10月15日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｽﾙﾀｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｻｲﾌ2世｣(~1718年没)
1711年10月16日-09:00|日本|長野県|正徳1年9月5日|<拝領>信濃･丹波･摂津国内12000石｢水野忠位｣大坂定番に
  就任(⇒正徳3(1713)年7月19日､死去)
1711年10月18日-09:00|日本|長野県佐久市|正徳1年9月7日|<死去>信濃岩村田藩16000石｢内藤正友｣⇒次男｢内藤
  正敬｣が継ぐ(弟｢正直｣に1000石分知し15000石⇒延享3(1746)年8月13日､死去)胡｣無嗣
1711年10月19日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙのMotim do Manetaら,塩の専売制に抗議し反乱
1711年10月21日 13:00|日本|鳥取県|正徳1年9月10日|<鳥取正徳元年の大火｢真教寺火事｣>亥の刻(22時ごろ)､城
  下の古刹･浄土宗真教寺から出火､河端一丁目から四丁目､新町､本魚町の一丁目から三丁目､二階町の一丁目か
  ら四丁目､茶町､職人町､本町一丁目から四丁目など城下の主要部分を焼いて翌朝8時頃ようやく鎮火/侍屋敷18
  軒､町家1027戸､町数にして18ヵ町(縦6町､幅4町ほど)､酒店28軒､土蔵139棟が焼失､火元の真教寺は本堂のほか
  庫裏(僧侶の住居)､毘沙門堂､鐘楼堂が全焼
1711年10月23日-09:00|日本|福井県福井市|正徳1年9月12日|<死去>松平昌親(松平吉品)(72歳)前越前福井藩主
1711年11月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾆｺﾗｽ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(~1716年1月)
1711年11月16日-09:00|日本|愛媛県西条市|正徳1年10月7日|<死去>伊予西条藩33000石｢松平頼純｣(71歳)⇒11月
  ､五男｢松平頼致｣が継ぐ(⇒正徳6(1716)年4月30日､紀伊国紀州藩を相続)
1711年11月19日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾎｾ･ﾋﾟﾆｪｲﾛ｣(~17150429)
1711年11月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｱｱ･ﾕｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~17121111)
1711年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｻｲｰﾄﾞ2世･ｲﾌﾞﾝ･ｻｰﾄﾞ｣(第4回~1717年1月)
1711年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kethuda Ismail Pasha｣(~1712年)
1711年12月2日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||Motim do Manetaら,二度目の反乱/総督Castelo Melhorにより三週間後に鎮
  圧される
1711年12月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾌｨｯﾌﾟｽ卿/ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｲﾝｺﾞﾙｽﾞﾋﾞ
  ｰ(17120129まで)/ﾁｭｱﾑ大司教ｼﾞｮﾝ･ﾋﾞｰｼﾞｰ(17120313~)｣(~17131027)
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1711年12月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ女公･ﾊﾞﾙｾﾛｽ女公･ｳﾞｨﾗ=ｳﾞｨｿｰｻ女候･ﾊﾞﾙｾﾛｽ女伯･ｵ
  ｳﾚﾑ女伯･ｱﾗｲｵﾛｽ女伯･ﾈｲｳﾞｧ女伯｢ﾏﾘｱ･ﾊﾞｰﾊﾞﾗ｣ｼﾞｮﾝ5世国王の長女(~17121019~17580827死去)
1711年12月5日-09:00|日本|  ||正徳1年10月26日|<死去>岡西惟中(73歳)俳人
1711年12月11日-09:00|日本|兵庫県姫路市|正徳1年11月2日|播磨姫路で大地震/山崩地裂あり/津波で人家多く
  流出
1711年12月16日-09:00|日本|千葉県館山市|正徳1年|安房の北条藩領内の農民600人が非道な年貢増徴に反対し
  て立ち上がる
1711年12月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官代行(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｳｨﾚﾑ･ﾍﾛ｣(
  ~17140328)
1711年12月29日-09:00|日本|愛知県豊田市|正徳1年11月20日|<死去>三河拳母藩1万石｢本多忠次｣(33歳)⇒12月､
  長男｢本多忠央｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年2月6日､遠江相良藩1万石に移封)
1712年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督代理(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｼﾞｮﾝ･Hunter｣(~同年)⇒｢ｼﾞｮｾ
  ﾌ･Collett -Governor｣(~1716年)
1712年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||ﾏﾗﾔのｼﾞｮﾎｰﾙ王朝で王位継承戦争が勃発
1712年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｼｬｰﾌｰｼﾞｰ｣
1712年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｭｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾙﾌｫｼﾞ1世｣(~1729年没)
1712年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾍﾝﾄﾞﾗ･ﾏﾆｷﾔ｣(~1714年没)
1712年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞﾛﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｹﾄｳｼﾞｭｰｼﾞ｣(~1715年)
1712年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾗﾔﾝ･ﾀﾞｽ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~6ヶ月)⇒｢ﾁｬｸﾗﾀﾞｰﾙ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘ
  ﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1741年)
1712年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｸﾞﾗﾑ･ﾌｻｲﾝ･ｶｰﾝ｣(~1717年)
1712年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｻﾗﾎﾞｰｼﾞｰ｣前王の弟(~1728年死去)
1712年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾀｼｭｹﾝﾄ･ﾊﾝ｢Rustem Muhammad Khan｣
1712年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾀｼｭｹﾝﾄ･ﾊﾝ｢`Abd Allah Khan｣(~1719年死去)
1712年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第23代ﾊﾝ｢ﾔｰﾃﾞｨｶﾞｰﾙ1世｣ｱﾗﾌﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの兄弟の子孫(~
  1713年)
1712年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ｷﾞｵﾙｷﾞ4世｣(1回め)⇒｢ﾏﾐｱ3世ﾃﾞｨﾃﾞｨ｣(2回目~17140116)
1712年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱがﾓｽｸﾜからﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞへ首都を移転
1712年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾍﾞｲｻﾞｰﾄﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ｲｪｹﾞﾝ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1714年)
1712年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<再任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢Kara Mehmed Pasha｣(2期目~同年)⇒｢Veli 
  Mehmed Pasha｣(2期目~1714年)
1712年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Cerkes Mehmed Pasha｣(~1713年)
1712年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾗ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~わずかな期間)⇒｢ｳﾞｪﾘ･ﾒ
  ﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1714年)
1712年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国はﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ領ｺｰﾃｨﾝを併合
1712年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｱｳﾞﾛｰﾆｬのｻﾝｼﾞｬｸﾍﾞｲ｢ｻﾘ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1714年)
1712年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾙﾉｰﾄ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1713年)
1712年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾏﾙｺ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣(~1716年)
1712年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｪﾚｲﾗ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ｣(~1714年)
1712年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｰｱﾝ社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ﾘｼｭﾌﾞｰﾙ伯爵ﾋﾟｴｰﾙ｣(~17130502)
1712年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾆｭｰｺﾒﾝが大気圧蒸気機関を製作
1712年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌﾟﾗｲｱ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Bras de Ornelas｣
1712年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｱﾝｸﾞﾗはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王が没収(~1715年)
1712年 04:00|BES諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Hans Jurgen Cramer｣(~1714年)
1712年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｶｻｿﾗ･ｲ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ｣(~17130427没)
1712年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾛﾝｸﾞﾏﾝ｣(~1715年)
1712年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾌｪﾙﾐﾝ･ｴﾁｪﾍﾞﾙｽ･ｲ･ｽﾋﾞｻ｣(~1714年)
1712年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで捕鯨船団によるﾏｯｺｳ鯨漁が始まる
1712年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ﾁｱﾊﾟｽで征服以来最大規模のﾂｪﾝﾀﾞｰﾚ族の反乱
1712年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾁｱﾊﾟｽ州の山岳部でﾂｪﾙﾀﾙ･ﾂｫﾂｨﾙにひきいられたﾏﾔ族の反乱起こる/ｶﾝｸｯｸをｼｳﾀﾞ･ﾚｱﾙと
  改称
1712年1月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1713年4月)
1712年1月3日-09:00|日本|福井県越前市|正徳1年11月25日|<死去改易>越前高森藩2万石｢松平(本庄)宗胡｣(8歳)
  無嗣断絶
1712年1月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱﾝﾄﾝ･ｳﾙﾘﾋ｣⇒ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯(⇒17280101死去)
1712年1月8日-09:00|日本|茨城県土浦市|正徳1年12月1日|<加増>常陸土浦藩75000石｢土屋政直｣+1万石⇒85000
  石(⇒享保3(1718)年3月3日､1万石加増され95000石)
1712年1月8日-09:00|日本|山梨県都留市|正徳1年12月1日|<加増>甲斐谷村藩5万石｢秋元喬知｣+1万石⇒6万石(⇒
  同月25日､武蔵川越藩へ移封)
1712年1月25日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾘﾍﾚ･ﾗｲﾍﾞｯｶｰ｣(⇒1712
  年7月総督~17130828)
1712年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣
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1712年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣(~17191027死去)
1712年2月1日-09:00|日本|埼玉県川越市|正徳1年12月25日|<移封>甲斐谷村藩6万石｢秋元喬知｣⇒武蔵川越藩6万
  石(⇒正徳4(1714)年8月14日､死去)
1712年2月4日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾒﾈｾｽ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ･ﾃﾞ･ｻﾗﾋ
  ﾞｱ｣(~17150915)
1712年2月7日-09:00|日本|沖縄県|正徳2年|<即位>琉球国王｢尚敬｣(~17510224死去)
1712年2月7日-09:00|日本|大阪府大阪市|正徳2年1月|<初演>近松門左衛門｢廓文章｣(夕霧阿波鳴門)竹本座
1712年2月8日-09:00|日本|栃木県下都賀郡|正徳2年1月2日|<死去>下野壬生藩25000石｢加藤明英｣(61歳)⇒甥｢加
  藤嘉矩｣が継ぐ(⇒2月26日､近江水口藩25000石に移封)
1712年2月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽ｣5歳/ﾌﾗﾝｽ王国王太子
1712年2月22日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||自由帝国郡とﾌｧﾄﾞｩｰﾂ領は､ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ家が購入
1712年2月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｼｬｰ1世｣68歳
1712年2月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ｼﾞｬﾊﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣(~17130111~17130211､死去)
1712年2月27日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃ
  ﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(2回目~17140820)
1712年2月27日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|正徳2年1月21日|<死去>常陸太田藩主｢中山信順｣(17歳)水戸藩家
  老⇒旗本･堀田家から信昌を信順の妹婿かつ養子に迎えて跡を継がせた
1712年3月7日-08:00|中国|  ||清･康熙51年2月|清が丁税を定額化し以後の人口増加分に課税しないことを決定
1712年3月13日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|正徳2年2月7日|宇和島藩桜田監物屋敷裏長屋より出火､侍屋敷御目
  見以上153軒･足軽屋敷47軒､町家･百姓家を合わせて258軒焼失
1712年3月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾚｲｳﾞﾝ｣(~17160423)
1712年3月19日-09:00|日本|兵庫県小野市|正徳2年2月13日|<死去>播磨小野藩1万石｢一柳末禮｣(64歳)⇒4月5日､
  弟｢一柳末昆｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年8月12日､39歳で死去)
1712年3月21日-09:00|日本|愛知県名古屋市|正徳2年2月14日|名古屋城の金鯱の鱗が盗まれる
1712年3月22日-09:00|日本|岐阜県中津川市|正徳2年2月16日|<交替>美濃苗木藩10521石｢遠山友春｣隠居⇒次男｢
  遠山友由｣が継ぐ(⇒享保7年4月21日(17220604)死去)
1712年3月28日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾑﾃｨﾛｱ･ｲ･ｱﾝﾄﾞｩｴｻ｣(~17140
  519)
1712年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾉﾌﾘｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1712年4月1日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|正徳2年2月26日|<移封>下野壬生藩25000石｢加藤嘉矩｣⇒近江水口藩25
  000石(⇒享保9(1724)年9月9日､死去)
1712年4月1日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|正徳2年2月26日|<加増移封>近江水口藩2万石｢鳥居忠英｣⇒下
  野壬生藩3万石(⇒正徳6(1716)年3月21日､死去)
1712年4月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸで黒人暴動発生.6人が｢自殺｣,21人が処刑される
1712年4月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永盛8年3月|大越がｷﾘｽﾄ教を禁止
1712年4月6日 13:00|日本|鳥取県鳥取市|正徳2年3月1日|<鳥取正徳2年の大火｢麩屋火事｣>夜の五つ半(21時頃)
  二階町の麩屋二郎兵衛から出火､同町三､四丁目から河端三､四丁目､茶町､本魚町二､三丁目､本町三､四丁目､片
  原町三丁目､豆腐町､鹿野町､下魚町､下横町､材木町と次々延焼/侍屋敷39か町､町家は町数10か町､縦10町､幅5
  町にわたり焼失/世帯数で969戸､土蔵34棟を焼失させ同夜七つ半(午前5時頃)鎮火/2人が死亡
1712年4月12日-09:00|日本|  ||正徳2年3月7日|幕府が宿駅での人馬通行法規を定める
1712年4月30日-09:00|日本|福島県白河市|正徳2年3月25日|<立藩>陸奥白河新田藩1万石｢松平知清｣陸奥国白河
  藩から分与(⇒享保6(1721)年閏7月10日､死去)
1712年5月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ公(ﾊｲﾉｰとﾅﾐｭｰﾙ)｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ｴﾏﾆｭｴﾙ｣(ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世ｴﾏﾆｭｴﾙ~17
  130508)
1712年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｲｱﾝ｣
1712年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｲｱﾝ｣先代の息子(~17151113戦死)
1712年5月19日-09:00|日本|京都府京都市|正徳2年4月14日|<死去>鷹司房子(新上西門院)(60歳)鷹司教平の娘､
  霊元天皇の中宮
1712年5月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ｣
1712年5月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~17261218死去)
1712年6月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｼﾞｮﾙｼﾞ7世｣(3回目~1713年11月)
1712年6月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Louis Joseph, duc de Vendome｣
1712年6月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Marie Anne de Bourbon｣(~1718年)
1712年6月16日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ｱﾀﾞﾑ･ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ｣
1712年6月16日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣先代の又従弟の息子(~17180312退任
  )
1712年6月16日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ摂政｢ｳﾞｧﾙﾀｰ･ﾌｭﾙｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋｼｭﾀｲﾝ/ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ｳﾙﾘｯﾋ･
  ｸﾞﾗﾌ･ﾌｫﾝ･ｶｳﾆｯﾂ･ｳﾝﾄ･ﾘｯﾄﾍﾞﾙｸ｣(~1718年1月)
1712年6月18日-09:00|日本|静岡県藤枝市|正徳2年5月15日|<移封>越前野岡藩35000石｢土岐頼殷｣⇒駿河田中藩3
  5000石(⇒正徳3(1713)年7月､隠居)
1712年6月19日-09:00|日本|大阪府大阪市|正徳2年5月15日|<就任>大坂城代｢内藤弌信｣(~享保3(1718)年8月2日)
1712年6月26日-09:00|日本|栃木県栃木市|正徳2年5月23日|<死去>下野皆川藩12000石｢米倉昌照｣(30歳)⇒養子｢
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  米倉忠仰｣が継ぐ(⇒享保7(1722)年7月27日､武蔵六浦藩12000石に転封､廃藩)
1712年6月26日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||清･康熙51年;朝鮮･康熙51年5月23日|朝鮮と清が国境線を定め､白頭
  山定堺碑をたてる
1712年7月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾂｪﾃｨﾆｪを短期間占領
1712年7月6日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任ﾌﾟﾛｲｾﾝ領ｱﾙｷﾞﾝ総督｢ﾔﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾞ･ﾆｺﾗｽ｣(1回目~1717年1月)
1712年7月8日-09:00|日本|千葉県野田市|正徳2年6月5日|<死去>牧野成貞(79歳)前下総関宿藩主
1712年7月20日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ(7日~)ﾌﾗﾝｽ侵略軍を撃退
1712年7月24日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾞﾅﾝの戦い/ﾌﾗﾝｽのｳﾞｨﾗｰﾙ元帥が､ｻｳﾞｫｱ公ｵｲｹﾞﾝ率
  いる同盟軍を破る/ｽﾍﾟｲﾝ継承戦争の最大の戦いが終結
1712年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾘｰｽﾞ公｢ﾄﾏｽ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣
1712年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾘｰｽﾞ公｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣初代公の次男(~17290625死去)
1712年8月2日-09:00|日本|東京都千代田区|正徳2年7月1日|幕府が新井白石の建議により勘定吟味役を再置
1712年8月5日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)代行｢ﾕｵｻﾞｽ･ｳﾞｧﾝﾀﾞﾘﾅｽ･ﾑﾆｾｶｽ｣(~17130410)
1712年8月6日-09:00|日本|愛知県豊田市|正徳2年7月5日|<死去>本多忠周(71歳)元三河足助藩主
1712年8月12日-09:00|日本|熊本県熊本市|正徳2年7月11日|<交替>肥後熊本藩54万石｢細川綱利｣隠居⇒養子｢細
  川宣紀｣が継ぐ(⇒享保17年6月26日(17320816)死去)
1712年8月13日-09:00|日本|愛知県刈谷市|正徳2年7月12日|<移封>日向延岡藩23000石｢三浦明敬｣⇒三河刈谷藩2
  3000石(⇒享保9(1724)年2月15日､隠居)
1712年8月13日-09:00|日本|愛知県豊橋市|正徳2年7月12日|<移封>下総古河藩7万石｢松平信祝｣⇒三河吉田藩7万
  石(⇒享保14(1729)年2月2日､遠江浜松藩7万石に移封)
1712年8月13日-09:00|日本|茨城県古河市|正徳2年7月12日|<移封>三河刈谷藩5万石｢本多忠良｣⇒下総古河藩5万
  石(⇒宝暦元年6月1日(17510623)､死去)
1712年8月13日-09:00|日本|宮崎県延岡市|正徳2年7月12日|<移封>三河吉田藩8万石｢牧野成央｣⇒日向延岡藩8万
  石(⇒享保4年5月16日(17190703)､死去)
1712年8月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨﾝﾁ｣
1712年8月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯｢ﾍﾆｯｼﾞ･ﾌｨﾝﾁ｣(~17260930死去)
1712年8月16日-09:00|日本|大阪府大阪市|正徳2年7月15日|<初演>近松門左衛門｢嫗山姥｣竹本座
1712年8月16日-09:00|日本|沖縄県|正徳2年7月15日|<死去>琉球国王｢尚益｣
1712年8月21日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|正徳2年7月20日|<死去>安房勝山藩12000石｢酒井忠胤｣(34歳)
  ⇒長男｢酒井忠篤｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年5月13日､35歳で死去)
1712年8月23日-09:00|日本|千葉県館山市|正徳2年7月22日|<改易>安房北条藩1万石｢屋代忠位｣失政⇒旗本3000
  石
1712年8月25日-09:00|日本|栃木県足利市|正徳2年7月24日|<死去>戸田忠時(76歳)前下野足利藩主
1712年8月29日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾀﾞﾙｷｱﾝ伯爵ﾎﾟｰﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾗ･ｸﾞﾗﾝｼﾞ｣(~1713
  年)
1712年9月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ･ﾌﾗﾝｽの天文学者ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｶｯｼｰﾆ/87歳(誕生16250604)土星の輪の
  間隙を発見した
1712年9月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｳﾞｧｽｺ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ｾｻﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~171701
  13)
1712年9月28日-09:00|日本|京都府京都市|正徳2年8月28日|<就任>摂政｢九条輔実｣
1712年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ﾍﾞﾃﾞｯﾃｨ｣
1712年10月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Pedro Alvares da Cunha｣(~17150627)
1712年10月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan Ignacio Flores Mogollon｣(~1715100
  5)
1712年10月6日-09:00|日本|東京都|正徳2年9月5日|幕府が評定所･三奉行に評定所規則の順守,裁判の公正,目明
  の任用禁止などを命じる
1712年10月7日-09:00|日本|新潟県上越市|正徳2年9月7日|<交替>越後高田藩113000石｢松平定重｣隠居⇒五男｢松
  平定逵｣が継ぐ(⇒享保3(1718)年9月10日､42歳で死去)
1712年10月16日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ･ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ総督｢ｼｬｰｻﾞﾀﾞ･ｱｻﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾊｰﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾘ｣(~17201
  004没)
1712年10月16日-09:00|日本|熊本県人吉市|正徳2年9月16日|<交替>肥後人吉藩22165石｢相良頼福｣隠居⇒21日､
  長男｢相良長興｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年7月11日､隠居)
1712年10月19日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ公･ﾊﾞﾙｾﾛｽ公･ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候･ﾊﾞﾙｾﾛｽ伯･ｵｳﾚﾑ伯･
  ｱﾗｲｵﾛｽ伯･ﾈｲｳﾞｧ伯｢ﾍﾟﾄﾞﾛ｣ｼﾞｮﾝ5世国王の長男(~17141029死去)
1712年10月24日-09:00|日本|  ||正徳2年9月23日|幕府が新銀(四宝銀)の改鋳を中止し,古銀･元字銀･宝字銀の
  混用を禁じる
1712年10月25日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李濡｣(~17130824)
1712年10月25日-09:00|日本|神奈川県小田原市|正徳2年9月25日|<死去>大久保忠朝(81歳)前相模小田原藩主､元
  老中
1712年11月5日-09:00|日本|石川県小松市|正徳2年10月7日|加賀大聖寺藩領､那谷寺一揆起こる
1712年11月6日-09:00|日本|広島県大竹市|正徳2年10月8日|佐伯郡玖波村大火270軒焼失
1712年11月10日-09:00|日本|兵庫県姫路市|正徳2年10月12日|<再興>播磨安志藩1万石｢小笠原長興｣(⇒享保15(1



1720迄(1598件)

  730)年12月11日､隠居)
1712年11月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯･初代ﾌｫｰﾌｧｰ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1712年11月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯･2代ﾌｫｰﾌｧｰ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~17151208死去)
1712年11月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾆｼｬﾝﾁｭ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17130406)
1712年11月12日-09:00|日本|東京都千代田区|正徳2年10月14日|<死去>江戸幕府第6代将軍｢徳川家宣｣50歳(誕生
  :寛文3(1663)0425)
1712年11月12日-09:00|日本|長崎県大村市|正徳2年10月14日|<死去>肥前大村藩24973石｢大村純尹｣(49歳)⇒弟｢
  大村純庸｣が継ぐ(⇒享保12(1727)年閏1月9日隠居)
1712年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公･4代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･4代ｸﾗｲｽﾞﾃﾞｰﾙ侯･3代ﾗﾅｰｸ伯･4代ｱﾗﾝ=ｹﾝﾌﾞ
  ﾘｯｼﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1712年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･2代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~17430302死
  去)
1712年11月15日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾍﾞﾙﾋﾞｽがﾑｱﾝ男爵の指揮するﾌﾗﾝｽ軍に短期間占領される
1712年11月21日-09:00|日本|山口県下関市|正徳2年10月23日|<交替>長門長府藩5万石｢毛利元朝｣宗家長州藩嗣
  子となる⇒叔父｢毛利元矩｣が継ぐ(⇒享保3(1718)年3月20日､15歳で死去無嗣断絶)
1712年11月29日-09:00|日本|  ||正徳2年11月|<刊行>北下村(吉岡村)の馬場重久｢蚕養育手鑑｣
1712年12月22日-09:00|日本|  ||正徳2年11月24日|<死去>初代竹島幸左衛門(不明)歌舞伎役者
1712年12月24日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｸﾗｳｽ･ﾍﾝﾘｯｸ･ﾌｨｰﾚｯｸﾞ｣(~17130714没)
1713年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ｷﾝ･ｷｯｻﾗｰﾄ｣
1713年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ﾉｶｻｯﾄ(ｼｰｻﾑｯﾄ女王)｣建国(~1738年没)
1713年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ｵﾝ･ｶﾑ｣(~1723年)
1713年-07:00|ﾗｵｽ|  |||ﾋﾞｴﾝﾁｬﾝ王国からﾁｬﾑﾊﾟｰｻｸ王国が分立し三国分立時代へ
1713年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ精神的支配者･国家元首｢ﾋﾟｮｸﾞﾗ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~1730年)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾜｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾃﾞｨﾗｰ･ｶｰﾝ｣建国(~17221012没)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾊﾄﾞ国支配者(ﾗﾅ)｢ｼﾞｬｽﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~1717年没)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾞｩﾙ国統治者(ﾋﾝﾄﾞｩｰ･ﾗｵ､ﾏﾏﾘｶｯﾄ･ﾏﾀﾞﾙ)｢ｼﾄﾞｰｼﾞ･ﾗｵ1世｣建国(~1731年没)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢･ﾋﾞｼﾞｪｲ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(~1749年没)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾑﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ﾃﾞﾌﾞ｣(~1745年)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾜﾗ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ﾋﾞｼｬﾝ･ｼﾝ｣(~1737年没)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｻﾀﾞﾄ･ｶｰﾝ｣(~1717年)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｵｸﾗｻﾞｲ朝(ｸﾙﾜｲ,ﾊﾞｿﾀﾞ､ﾓﾊﾏﾄﾞｶﾞﾙ)ﾅﾜﾌﾞ｢Mohammad Diler Khan｣(~17221012死去)
1713年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙ地方がﾑｶﾞﾙ朝から実質的に独立
1713年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第24代ﾊﾝ｢ｱﾙﾝ(ｱﾗﾝｸﾞ)2世｣(~1714年)
1713年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ･ﾊﾝ｢ﾕｽﾌ･ｱﾘ｣(~1718年)
1713年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Bwana Tamu, Mfalume｣(~1779年)
1713年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Topal Yusuf Pasha｣(~1714年)
1713年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Jarkas Muhammad Pasha｣(~1714年)
1713年-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||南ｱﾌﾘｶのｻﾝ族に天然痘流行
1713年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>11代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾌｱﾝ･ｸﾗﾛｽ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ｣
1713年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>12代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ｣(~1721年死去)先代
  の子
1713年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｺﾌﾟﾙﾙ･ﾇﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1715年)
1713年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ｱﾙﾄﾜ伯｢ｼｬﾙﾙ4世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ6世(~17401020死去)
1713年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公ﾌﾚｾﾞﾘｸ4世はｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ全域を自領に統合
1713年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾙｲｼﾞｱﾅのﾅﾁｪｽに砦を建設
1713年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝの発展ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世は崩御しﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世が即位(兵隊王)(-1740)
1713年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢大佐Isaac Pike｣(~1718年)
1713年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢John Marshall｣(~1714年)
1713年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官｢Alexandre Vaultier de Moyencourt｣(
  ~1719年)
1713年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島はｲｷﾞﾘｽ直轄植民地
1713年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞを奪う
1713年 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾃｨ｣(ﾌﾟﾃｨ･ｺﾞｰｳﾞにて)⇒｢ﾌﾞﾚﾅｯｸ伯
  爵ﾙｲ･ﾄﾞ･ｸﾙﾎﾞﾝ｣(~1714年1月)
1713年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾓﾄ･ｶﾃﾞｨﾗｯｸ｣(~1716年)
1713年1月6日-09:00|日本|福島県いわき市|正徳2年12月10日|<死去>陸奥磐城平藩6万石｢内藤義孝｣病死(44歳)
  ⇒次男｢内藤義稠｣が継ぐ(⇒享保3年5月29日(17180627)､死去)
1713年1月8日-09:00|日本|群馬県館林市|正徳2年12月12日|<加増>上野国館林藩34000石｢松平清武｣+2万石⇒540
  00石(⇒享保9(1724)年9月16日､死去)
1713年1月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ﾌｧｯﾙﾌｼﾔﾙ｣(~17190228廃位)
1713年1月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ｼﾞｬﾊｰﾝﾀﾞｰﾙ･ｼｬｰ｣
1713年1月21日-09:00|日本|茨城県下妻市|正徳2年12月25日|<拝領>常陸下妻藩1万石｢井上正長｣(⇒享保5(1720)
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  年12月4日､死去)
1713年1月23日-09:00|日本|島根県安来市|正徳2年12月27日|<死去>出雲母里藩1万石｢松平直丘｣(48歳)⇒翌年2
  月29日､養子｢松平直員｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年11月18日､隠居)
1713年1月24日 04:00|BES諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢Jean Jacques Cassard｣(~27日)
1713年1月24日 04:00|BES諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島をﾌﾗﾝｽの民間人占領(~27日)
1713年1月26日-09:00|日本|  ||正徳3年|<刊行>新井白石｢采覧異言｣
1713年1月26日-09:00|日本|  ||正徳3年1月|<刊行>貝原益軒｢養生訓｣
1713年1月27日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Jan Simonsen Doncker｣(4期目~17170
  821)
1713年1月27日-09:00|日本|東京都中央区|正徳3年1月2日|伊達騒動を舞台とした初の歌舞伎｢太平女今川｣上演
1713年2月3日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|正徳3年1月9日|<鹿児島正徳3年の連続火災>鹿児島において士屋(
  侍屋敷)34軒､町屋1872軒が焼亡
1713年2月14日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|正徳3年1月20日|<鹿児島正徳3年の連続火災>鹿児島城下南の海
  岸寄りにある下町から出火､士屋敷35か所､門前屋敷(寺社関係の屋敷)92か所､町屋410余か所､職人屋敷2か所
  が焼亡
1713年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｱﾝﾄﾆｰ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣
1713年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｱﾝﾄﾆｰ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣(~17710521死去)
1713年2月18日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｷｭﾗｿｰをﾌﾗﾝｽの海賊が占領(~27日)
1713年2月20日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｲｪｼﾞｰ･ﾌﾟﾙｾﾞﾍﾞﾝﾄﾞﾌｽｷ｣(~172211
  21)
1713年2月20日-09:00|日本|佐賀県小城市|正徳3年1月26日|<交替>肥前小城藩73000石｢鍋島元武｣隠居⇒次男｢鍋
  島元延｣が継ぐ(⇒正徳4(1714)年5月30日､死去)
1713年2月21日-09:00|日本|東京都|正徳3年1月27日|<死去>狩野常信(78歳､1636年3月13日生)狩野派の絵師(絵
  師･尚信の子)
1713年2月22日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ｣(~17170615)
1713年2月24日-09:00|日本|京都府綾部市|正徳3年1月30日|<交替>丹波綾部藩19500石｢九鬼隆直｣隠居⇒養子｢九
  鬼隆寛｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年3月8日､隠居)
1713年2月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｲｾﾝ王･ﾏﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ1世｣兼ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍ
  ﾞﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣55歳(誕生16570711)
1713年2月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾛｲｾﾝ王･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾏﾙｸ伯･ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･
  ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世の息子(~17400531死去)
1713年2月26日-08:00|中国|  ||清･康熙52年2月2日|中国･雲南省､尋甸地震(M6.8)死者数千
1713年3月1日-09:00|日本|愛媛県松山市|正徳3年2月5日|松山城下代官町より出火､333軒焼失
1713年3月2日-09:00|日本|  ||正徳3年2月6日|幕府が朝鮮人参の購入に金銀の使用を自由とする
1713年3月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Ventura de Landaeta y Horna｣
  (~1718年)
1713年3月5日-09:00|日本|  ||正徳3年2月9日|幕府が新銭鋳造･大銭改鋳を停止
1713年3月6日-09:00|日本|岡山県岡山市|正徳3年2月10日|<死去>備中庭瀬藩2万石｢板倉重高｣(48歳)⇒次男｢板
  倉昌信｣が継ぐ(⇒寛永15(1730)年4月27日､31歳で死去)
1713年3月7日-09:00|日本|長崎県平戸市|正徳3年2月11日|<交替>肥前平戸藩61700石｢松浦棟｣隠居⇒弟｢松浦篤
  信｣が継ぐ(⇒享保12(1727)年閏1月2日､隠居)
1713年3月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅのﾂｽｶﾛﾗ･ﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争が終結
1713年3月13日-09:00|日本|京都府南丹市|正徳3年2月17日|<死去>小出英利(55歳)前丹波園部藩主
1713年3月26日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾐｸﾛｽ･ﾊﾟﾙﾌｨ･ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ伯爵｣(⇒17141015､ﾊﾟﾗﾀｲ
  ﾝ~17320320没)
1713年3月26日-09:00|日本|  ||正徳3年3月|新井白石がｲﾀﾘｱ人ｼﾄﾞｯﾁに審問して得た外国知識をまとめて｢采覧
  異言｣を著す
1713年3月31日-09:00|日本|東京都江東区|正徳3年3月6日|<創始>臨済宗妙心寺派瑞甕山臨川寺
1713年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｶﾌﾟﾗﾝ1世ｷﾞﾚｲ｣(2期目~1716.12)
1713年4月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1714年12月)
1713年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣
1713年4月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾎｶ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~27日)
1713年4月10日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ･ﾎﾟｳﾞｨﾗｽ･ｻﾋﾟｴｶﾞ｣(2回目~17340104)
1713年4月11日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｼｬﾙﾙ5世｣(~17401020死去)
1713年4月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ条約/ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞはｽﾍﾟｲﾝ領となる
1713年4月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ条約が結ばれ､ｲｷﾞﾘｽはﾌﾗﾝｽと講和条約を締結/
  ｽﾍﾟｲﾝ継承戦争がほぼ終結
1713年4月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ条約で仏領ｱｶﾃﾞｨｱ植民地が英国に割譲
1713年4月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ条約で､ｼﾁﾘｱ島はｻｳﾞｫｲｱ公ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ2世の手に渡る⇒<即位>ｼﾁﾘｱ
  王｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ2世｣(~1720年ｼﾁﾘｱ王をｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王と交換)
1713年4月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ条約でｻﾝ･ｷｯﾄ島を英国に割譲
1713年4月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ条約でﾆｭｰﾌｧｳﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞ,ﾉﾊﾞｽｺｼｱ,ﾊﾄﾞｿﾝ湾を英国に割譲
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1713年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱｼｴﾝﾄ条約で,ｲｷﾞﾘｽはｽﾍﾟｲﾝ植民地への黒人奴隷輸出を独占
1713年4月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ条約/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙはｻｸﾗﾒﾝﾄをｽﾍﾟｲﾝに譲渡
1713年4月11日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾚﾌﾞﾝ･ｻｳｻﾞﾝｽﾞ諸島を英国が支配(ﾉﾊﾞｽｺｼｱ州の一部として
  ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島と改名)(~17630210)
1713年4月14日 06:00|日本|京都府京都市|正徳3年3月20日|<京都正徳3年の大火>昼八つ半どき時(15時ごろ)､椹
  木町油小路東へ入ﾙ､町の南側5軒目､茶碗屋五郎吉の借家に住む魚屋五郎兵衛宅より出火/強風にあおられて四
  ､五町づつの間隔で飛び火が散り､竪町から延びた炎は油小路通り､小川通りから西の洞院､釜座通り､新町通り
  から室町通り､烏丸通りへと次々延焼/横町から延びた炎は椹木町通りから下立売通り､出水通りへと燃え､下､
  中､上の長者町から一条通り､武者小路､今出川から二本松までおよそ73町を灰にした/町家1179軒､公家屋敷19
  か所､武家屋敷4か所､ほかに消火で壊した町家7軒
1713年4月16日-09:00|日本|  ||正徳3年3月22日|幕府が2挺立て･3挺立て船を禁止し,屋形船を100艘､また町駕
  籠を300挺に限定
1713年4月16日-09:00|日本|島根県浜田市|正徳3年3月22日|<死去>松平康員(35歳)前石見浜田藩主
1713年4月19日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｶｰﾙ6世がﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家の｢家憲｣を定め､女子相続権も規定
1713年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲ｣
1713年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍｲ｣(~17151217死去)
1713年4月26日-09:00|日本|東京都千代田区|正徳3年4月2日|<就任>江戸幕府第7代征夷大将軍｢徳川家継｣(~享保
  1年4月30日)
1713年4月27日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾗﾀﾞｰﾙ･ﾀﾞﾏｰﾄ･ｱﾘｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~17160805)
1713年4月27日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛﾍﾟｽ･ｺﾈﾎ｣(~5.11)
1713年4月29日-09:00|日本|東京都中央区|正徳3年4月5日|<初演>2代目市川団十郎｢花舘阿愛護桜｣作･津内半兵
  衛/山村座(助六劇の初め)
1713年5月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ公(ﾊｲﾉｰとﾅﾐｭｰﾙ)｢ｼｬﾙﾙ｣(ｵｰｽﾄﾘｱ王ｶｰﾙ3世~17401020没)
1713年5月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ継承戦争の結果としてｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄはｵｰｽﾄﾘｱ大公
  が継承/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸはｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄの一部となる
1713年5月11日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾗｶﾖ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘｵﾈｽ･ｲ･ﾊﾟﾗｼｵｽ｣(~1717年)
1713年5月15日-09:00|日本|東京都江東区|正徳3年4月21日|高瀬金吾(10歳)､深川三十三間堂｢半堂大矢数｣で矢
  数13,000本中11,578本を通し､禄二百石賜る
1713年5月17日-09:00|日本|  ||正徳3年4月23日|幕府が幕府領の大庄屋･割元惣代を廃止
1713年5月20日 06:00|日本|鹿児島県鹿児島市|正徳3年4月26日|<鹿児島正徳3年の連続火災>鹿児島城下下町の
  今度は下納屋町あたりから出火し､歴々の屋敷多数焼亡､千石馬場筋下手川原までを全焼､天神馬場も全焼､加
  治屋町､甲突川対岸の2か所に延焼し､全てで690余か所が全焼
1713年5月29日-09:00|日本|  ||正徳3年5月6日|<死去>5代大橋宗桂(78歳)将棋棋士/四世名人
1713年6月5日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾌｱﾝ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵﾊﾞｻﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾄﾞﾗｯﾂｧ･ﾃﾍｰﾀﾞ｣(~171701
  23)
1713年6月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ共和国､ﾕﾄﾚﾋﾄ条約に加わる
1713年6月20日-09:00|日本|長野県松本市|正徳3年5月28日|<死去>信濃松本藩7万石｢水野忠直｣(62歳)⇒長男｢水
  野忠周｣が継ぐ(⇒享保3(1718)年10月28日､死去)
1713年6月26日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ﾎﾝﾍﾟｯｼｭ男爵ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ｳﾞｨﾝｾﾝﾄ｣(~1714
  年)
1713年6月26日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞはﾍｯｾﾝ政権下(~17150107)
1713年7月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄﾞ･ｸﾞﾛﾌ･ｺﾙﾆｽ･ｺﾞﾝﾂﾙｼｭｶｲ｣(~17311215没)
1713年7月3日-09:00|日本|東京都|正徳3年閏5月11日|<死去>剣術家･伊庭是水軒(65)心形刀流開祖
1713年7月12日-09:00|日本|福島県伊達市|正徳3年閏5月20日|<死去>陸奥梁川藩3万石｢松平義昌｣(63歳)⇒7月6
  日､五男｢松平義方｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年3月16日､死去)
1713年7月13日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ﾄﾏｽ･ｽﾀﾝｳｨｸｽ陸軍准将｣(~8.7)
1713年7月13日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ条約により､ｽﾍﾟｲﾝがｲｷﾞﾘｽにｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙを割譲
1713年7月14日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ｶｽﾊﾟｰ･ﾍﾙﾏﾝ･ﾌｫﾝ･ﾊｳｽﾏﾝ｣(~17140515)
1713年7月14日-09:00|日本|大阪府豊中市|正徳3年閏5月22日|<交替>摂津麻田藩1万石｢青木重矩｣隠居⇒長男｢青
  木一典｣が継ぐ(⇒享保21(1736)年正月27日､死去)
1713年7月17日-09:00|日本|佐賀県唐津市|正徳3年閏5月25日|<死去>肥前唐津藩7万石｢土井利益｣(64歳)⇒長男｢
  土井利実｣が継ぐ(⇒元文元(1736)年11月26日､死去)
1713年7月18日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Charles Zedenno Stanley｣(~1718年)
1713年7月23日-09:00|日本|新潟県長岡市|正徳3年6月2日|新発田藩領中之島村名主与茂七ほか4人,組中徒党し
  庄屋へ非義を申しかけたとの罪科により,獄門･死刑に処せられる
1713年7月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1713年7月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｶｰﾙ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世の弟(~1728年弟
  のｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世に譲位)
1713年8月7日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｺﾘﾔｰ｣(~17300102死去)
1713年8月21日-09:00|日本|静岡県藤枝市|正徳3年7月|<交替>駿河田中藩35000石｢土岐頼殷｣隠居⇒長男｢土岐頼
  稔｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年8月､上野沼田藩35000石に移封)
1713年8月28日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ司令官｢ｸﾞﾗﾌ･ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾏﾄｳﾞｪｰｴﾋﾞｯﾁ･ｱﾌﾟﾗｸｼﾝ｣(~171
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  7年)
1713年8月28日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞをﾛｼｱが占領(~17210830)
1713年9月 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||秋<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾟﾘﾝ｣(~17150420死去)
1713年9月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ﾋﾞﾑ･ｼﾝ1世｣(~17200619没)
1713年9月8日-09:00|日本|長野県|正徳3年7月19日|<死去>信濃･丹波･摂津国内12000石｢水野忠位｣(59歳)⇒9月1
  6日､婿養子｢水野忠定｣が信濃･丹波国内12000石で継ぐ(⇒享保10(1725)年10月18日､安房国北条藩12000石に移
  封)
1713年9月12日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|正徳3年7月23日|<交替>遠江横須賀藩25000石｢西尾忠成｣隠居⇒
  四男｢西尾忠尚｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年9月1日､5000石加増され3万石)
1713年9月14日-09:00|日本|  ||正徳3年7月25日|<死去>堀内正春(73歳)剣術家/直心影流に堀内流という一派を
  立てて江戸の小石川牛天神下に道場を持った
1713年9月14日-09:00|日本|神奈川県小田原市|正徳3年7月25日|<死去>相模小田原藩主｢大久保忠増｣(58歳)老中
  ⇒六男｢忠方｣が継ぐ
1713年9月15日-09:00|日本|愛知県名古屋市|正徳3年7月26日|<死去>尾張名古屋藩61万9500石｢徳川吉通｣(25歳)
  ⇒長男｢徳川五郎太｣が継ぐ(⇒10月18日､死去)
1713年9月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｷﾞｳｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~17150922)
1713年9月22日-09:00|日本|  ||正徳3年8月3日|<就任>老中｢久世重之｣(~享保5年6月27日)
1713年9月22日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|正徳3年8月3日|<加増立藩>下総多古藩12000石｢松平(久松)勝
  以｣(⇒享保13(1728)年2月14日､死去)
1713年9月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾃﾞｭﾘｳﾞｨｴ｣(2回目~17150718)
1713年10月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Raymond Balthazar de Phelipeaux du Verger｣
1713年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾄﾏｿ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1713年10月9日-09:00|日本|佐賀県小城市|正徳3年8月20日|<死去>鍋島元武.顔と胸の腫瘍のため(52歳)前肥前
  小城藩主
1713年10月11日-09:00|日本|長崎県平戸市|正徳3年8月22日|<死去>松浦棟(68歳)前肥前平戸藩主
1713年10月19日-09:00|日本|京都府京都市|正徳3年9月|<初演>｢江戸櫻都の帰咲｣芳澤あやめ､京都亀屋､榊山四
  郎太郎座
1713年10月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ行政官(ﾘﾝﾌﾞﾙｸ+ﾘｴｰｼﾞｭ総督)｢ｼﾝﾂｪﾝﾄﾞﾙﾌとﾀﾝﾊｳｾﾞﾝ伯爵ﾌｨﾘｯﾌﾟ･
  ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ･ｸﾞﾗｰﾌ｣(2度目~12.14)
1713年10月27日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ公爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(~17140921)
1713年11月6日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ暫定総督｢Georges Robert Cloche de Mont-Saint
  -Remy de La Malmaison｣(~1714年)
1713年11月12日-09:00|日本|神奈川県小田原市|正徳3年9月25日|<死去>相模小田原藩11万3000石｢大久保忠増｣
  ⇒六男｢大久保忠方｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年10月3日､病死)
1713年11月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞｰﾗｰｼﾞｰがﾏﾗｰﾀ王国の宰相となり､以後世襲
1713年11月17日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･van Riebeeck｣
1713年11月17日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Christoffel van Swoll｣(~17181112死
  去)
1713年11月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢ﾊﾞｰﾗｰｼﾞｰ･ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾅｰﾄ｣(~17200402死去)
1713年11月30日-09:00|日本|静岡県掛川市|正徳3年10月13日|<死去>西尾忠成(61歳)前遠江横須賀藩主
1713年12月3日-09:00|日本|滋賀県長浜市|正徳3年10月16日|<死去>近江小室藩12460石｢小堀政房｣(29歳)⇒12月
  9日､弟｢小堀政峯｣(⇒宝暦10年(1760)12月16日死去)
1713年12月4日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ｽﾐｽ｣(
  ~17150630)
1713年12月5日-09:00|日本|愛知県名古屋市|正徳3年10月18日|<死去>尾張名古屋藩61万9500石｢徳川五郎太｣(3
  歳)⇒11月11日､叔父｢徳川継友｣が継ぐ(⇒享保15年11月27日(17310105)､死去)
1713年12月9日-09:00|日本|大分県中津市|正徳3年10月22日|<死去>豊前中津藩4万石｢小笠原長円｣(38歳)⇒長男
  ｢小笠原長ｻﾄ｣が継ぐ(⇒享保元(1716)年9月6日､死去無嗣断絶)
1713年12月12日-09:00|日本|東京都中央区|正徳3年10月25日|<死去>初代中村伝九郎(52歳)歌舞伎役者､座元(中
  村七之助→二代目中村明石→初代中村勘太郎→四代目中村勘三郎→現名)
1713年12月14日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾀﾝﾀﾞｰﾌｪﾙﾄ｣(~1714年)
1713年12月29日-09:00|日本|栃木県さくら市|正徳3年11月12日|<死去>喜連川藩4500石(10万石格)｢喜連川昭氏｣
  (72歳)⇒翌年1月19日､婿養子｢喜連川氏春｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年6月25日､死去)
1714年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｪﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲ ｱ｣(~1715年)
1714年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Amir Iskandar Zulkarnain Saifuddin｣(~1751年)､｢Kaicili Raj
  a Laut｣(~1751年)
1714年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾀﾝﾌｧ･ｼｳﾞｧ･ｼﾝ｣(~1744年没)
1714年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾍﾟﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗｰﾔﾅ｣(~1763年没)
1714年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾝﾀﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾊﾛｼﾞ･ｻｸﾞﾗﾑｼﾞ｣(~1753年没)
1714年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾙﾏ･ﾏﾆｷﾔ2世｣(1回目~1728年)
1714年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙｶﾊﾞｰﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ｶﾞﾝｻﾞﾝﾌｧｰ･ｼﾞｬﾝ｣建国(~1743年没)
1714年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｸﾀｰﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｶﾗﾝｼﾝｼﾞ1世ｺﾞﾊﾟﾙｼﾝｼﾞ｣(~1741年)
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1714年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第24代ﾊﾝ｢Yadigar Khan1世｣
1714年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗｯﾄ国ｶｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ2世･ｶｰﾝ｣(~1716年)
1714年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第25代ﾊﾝ｢ﾊｰｼﾞｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣(~同年)
1714年-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|<即位>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾁｬｸﾄﾞﾙ･ｼﾞｬﾌﾞ｣共同統治(~17220302没)
1714年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｳｽﾏｰﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1715年3月)
1714年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<就任>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国摂政｢ﾓﾅｳﾞｫ･ﾋﾞﾝﾄ･ﾑｳｨﾆｴ･ﾌｧﾆ｣(~1720年頃)
1714年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<再任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢Abdi Pasha｣(1期目~1716年)
1714年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Asci Ibrahim Pasha｣(~12月)
1714年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Topal Yusuf Pasha｣(~1716年)
1714年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣(
  ~1716年)
1714年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｼｬﾙﾙ4世｣兼ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ5世｣(~17401020死去)
1714年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ5世｣(~17401020死去)
1714年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱｳｸﾞｽﾄ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ｱﾝﾄﾝ･ｳﾙﾘﾋの息子(~17310323
  死去)
1714年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ2世｣(~1720年)
1714年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Louis de Melun｣(~17240731死去)
1714年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱで陶器職人の｢職業病｣の認定と概念が成立
1714年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの物理学者ﾌｧｰﾚﾝﾊｲﾄが水銀温度計を考案
1714年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Jean de Sausmarez｣(~1728年)
1714年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ暫定司令官｢ｼﾞｮﾝ･ｻﾞ･ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾄ｣(~1716年)
1714年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢George ﾍｲ｣(~1715年)
1714年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Pieter Born｣(2期目~1719年)
1714年 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ｼﾓﾝ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ｣(~17150728)
1714年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊｰﾄ｣(~1715年)
1714年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾞｽ｣(~1716年)
1714年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||この年､紅茶が初めてｱﾒﾘｶ植民地にもたらされる
1714年1月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Ralph Congreve｣(~17161007)
1714年1月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢William Sharpe｣(~1715年)
1714年1月 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾌﾞﾚﾅｯｸ伯ﾙｲ･ﾄﾞ･ｸｰﾙﾎﾞﾝ｣(~17170111)
1714年1月1日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Abraham de Belleprat｣(~1717年)
1714年1月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>19代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･3代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1714年1月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>20代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･4代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~17491225死去)
1714年1月10日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢chevalier de Bethune｣(~1715年)
1714年1月12日-09:00|日本|岡山県倉敷市|正徳3年11月26日|<死去>岡山新田藩15000石｢池田輝録｣(65歳)⇒翌年
  2月19日､養子｢池田政晴｣が継ぐ(⇒寛延元(1748)年9月11日､45歳で死去)
1714年1月16日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ｷﾞｵﾙｷﾞ4世｣(2回目~1716年)
1714年2月6日 07:00|日本|東京都|正徳3年12月22日|<江戸下谷正徳三年屏風坂下の大火>申の中刻(16時ごろ)､
  下谷屏風坂下､榊原式部大輔屋敷､門前町稲荷の近所から出火､池の端の仁王門から湯島天神前へ延焼､下谷広
  小路､柳原を全焼させ､藤堂和泉守､立花飛騨守､宗対馬守屋敷をなめ尽くして浅草へと延焼/大川(隅田川)を超
  えて本所へ飛び火､回向院前にある材木蔵へと延焼､そこから深川六間堀へと魔手を延ばし､霊巌寺､法禅寺を
  焼け落とし付近の町家から永代橋まで延焼し焼け落とした/そこから日本橋へと延焼､松枝町､馬喰町､小伝馬
  町､大伝馬町､堺町､大坂町､浜町､小舟町､小網町などすべてを灰として子の中刻(午前0時ごろ)鎮火/被害は250
  町ほど､大､小名および武家屋敷1363軒､橋12か所焼失/218人死亡
1714年2月15日-09:00|日本|  ||正徳4年|<刊行>香西成資｢南海治乱記｣全17巻
1714年2月15日-09:00|日本|  ||正徳4年1月|貝原益軒の教義･道徳･教育等の意見を著した｢慎思録｣完成
1714年2月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾅﾗｻﾗｼﾞｬ2世ｳｯﾄﾞﾔｰﾙ｣
1714年2月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅﾗｼﾞｬ1世ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣(~17320305没)
1714年2月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ｳｨﾚﾑ男爵ﾌｧﾝ･ﾜｯｾﾅｰ｣(~17941104)
1714年2月24日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢Edmund Andros卿｣
1714年2月24日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢George Andros｣(~10.20死去)
1714年2月26日-09:00|日本|東京都千代田区|正徳4年1月12日|大奥年寄絵島らの醜聞事件が発生(絵島生島事件)
1714年3月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第26代ﾊﾝ｢ｼｰﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣ｲﾙﾊﾞﾙｽ1世の子孫(~1727.1
  2死去)
1714年3月1日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|正徳4年1月15日|小栗栖檀林所化寮及び本経寺焼失
1714年3月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<再任>ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世ｴﾏﾇｴﾙ｣ﾊﾞｰﾃﾞﾝ条約で地位を回復(~17260226)
1714年3月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>(ｵｰｽﾄﾘｱの直接統治)ﾅﾎﾟﾘ王｢ｶｰﾙ6世｣(~1734年)兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ｶｰ
  ﾙ6世｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世とｴﾚｵﾉｰﾚ･ﾏｸﾞﾀﾞﾚｰﾈ･ﾌｫﾝ･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸの息子(~1720年~17401020死去55歳)
1714年3月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽとｵｰｽﾄﾘｱの間のｽﾍﾟｲﾝ継承戦争が､ﾗｽﾀｯﾄ条約が締結されて終了
1714年3月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾐﾗｰﾉ､ﾉｳﾞｧｰﾗ､ﾏﾝﾄｳﾞｧ､ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ､ﾗｼｭﾀｯﾄ条約によりｵｰｽﾄﾘｱに帰属
1714年3月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾗｼｭﾀｯﾄの和約でﾄﾞｲﾂ諸邦がﾕﾄﾚﾋﾄ条約を追認
1714年3月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ﾄｩﾙﾝとｳﾞｧﾙｻｯｼｰﾅ伯爵ﾌﾗﾝﾂ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(~17160131)
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1714年3月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｶﾝﾀｺｼﾞｰﾉ｣(~17160109没)
1714年3月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱﾝﾄﾝ･ｳﾙﾘﾋ｣
1714年3月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱｳｸﾞｽﾄ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ｱﾝﾄﾝ･ｳﾙﾘﾋの息子(~17
  310323死去)
1714年3月28日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾓｰﾘｯﾂ･ﾊﾟｽｸ･ﾄﾞ･
  ｼｬｳﾞｫﾝﾇ｣(~17240908)
1714年3月28日-09:00|日本|滋賀県彦根市|正徳4年2月13日|<拝領>近江彦根新田藩1万石｢井伊直定｣宗家彦根藩
  より(~享保19(1734)年10月8日､宗藩彦根藩の養嗣子となる)
1714年3月28日-09:00|日本|東京都千代田区|正徳4年2月13日|<解任>大老｢井伊直該(直興改め)｣
1714年3月28日-09:00|日本|奈良県桜井市|正徳4年2月13日|<交替>大和戒重藩1万石｢織田長清｣隠居⇒三男｢織田
  長弘｣が継ぐ(⇒同年7月19日､死去)
1714年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1714年4月4日-09:00|日本|千葉県館山市|正徳4年2月20日|<死去>屋代忠位(68歳)元安房北条藩主
1714年4月7日-09:00|日本|京都府福知山市|正徳4年2月23日|<死去>朽木稙昌(72歳)前丹波福知山藩主
1714年4月7日-09:00|日本|滋賀県彦根市|正徳4年2月23日|<交替>近江彦根藩30万石｢井伊直興(直該)｣隠居⇒13
  男｢井伊直惟｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年5月9日､隠居)
1714年4月10日-09:00|日本|岐阜県中津川市|正徳4年2月26日|<死去>遠山友春(54歳)前美濃苗木藩主
1714年4月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国総合官房秘書官｢Manuel de Vadillo y Velasco｣(~17141130
  )
1714年4月15日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾛﾁｬ･ｲ･ﾗﾊ
  ﾞﾙｾｽ｣(~1715年)
1714年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｹﾞｲﾝｽﾞﾊﾞﾗ伯｢ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾉｴﾙ｣
1714年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｹﾞｲﾝｽﾞﾊﾞﾗ伯｢ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾉｴﾙ｣(~17510321死去)
1714年4月17日-09:00|日本|滋賀県大津市|正徳4年3月4日|<交替>近江膳所藩6万石｢本多康慶｣隠居⇒長男｢本多
  康命｣が継ぐ(⇒享保4年11月30日(17200109)死去)
1714年4月20日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｰｱﾝ社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾌﾞﾘｭｴ｣(~17181215)
1714年4月24日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･Sharpe｣(2期目~171
  50512)
1714年4月24日-09:00|日本|福井県吉田郡永平寺町|正徳4年3月11日|永平寺庫裏から出火,寺中残らず焼失
1714年4月25日-09:00|日本|長野県伊那市|正徳4年3月12日|絵島､月光院の嘆願により罪を減ぜられて信州高遠
  送りとされる
1714年4月28日-09:00|日本|長野県|正徳4年3月15日|信州で大地震/松本が特に激震/潰家33､死者57人/上州堺津
  で津波あり
1714年4月29日-09:00|日本|  ||正徳4年3月16日|寺社境内での猿楽､説教､雑劇､偶人戯など､華美にながれる故
  に一切禁止
1714年5月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｼﾞｮﾙｼﾞ7世｣(4回目~1720年3月)
1714年5月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼｬﾙﾙ｣
1714年5月15日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌﾘﾍﾚ･ｸﾗｯｸﾞ･ﾃｨﾙ･ｽﾃﾝｽﾊﾞﾚｶﾞｰﾄﾞ｣(副総督~1
  722年)
1714年5月19日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｱﾙｾ･ｲ･ｿﾘｱ｣(~10.2)
1714年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ｣
1714年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ=ｽｷｭｰﾀﾞﾓｱ｣先代の子(~17450224死去)
1714年5月29日-09:00|日本|長野県伊那市|正徳4年4月16日|<死去>信濃高遠藩33000石｢内藤清枚｣(70歳)⇒長男｢
  内藤頼卿｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年2月27日､死去)
1714年6月1日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｹｯﾍﾟﾙ男爵ﾖﾊﾝ･ﾗﾎﾞ｣(~1715年)
1714年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ﾑｰｱ｣
1714年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾑｰｱ｣(~17270529死去)
1714年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1714/5/28|<死去>ｲｷﾞﾘｽ王ｼﾞｮｰｼﾞ1世の母ｿﾌｨｱ/83歳(誕生16301014)
1714年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>J.S.ﾊﾞｯﾊ《ｶﾝﾀｰﾀ第21番｢わが心には憂い多かりき｣》
1714年6月11日-09:00|日本|宮崎県日南市|正徳4年4月29日|<交替>日向飫肥藩51000石｢伊東祐実｣隠居⇒甥｢伊東
  祐永｣が継ぐ(⇒元文4(1739)年正月14日､51歳で死去)
1714年6月13日-09:00|日本|  ||正徳4年5月2日|<死去>怡渓宗悦(71歳)臨済宗の僧､茶人
1714年6月24日-09:00|日本|  ||正徳4年5月13日|幕府が荻原重秀と結託して不正利益を得ていた銀座年寄深江
  庄左衛門,中村内蔵助ら10名を遠流･追放とする
1714年6月24日-09:00|日本|  ||正徳4年5月13日|幕府が､新金貨の鋳造を停止
1714年6月26日-09:00|日本|  ||正徳4年5月15日|幕府が金銀を慶長金銀と同質同量に改鋳し,新旧金銀の交換ﾚｰ
  ﾄを定める(正徳の改銀)
1714年6月28日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ﾏｼｭｰ･ﾊﾞｾﾞｯﾄ｣(~7.8)
1714年7月8日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｱｲｻﾞｯｸ･ﾊﾟｲｸ｣(1期目~17190614)
1714年7月11日-09:00|日本|佐賀県小城市|正徳4年5月30日|<死去>肥前小城藩73000石｢鍋島元延｣(20歳)⇒養子｢
  鍋島直英｣が継ぐ(⇒延享元(1744)年9月12日､死去)
1714年7月12日-09:00|日本|  ||正徳4年6月|貝原益軒の朱子学批判書｢大疑録｣完成



1720迄(1598件)

1714年7月13日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｪﾙﾃﾞ伯爵､ｱﾝｹﾞﾊ侯爵ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾝ
  ﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾉﾛﾆｰ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ･ｴ･ｽｰｻﾞ｣(~17180821)
1714年7月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|正徳4年6月3日|<死去>初代米沢彦八(不明)落語家
1714年7月24日-09:00|日本|東京都|正徳4年6月13日|<死去>奈良屋勝豊(53歳)江戸の材木商､4代目奈良屋茂左衛
  門
1714年7月28日-09:00|日本|福井県勝山市|正徳4年6月17日|<死去>小笠原貞信(84歳)前越前勝山藩主
1714年7月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国高等財務卿｢ｼｭｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ公ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(~10.11
  )Whg
1714年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･ｺｰﾝｳｫｰﾙ公･22代ｷｬﾘｯｸ伯｢ｼﾞｮｰ
  ｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ公(~17270622ｼﾞｮｰｼﾞ2世として即位)
1714年8月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｬﾝﾌﾞｰｼﾞ2世｣(~17601220没)
1714年8月3日-09:00|日本|滋賀県高島市|正徳4年6月23日|<交替>近江大溝藩2万石｢分部信政｣隠居)⇒三男｢分部
  光忠｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年3月14日､死去)
1714年8月7日-02:00|ﾊﾞﾙﾄ海/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||<ﾊﾝｹﾞの海戦>ﾊﾞﾙﾄ海でﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ国海軍がｽｳｪｰﾃﾞﾝ海軍を破る.大
  北方戦争終結へ
1714年8月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾍﾙｺﾞﾗﾝﾄはﾃﾞﾝﾏｰｸの一部(ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公国の王室の一部)
1714年8月8日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ｵｰﾗﾝﾄﾞ諸島を(ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ全土とともに)ﾛｼｱが占領(~17210910)
1714年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦8月1日|<死去>ｲｷﾞﾘｽ女王｢ｱﾝ｣49歳(誕生16650206)
1714年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦8月1日|<即位>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世｣(~17270622死去)
1714年8月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾛﾏｰﾃｨ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ｣
1714年8月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾛﾏｰﾃｨ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ｣(~17310210死去)
1714年8月17日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|正徳4年7月8日|<死去>上野小幡藩2万石｢織田信久｣(72歳)⇒8
  月23日､三男｢織田信就｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年6月10日死去)
1714年8月22日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ｻﾅｲ･ﾐﾝ｣
1714年8月22日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾀﾆﾝｶﾞﾝｳｪｲ･ﾐﾝ｣(~17331114没)
1714年8月23日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Charles de Brunier｣(~1723年)
1714年8月27日-09:00|日本|和歌山県新宮市|正徳4年7月18日|<交替>紀伊新宮藩35000石(紀州藩附家老)｢水野重
  期｣隠居⇒養子｢水野忠昭｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年10月25日死去)
1714年8月28日-09:00|日本|奈良県桜井市|正徳4年7月19日|<死去>大和戒重藩1万石｢織田長弘｣(19歳)⇒9月23日
  ､弟｢織田長亮｣が継ぐ(⇒享保18(1733)年6月7日､死去)
1714年9月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｱﾌﾞﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1716年)
1714年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾞｰﾃﾞﾝの和約で神聖ﾛｰﾏ帝国がﾕﾄﾚﾋﾄ条約を追認
1714年9月7日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|正徳4年7月29日|<交替>但馬豊岡藩33000石｢京極高住｣隠居⇒長男｢京
  極高栄｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年6月13日､死去)
1714年9月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｪﾘﾍﾟ5世の軍隊がﾊﾞﾙｾﾛﾅを占領
1714年9月17日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｼﾒｵ･ﾄﾞ･ｷﾞﾝﾀﾞ･ｲ･ｱﾍﾟｯﾃｷﾞ｣(~17370827)
1714年9月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Patricio Gomez de la Hoz｣(~17150401死去)
1714年9月21日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ｳｨﾘｱﾑ･ｷﾝｸﾞ/ﾁｭｱﾑ大司教ｼ
  ﾞｮﾝ･ｳﾞｪｼｰ/ｷﾙﾃﾞｱ伯爵ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~17151101)
1714年9月22日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Antonio Marcelino Ascanio y Tovar +
   Juan Luis Arias Altamirano y Quijano｣(~17150101)
1714年9月22日-09:00|日本|埼玉県川越市|正徳4年8月14日|<死去>武蔵川越6万石(老中)｢秋元喬知｣(66歳)⇒9月
  29日､次男｢秋元喬房｣が継ぐ(⇒元文3(1738)年9月5日､死去)
1714年10月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｲｴｾ｣(1回目~1716年6月)
1714年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾛﾘ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌﾗﾝﾁｰﾆ｣
1714年10月2日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾊﾟﾌﾞﾛ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｱﾄﾞﾗ｣(~12.14)
1714年10月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣(ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞには行
  かなかった~17170213)
1714年10月5日-09:00|日本|福岡県福岡市|正徳4年8月27日|<死去>貝原益軒(85歳､寛永7(1630)1114生)本草学者
  ､儒学者
1714年10月7日-09:00|日本|  ||正徳4年8月29日|幕府が吉原通いの高速船猪牙船を禁じる
1714年10月7日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|正徳4年8月29日|<死去>武蔵岩槻藩33000石｢永井尚平｣(18
  歳)⇒弟｢永井直陳｣が継ぐ(⇒宝暦6(1756)年5月21日､美濃加納藩に移封)
1714年10月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ伯｢ﾙｲｽ･ﾜﾄｿﾝ｣(~17240319死去)
1714年10月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国庫財務実行主席弁務官｢ﾊﾘﾌｧｯｸｽ男爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾝ
  ﾀｷﾞｭｰ｣(2期目~17150519)Whg
1714年10月14日-09:00|日本|京都府京都市|正徳4年9月6日|<就任>京都所司代｢水野忠之｣(⇒1717(享保2年9月27
  日))
1714年10月14日-09:00|日本|東京都千代田区|正徳4年9月6日|<就任>老中｢戸田忠真｣(~享保14年10月29日)､｢松
  平信庸｣(~享保1年3月5日)
1714年10月15日-09:00|日本|東京都台東区|正徳4年9月7日|浅草に鋳銭場を置く
1714年10月18日-09:00|日本|大阪府大阪市|正徳4年9月10日|<死去>竹本義太夫(64歳)浄瑠璃太夫､義太夫節創始
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  者
1714年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽﾞ｣(⇒17190429初代ｼｬﾝﾄﾞｽ公･初代ｶ
  ｰﾅｰｳﾞｫﾝ侯~17440809死去)
1714年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾚｱ伯｢ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ=ﾎｰﾙｽﾞ｣ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾙｽﾞの甥(⇒17150811兼初代ﾆｭｰｶｯ
  ｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公･初代ｸﾚｱ侯⇒17561117兼初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公~17681117死去ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公爵位消滅
  )
1714年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣(~17220521死去)
1714年10月20日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢George Andros｣
1714年10月20日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢Anne Andros｣(~1721年死去)､｢Jo
  hn Le Mesurier1世｣(~1722年死去)
1714年10月25日-09:00|日本|徳島県徳島市|正徳4年9月17日|<死去>阿波富田藩5万石｢蜂須賀隆長｣(41歳)⇒11月
  16日､養子｢蜂須賀正員｣が継ぐ(享保10(1725)年7月4日､宗家徳島藩の世子となり､所領は徳島藩に返上)
1714年10月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ公･ﾊﾞﾙｾﾛｽ公･ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候･ﾊﾞﾙｾﾛｽ伯･ｵｳﾚﾑ伯･
  ｱﾗｲｵﾛｽ伯･ﾈｲｳﾞｧ伯｢ﾍﾟﾄﾞﾛ｣
1714年10月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ公･ﾊﾞﾙｾﾛｽ公･ｳﾞｨﾗ=ｳﾞｨｿｰｻﾞ候･ﾊﾞﾙｾﾛｽ伯･ｵｳﾚﾑ伯･
  ｱﾗｲｵﾛｽ伯･ﾈｲｳﾞｧ伯｢Jose｣ｼﾞｮﾝ5世国王の次男(~17500731ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪ王~17770224死去)
1714年11月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢徐宗泰｣(~17161010)
1714年11月17日-09:00|日本|  ||正徳4年10月11日|<死去>野本道玄(60歳)茶人
1714年11月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国総合官房秘書官Jose de Grimaldo y Gutierrez de Solorz
  ano(~17240114)
1714年12月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ﾀﾞﾏﾄﾞ･ﾇﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1715年5月)
1714年12月4日-09:00|日本|  ||正徳4年10月28日|幕府が公家衆法度4ｶ条を出す
1714年12月5日-09:00|日本|岡山県岡山市|正徳4年10月29日|<死去>備前岡山藩31万5千石｢池田綱政｣(77歳)⇒四
  男｢池田継政｣が継ぐ(⇒宝暦2(1752)年12月6日､隠居)
1714年12月8日-09:00|日本|山梨県甲府市|正徳4年11月2日|<死去>柳沢吉保(57歳)前甲斐甲府藩主､元老中格･大
  老格
1714年12月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺがｳﾞｪﾈﾂｨｱに宣戦布告
1714年12月14日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ暫定総督｢ﾎｾ･ﾍﾞﾙﾑﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~17150523)
1714年12月18日-09:00|日本|熊本県|正徳4年11月12日|<死去>細川綱利(72歳)前肥後熊本藩主
1714年12月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ｢ｻﾝ=ｼﾞｪﾙﾏﾝ市場｣(6区)の｢劇場｣に劇団｢ｵﾍﾟﾗ=ｺﾐｯｸ座｣ができる
1715年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ暫定知事｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞｽ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(~1718年)
1715年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob Bottendorp｣(~1720年)
1715年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Kie Nasiruddin｣(~1732年)
1715年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾘﾃﾞｨﾅﾗｼﾏﾏﾗ｣(~1716年6月没)
1715年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾏﾊﾗｵ)｢ｺﾞﾀﾞｼﾞ1世｣(~1719年没)
1715年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾗｼﾞｬ)｢ﾔﾄﾞｩﾅｰﾄ･ｼｬｰ｣(~1724年)
1715年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞﾛﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｶﾛｼﾞ2世ｼﾞｭﾉｼﾞ｣(~1716年没)
1715年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ｼﾞﾂｨﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｺﾞﾏﾙｼﾝｼﾞ･ｼﾞﾂｨﾝｼﾞ｣(~1754
  年没)
1715年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ｢ﾀｳｹ｣
1715年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ｶｲﾌﾟ･ｶｰﾝ｣(~1718年没)
1715年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公｢ﾍﾞｻﾞﾝ｣(~1728年没)
1715年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がﾓｰﾘｼｬｽを領有し､交易拠点を建設
1715年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾞｸﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑｰｻ｣(~1728年頃)
1715年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Divrikli Abdullah Pasha｣(~同年)⇒｢Koca Mustafa
   Pasha｣(~1716年)
1715年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾏﾆのｵｽﾏﾝ帝国支配が復活
1715年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Francisco Fernandez de Ribadeo｣(1期目~1719年)
1715年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｻﾘ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~17160113)
1715年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｸﾞﾚﾝﾂｨﾝｸﾞ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾄﾗｽﾍﾞﾙｸ｣(~1719年)
1715年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾏﾝﾀﾞﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾞｶﾙ･ｱｼﾞ｣建国(~1737年)
1715年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ支配者(ｴﾘﾏﾝ)｢ﾄｩﾏｰﾈ･ﾌﾞﾌﾞ･ﾏｰﾘｸ･ｼ｣(~?)
1715年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾟﾗｲｱ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Luis Antonio de Basto Baharem｣(~1749年)
1715年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ暫定知事｢Pierre de Morthon｣(~17160907)
1715年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ副総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｲｱﾑ｣(~17411204没)
1715年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｼｭｰｽﾞ･ｼﾞｭﾆｱ｣(~173
  3年)
1715年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢ﾄｰﾏｽ･Talmash｣(~1722年)
1715年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||史上最大の財宝船団,ﾊﾊﾞﾅを出港した後暴風雨に遭遇.2千5百人の団員のうち千名が
  死亡
1715年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊｰﾄ｣(~1720年)
1715年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾎｾ･ﾛﾃﾞｽﾞﾉ｣(~1717年)
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1715年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｵﾔﾅﾙﾃ｣
  (~1716年没)
1715年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ女伯｢ｸﾞﾚｲｽ･ｶｰﾄﾚｯﾄ｣(~17441018死去)
1715年1月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Francisco Felipe Mijares de Solorzan
  o y Tovar + Juan Julian de Ibarra y Herrera｣(~1.13)
1715年1月4日-09:00|日本|  ||正徳4年11月29日|幕府が参勤交代で東海道を通るべき諸大名の中山道通行を禁
  じ､中山道通行の大名は金沢･高田など30藩とする
1715年1月5日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ﾊﾞｰﾄﾗﾑ･ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾜｯﾊﾃﾝﾄﾞﾝｸ｣(~171
  61204)
1715年1月7日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｶｰﾙ4世｣(ｵｰｽﾄﾘｱ王ｶｰﾙ3世~17401020没)
1715年1月8日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ｼﾝﾂｪﾝﾄﾞﾙﾌとﾀﾝﾊｳｾﾞﾝ伯爵ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~17420208没)
1715年1月13日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ暫定総督｢Alberto de Bertodano y Navarra｣
  (~17160704)
1715年1月23日-09:00|日本|滋賀県高島市|正徳4年12月18日|<死去>分部信政(63歳)前近江大溝藩主
1715年1月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1715年1月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣3代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公(~17781022死去)
1715年1月27日-09:00|日本|千葉県富津市|正徳4年12月22日|<死去>上総飯野藩2万石｢保科正賢｣(50歳)⇒翌年2
  月16日､長男｢保科正殷｣が継ぐ(⇒享保3(1718)年11月22日､隠居)
1715年2月4日-09:00|日本|  ||正徳5年|<刊行>江島其磧の浮世草子｢世間子息気質｣(気質物の初め)
1715年2月4日-09:00|日本|  ||正徳5年|<完成>新井白石｢西洋紀聞｣
1715年2月4日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｳﾙｽｱ｣
1715年2月4日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢Jose de Torralba Rios｣(~17170809)
1715年2月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督代理｢総督評議会｣(~3.21)
1715年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで潜水服が特許を取得ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾍﾞｯｶｰが取得し､ｴﾑｽﾞ川で披露した
1715年2月14日-09:00|日本|  ||正徳5年1月11日|海舶互市新例公布/金銀の流出防止と輸出入のﾊﾞﾗﾝｽを計る
1715年2月20日-09:00|日本|大阪府高槻市|正徳5年1月17日|<死去>摂津高槻藩36000石｢永井直英｣(21歳)⇒従弟｢
  永井直期｣が継ぐ(⇒延享5(1748)年1月16日､隠居)
1715年2月27日-09:00|日本|広島県竹原市|正徳5年1月24日|賀茂郡下市村新町･榎町火事(焼家数115軒,竈数95軒
  )
1715年3月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ﾗｼﾞｬﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1716年)
1715年3月1日-09:00|日本|兵庫県姫路市|正徳5年1月26日|<死去>播磨林田藩1万石｢建部政宇｣6(69歳)⇒次男｢建
  部政周｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年9月23日､隠居)
1715年3月2日-09:00|日本|広島県福山市|正徳5年1月27日|<死去>備後福山藩10万石｢阿部正邦｣(58歳)⇒3月12日
  ､四男｢阿部正福｣が継ぐ(⇒寛延元(1748)年11月19日､隠居)
1715年3月5日-09:00|日本|  ||正徳5年1月30日|幕府が三笠付を賭博行為として禁止(9月19日諸国に禁止を通達
  )
1715年3月16日-09:00|日本|  ||正徳5年2月中旬|新井白石が｢西洋紀聞｣を著す
1715年3月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣(~11.9)
1715年4月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Patricio Gomez de la Hoz｣
1715年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟｵﾛ･ｳﾞｧﾛｰﾆ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｻﾞﾝﾋﾟｰﾆ｣
1715年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｳｫｰﾄﾝ侯･第2代ﾏｰﾑｽﾞﾍﾞﾘｰ侯･第2代ｷｬｻﾞｰﾛｰ侯･第2代ﾗｽﾌｧｰﾅﾑ伯｢ﾌｨﾘｯ
  ﾌﾟ･ｳｫｰﾄﾝ｣(~17290403剥奪)
1715年4月12日-09:00|日本|  ||正徳5年3月9日|<死去>森田久右衛門(75歳)陶工
1715年4月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾛﾗｲﾅ辺境で､ﾔﾏｼｰ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝの戦争が勃発
1715年4月20日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾟﾘﾝ｣
1715年4月29日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾍﾟﾚｲﾗ ｶﾘｪｲﾛｽ･ｴ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ｣(~6.20)
1715年5月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ﾃﾞｨｽﾞﾀﾞｰﾙ｣(~1716年7月)
1715年5月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｻﾝﾁｬｺﾞの騎士ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｺﾝｽﾀ
  ﾝｿﾞ･ｲ･ﾗﾐﾚｽ｣(~17240716没)
1715年5月12日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Lowther｣(2期目~172007
  13)
1715年5月14日-09:00|日本|静岡県牧之原市|正徳5年4月12日|<死去>遠江国相良藩15000石｢本多忠晴｣(75歳)⇒
  嫡孫｢本多忠通｣が継ぐ(⇒享保6(1721)年7月2日､17歳で死去)
1715年5月15日-09:00|日本|山口県下松市|正徳5年4月13日|<改易>周防徳山藩45000石｢毛利元次｣宗家領民と争
  乱/宗家に吸収
1715年5月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾘﾌｧｯｸｽ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1715年5月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ暫定総督｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾛｽ｣(~17170617)
1715年5月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国庫財務実行主席弁務官｢ｶｰﾗｲﾙ伯ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣W
  hg(2期目~10.10)
1715年5月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《歌劇｢ｺﾞｰﾙのｱﾏﾃﾞｨｰｼﾞ｣》
1715年6月2日-09:00|日本|大阪府大阪市|正徳5年5月|<初演>近松門左衛門｢生玉心中｣<嘉平次おさか>大阪竹本
  座
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1715年6月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ軍､ﾓｰﾃｨﾈに上陸｡ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾋﾞ戦わずして降伏
1715年6月8日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾃｨﾉｽがｵｽﾏﾝ帝国に占領される
1715年6月13日-09:00|日本|  ||正徳5年5月12日|<死去>5代杵屋喜三郎(67歳)長唄三味線方
1715年6月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾘﾌｧｯｸｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~17390509死去)
1715年6月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ軍､ﾓﾚｱに入る
1715年6月20日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢商工会議所上院｣(~17160406)
1715年6月24日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Bartolomeu da Costa Ponte｣(
  ~1716年)
1715年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝの4つのﾛｯｼﾞが居酒屋に集り､ﾌﾘｰﾒｲｿﾝのｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾛｯｼﾞを結成する(近代ﾌﾘ
  ｰﾒｲｿﾝの始り)
1715年6月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao de Saldanha da Gama｣(~17181005)
1715年6月30日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｼｭｰ･
  ｼﾞｭﾆｱ｣(1回目~17160207)
1715年7月3日-09:00|日本|熊本県熊本市|正徳5年6月3日|<死去>熊本新田藩35000石｢細川利昌｣(44歳)⇒次男｢細
  川利恭｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年3月7日､隠居)
1715年7月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾅｳﾌﾟﾘｱの包囲｡9日間抗戦
1715年7月11日-09:00|日本|  ||正徳5年6月11日|<死去>鳥山芝軒(61歳)漢詩人
1715年7月14日-09:00|日本|  ||正徳5年6月14日|<死去>生田検校(邦楽)(60歳､1656年生)生田流箏曲の租
1715年7月14日-09:00|日本|三重県津市|正徳5年6月14日|<死去>伊勢久居藩53000石｢藤堂高堅｣(66歳)⇒長男｢藤
  堂高陳｣が継ぐ(⇒享保8(1723)年9月13日､隠居)
1715年7月18日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾅｳﾌﾟﾘｵﾝがｵｽﾏﾝ帝国に降伏
1715年7月19日-09:00|日本|山口県岩国市|正徳5年6月19日|<死去>周防岩国藩6万石｢吉川広逵｣⇒7月23日､長男｢
  吉川経永｣が継ぐ(⇒明和元(1764)年10月13日､死去)
1715年7月24日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Didrik Marcussen｣(~1723年
  死去)
1715年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾃｨ｣初代ﾘﾝｼﾞｰ候(~17230726死去)
1715年7月28日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｱﾝｿﾆｰ･ﾄﾞ･ﾚｲﾝｳﾞ
  ｧﾙ｣(2回目~17160122)
1715年7月28日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾗﾗｲﾝ･ｲ･ﾋﾞｸ
  ｰﾆｬ｣(1回目~17181103)
1715年7月29日-09:00|日本|滋賀県長浜市|正徳5年6月29日|<交替>近江宮川藩1万石｢堀田正休｣隠居⇒三男｢堀田
  正朝｣が継ぐ(⇒享保4(1719)年8月20日､死去)
1715年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｷﾞﾖｰﾑ･ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾃﾞﾍﾞｰﾙ｣(2度目~1718年8月)
1715年8月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王｢Henry de Martel de Chausson｣(~1717.6)
1715年8月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ一部再開(ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟに従属~20070709)
1715年8月3日-09:00|日本|  ||正徳5年7月5日|幕府が御用達商人の賄賂･請託禁止を諸国に通達
1715年8月4日-09:00|日本|京都府京都市|正徳5年7月6日|<死去>稲生若水(61歳)医学者､本草学者､儒学者
1715年8月7日-09:00|日本|愛媛県大洲市|正徳5年7月9日|<死去>伊予大洲藩5万石｢加藤泰恒｣痢病のため(59歳)
  ⇒次男｢加藤泰統｣が継ぐ(⇒享保12(1727)年6月24日､死去)
1715年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公･初代ｸﾚｱ侯｢ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ=ﾎｰﾙｽﾞ｣(⇒17561117兼
  初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公~17681117死去ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公爵位消滅)
1715年8月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｶﾗﾏﾀ湾の戦いでﾄﾙｺ軍逃走
1715年8月13日-09:00|日本|静岡県掛川市|正徳5年7月15日|<死去>井伊直朝(36歳)元遠江掛川藩主
1715年8月16日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾚｱ城がｵｽﾏﾝ帝国により陥落
1715年8月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾙｸﾞﾗｰﾄﾞの戦い/ｵｲｹﾞﾝ公率いるｵｰｽﾄﾘｱ軍が､ﾍﾞﾙｸﾞﾗｰﾄﾞ(ﾍﾞｵｸﾞﾗｰﾄﾞ
  )で再びｵｽﾏﾝ軍を破り同地を奪取
1715年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾄﾞﾝ､突然の陥落
1715年8月17日-09:00|日本|秋田県秋田市|正徳5年7月19日|<死去>出羽久保田藩205800石｢佐竹義格｣(22歳)⇒9
  月12日､養子｢佐竹義峯｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年8月10日､60歳で死去)
1715年8月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ宰相ｱﾙﾍﾞﾛｰﾆが､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬを占領
1715年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1715/8/11|ﾛﾝﾄﾞﾝのﾃﾑｽﾞ川で､ﾍﾝﾃﾞﾙの｢水上の音楽｣組曲第1番が演奏さ
  れる
1715年8月25日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|正徳5年7月27日|<交替>播磨三日月藩15000石｢森長俊｣隠居⇒
  長男｢森長記｣が継ぐ(⇒元文4(1739)年6月26日､隠居)
1715年8月31日-09:00|日本|岐阜県海津市|正徳5年8月3日|<死去>美濃高須藩3万石｢松平義行｣(60歳)⇒甥｢松平
  義孝｣が継ぐ(⇒享保17年5月21日(17320613)､死去)
1715年9月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王｢ﾙｲ14世｣76歳(誕生16380905)
1715年9月1日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ15世｣(~1774年)
1715年9月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王｢ﾙｲ15世最愛王｣ﾙｲ14世の曾孫(~17740510)｢ﾁｭｲﾙﾘｰ宮｣(1区)を使
  用(約7年間)
1715年9月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽでｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄの反乱がおこる
1715年9月7日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾏﾙｳﾞｧｼｱがｵｽﾏﾝ帝国に降伏
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1715年9月7日-09:00|日本|  ||正徳5年8月10日|<死去>初代古満休伯(不明)蒔絵師
1715年9月7日-09:00|日本|大分県杵築市|正徳5年8月10日|<死去>豊後杵築藩32000石｢松平重休｣(25歳)⇒甥｢松
  平親純｣が継ぐ(⇒元文4(1739)年2月16日､37歳で死去)
1715年9月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢ｶｰﾃﾞｨﾅﾙ･ｼﾞﾛｳﾑ･ﾄﾞｩﾎﾞｲｽ｣(~17230810死去)
1715年9月14日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱの要塞ｽﾀﾞが陥落､ｵｽﾏﾝ帝国に降伏
1715年9月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾊﾟﾚ･ﾛﾜｲﾔﾙ｣(1区)に住む｢ｵﾙﾚｱﾝ公｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世(故ﾙｲ14世の甥)を｢摂政｣とする
1715年9月15日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｻﾝﾀﾌｪ大審問院｣(~17170423
  )
1715年9月23日-09:00|日本|  ||正徳5年8月26日|<死去>森川許六(60歳)俳人
1715年9月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｾﾝﾄｩﾘｵｰﾈ｣(~17170926)
1715年9月27日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾍﾞﾈｯﾄ大佐｣(2期目~1
  722年)
1715年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ｴﾈｱ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣
1715年10月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱの要塞ｽﾋﾟﾅﾛﾝｶﾞが陥落､ｵｽﾏﾝ帝国に降伏
1715年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国庫財務実行主席弁務官｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(1期目
  ~17170609)Whg
1715年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ｣
1715年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~17240309死去)
1715年10月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢Meinrad2世｣
1715年10月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢Joseph Friedrich Ernst｣(~17691208死去)
1715年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾚﾝﾅｰﾄﾞ｣
1715年11月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾎｰﾀｷｰ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾐｰﾙﾜｲｽ･ﾎﾀｰｸ｣
1715年11月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾎｰﾀｷｰ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾀﾞﾙ･ｱｼﾞｽﾞ･ﾎﾀｰｸ｣(~1717年殺害される)
1715年11月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督代理｢Pedro Sanson｣(~1716年)
1715年11月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ/ｺﾞｰﾙｳｪｲ伯
  爵ｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ﾄﾞﾏｽ｣(~17170320)
1715年11月1日-09:00|日本|東京都|正徳5年10月6日|<死去>渋川春海(77歳､1639年生)天文方､囲碁棋士､神道家/
  貞享暦の作成
1715年11月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃｲﾗｰ｣(~17161005
  )
1715年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｲｱﾝ｣戦死
1715年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾗｲｱﾝ｣先代の弟(~17280511死去)
1715年11月26日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|正徳5年11月|<創業>芦之湯･きのくにや旅館
1715年11月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|正徳5年11月1日|<初演>近松門左衛門｢国性爺合戦｣竹本座
1715年11月26日-09:00|日本|東京都|正徳5年11月1日|<死去>初代片岡仁左衛門(60歳)歌舞伎役者
1715年11月29日-09:00|日本|福岡県朝倉市|正徳5年11月4日|<死去>筑前秋月藩5万石｢黒田長軌｣(30歳)⇒12月15
  日､養子｢黒田長貞｣が継ぐ(⇒宝暦4(1754)年9月10日､死去)
1715年12月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督代理｢Felix Martinez de Torrelaguna｣(~17
  16年)
1715年12月4日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Henri de Justamond｣(~17180214)
1715年12月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｶｰﾙ･ﾖｰｾﾞﾌ｣
1715年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1715年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ﾓｰﾄﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~17300122死去)
1715年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯･2代ﾌｫｰﾌｧｰ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1715年12月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍｲ｣
1715年12月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲ｣(~17621209死去)
1715年12月23日-09:00|日本|長野県飯田市|正徳5年11月28日|<死去>信濃飯田藩2万石｢堀親賢｣中風のため(32歳
  )⇒長男｢堀親庸｣が継ぐ(⇒享保13年7月12日(17280817)､死去)
1715年12月26日-09:00|日本|  ||正徳5年12月|幕府が武家地に地借･店借を置くことを禁じる
1716年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ﾊﾋﾞﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣
1716年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢Theophilus Shyllinge｣(~1717年)
1716年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾏﾙ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ﾊﾋﾞﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣(~172
  1年没)
1716年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾌﾞﾝﾀﾞﾝ･ﾊﾞﾀﾞﾝ｣(~1720年)
1716年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨﾊﾟﾃｨ･ｼｬｰ｣
1716年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾗ･ﾌﾞﾊﾟﾙ･ｼｬｰ｣(~17430403没)
1716年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾄﾞﾘｱﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｯｼｬｰ｣(~1719年)
1716年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾙﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾘﾌﾟ･ｼｬｰ｣(~1717年没)
1716年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞﾛﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｳﾞｧｰｼﾞ･ｼﾞｭﾉｼﾞ｣(~1760年)
1716年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾗﾙﾊﾞﾑｼﾞ｣(~1739年没)
1716年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾝﾀﾞ率いるｼｸ教との反乱が鎮圧され､ﾊﾞﾝﾀﾞは虐殺される
1716年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗｯﾄ国ｶｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ｶｰﾝ｣(~1734年)



1720迄(1598件)

1716年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾗｰﾄのｱﾌｶﾞﾝ族がｲﾗﾝから独立
1716年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ｶｲﾎｽﾛｰ3世｣⇒｢ｷﾞｵﾙｷﾞ4世｣(3回~1726年)
1716年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1720年6月)
1716年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<再任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢Dellak Ali Pasha｣(2期目~1720年)
1716年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Maktulzade Ali Pasha｣(~同年)
1716年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Nevsehirli Damad Ibrahim Pasha｣(~同年)⇒｢Kapu
  dan Ibrahim Pasha｣(~1717年)
1716年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｱｸﾞﾎﾞﾑのﾌｫﾝ王国国王｢ｱｶﾊﾞ･ｳｨﾍﾞｶﾞ｣
1716年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ﾚﾝﾊﾞ･ﾑﾌﾞﾗ王国国王｢ﾖﾊﾈ2世｣
1716年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ｵｲｹﾞﾝ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｳﾞｫｲｴﾝ｣(~1724年)
1716年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~1729年)
1716年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ｼﾉﾌﾁｯﾁ｣(~1717年)
1716年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾖｰｸ･ｵｰﾙﾊﾞﾆ公｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣
1716年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｲﾅｼｵ･ﾛﾍﾟｽ･ﾌｪﾚｲﾗ｣(~1717年)
1716年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Chamber Senate｣(~1717.10)
1716年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ｱﾝﾄﾝ･ｷﾞｭﾝﾀｰ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾒﾝﾃﾞﾝ｣(~1717年)
1716年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾖｰｸ･ｵｰﾙﾊﾞﾆ公｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣(~17280814死去)
1716年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾚｰが王立教会の講演で69年の金星の太陽面通過を予測
1716年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ|  |||ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽで黒人奴隷の反乱
1716年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Abraham de Bellebat de Duquesne-Guitton｣(~171
  70107)
1716年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ｴｽﾃﾊﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾗ
  ﾗﾒﾝﾃﾞｨ｣(~1718年)
1716年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｱﾗﾙｺﾝ｣(~1719年)
1716年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督代理｢Antonio Valverde y Cosio｣(~同年)⇒｢Juan P
  aez Hurtado｣(~1717年)
1716年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾞﾗ･ｲ･ﾌﾗﾅ｣(~同年)⇒代理｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ
  ･ｱﾔﾗ･ｲ･ｴｽｺﾊﾞﾙ｣(~1718年)
1716年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾙ･ﾓﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ﾋﾞｴﾝｳﾞｨﾕ｣(~1717年)
1716年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ総督ｽﾎﾟｯﾂｳｯﾄﾞがｼｪﾅﾝﾄﾞｰ渓谷まで探検
1716年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾘﾋﾞﾝｸﾞｽﾄﾝがｳｨﾘｱﾑｽﾞﾊﾞｰｸﾞに植民地初の劇場を建設
1716年1月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾀﾙｰﾆｬに新国家基本令がだされ､法的一元化を図る
1716年1月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾌｷｴｰﾙ侯爵ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾊﾟ･ﾄﾞ･ﾌｷｴｰﾙ･ﾄﾞ･ﾊﾟ･ﾄﾞ･ﾏｻﾞﾝｸｰﾙ｣(~
  1717年)
1716年1月1日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾃﾞ･ｿｯﾄﾏ
  ｲｵｰﾙ｣(~1719年)
1716年1月1日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|正徳5年12月7日|<交替>陸奥三春藩5万石｢秋田輝季｣隠居⇒養子
  ｢秋田頼季｣が継ぐ(⇒寛保3年6月1日(17430721)､死去)
1716年1月5日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<復位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ王｢ﾐﾊｲ3世ﾗｺｳﾞｨﾀ｣(3期目~1726.10)
1716年1月13日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾕｰｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~7.19)
1716年1月22日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾖﾊﾝ･ﾄﾞ･ﾏﾎﾆｰ｣(~17171004)
1716年1月24日-08:00|中国|  ||清･康熙55年|｢康熙字典｣が完成､清･康熙帝の学問ｻﾛﾝ｢南書房｣の俊英らが編纂
1716年1月25日-09:00|日本|  ||正徳6年|<刊行>井上通女｢帰家日記｣
1716年1月25日-09:00|日本|  ||正徳6年|<刊行>女子の修養書｢女大学宝箱｣
1716年1月25日-09:00|日本|  ||正徳6年|<刊行>新井白石｢古史通｣
1716年1月25日-07:00|日本|東京都千代田区|正徳6年1月1日|<江戸正徳6年の連続火災>真夜中の丑の刻(午前2時
  ごろ)､城内呉服橋門内にある大名小路の本多中務大輔の上屋敷から出火､炎は鍛冶橋周辺の大名屋敷をなめ､
  城外に出て京橋から木挽町､芝口門外まで焼失
1716年1月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾆｺﾗｽ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(1回目~11.14)
1716年1月31日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督代行｢ﾖｰｾﾞﾌ･ﾛﾀｰﾙ･ﾄﾞﾐﾆｸ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｹｰﾆﾋｾｸﾞ=ﾛｰﾃﾝﾌｪﾙｽ｣(~
  11月)
1716年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~同年没)⇒｢ﾏﾝ･ｼﾝ｣(~1743年没)
1716年2月3日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾙｼﾞｪﾘｱで地震､死者2万
1716年2月4日 10:00|日本|東京都文京区|正徳6年1月11日|<江戸正徳6年の連続火災>酉の下刻(19時ごろ)､湯島
  無縁坂から出火､神田､下谷あたりから伝馬町､茅場町､八丁堀から霊厳島まで焼いた/中村座､市村座焼失
1716年2月6日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ9.0)死者2000人
1716年2月7日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(2回
  目~17211219)
1716年2月8日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)対立皇帝｢ﾀﾞｳｨｯﾄ3世｣(⇒19日､皇帝~17210518没)
1716年2月11日-07:00|日本|東京都|正徳6年1月18日|<江戸正徳6年の連続火災>真夜中の丑の刻(午前2時ごろ)､
  鉄砲州の松平右京大夫の屋敷から出火､それとは別に浅草諏訪町からも出火し､炎は飛んで本所､深川あたりを
  焼いた
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1716年2月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾐﾊｲ･ｲｵｱﾝ･ﾗｺｳﾞｨﾂｧ｣(3回目~1726年10月)
1716年2月12日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Jose Francisco Carreno｣(~8.30)
1716年2月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<私権剥奪>6代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｱｰｽｷﾝ｣
1716年2月19日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾖｽﾄｽ･ﾃﾞﾙﾊﾞ･ｲﾔｻｽ｣
1716年2月22日 03:00|日本|東京都|正徳6年1月29日|<江戸正徳6年の連続火災>子の刻(12時ごろ)神田柳原土手
  下の豊島町から出火､南は橋本町から横山町まで､西は岩井町､小伝馬町から大川端(隅田川岸)まで焼き､新大
  橋が残らず焼けた
1716年2月29日-06:00|日本|東京都文京区|正徳6年2月7日|<江戸正徳6年の連続火災>丑の下刻(午前3時ごろ)､本
  多中務大輔の今度は本郷六丁目にある下屋敷から出火､寅の中刻(午前4時ごろ)本郷五丁目あたりまで焼いて
  鎮火
1716年3月2日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢大審問院長ﾏﾃｵ･ﾃﾞ･ﾏﾀ･ﾎﾟﾝｾ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(~8.15)
1716年3月7日 01:00|日本|東京都中央区|正徳6年2月14日|<江戸正徳6年の連続火災>巳の刻(午前10時ごろ)､日
  本橋通二丁目から出火､平松町､左内町の西側など24､5町ほどを残らず焼いて八丁堀の松平越中守屋敷で焼け
  止まる
1716年3月15日 08:00|日本|東京都中央区|正徳6年2月22日|<江戸正徳6年の連続火災>申の下刻(17時ごろ)京橋
  の南鍛冶町新道から出火､酉上刻(18時ごろ)銀座一丁目あたりで鎮火
1716年3月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Pedro Borra｣(~1719年)
1716年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1716年4月6日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｾﾗﾌｨﾑ･ﾃｲｼｪｲﾗ･ｻﾙﾒﾝﾄ･ﾃﾞ･ｻ｣(~1720年)
1716年4月10日 08:00|日本|愛媛県松山市|正徳6年閏2月18日|<安東火事>松山城下杉谷より出火し､武家･町家18
  9軒を焼失
1716年4月13日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｳﾝｻ3世ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｰﾃﾞｨ2世｣(~17200708)
1716年4月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ･ｵｽﾏﾝ戦争が勃発
1716年4月18日-09:00|日本|宮崎県|正徳6年閏2月26日|<死去>秋月種政(59歳)前日向高鍋藩主
1716年4月22日-09:00|日本|千葉県成田市|正徳6年3月1日|<死去>下総高岡藩1万石｢井上政蔽｣(56歳)⇒長男｢井
  上政鄰｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年8月7日､隠居)
1716年4月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀﾞﾆｴﾙ｣(~1717年)
1716年4月27日-09:00|日本|東京都千代田区|正徳6年3月5日|<解任>老中｢松平信庸｣
1716年5月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのｴｼﾞﾝﾊﾞﾗ出身の銀行家(貴金属商)ｼﾞｮﾝ･ﾛｰ､ﾊﾟﾘの｢ｶﾝｶﾝﾎﾟﾜ通り
  ｣65番地(3区)に｢総合銀行｣(個人銀行)を設立
1716年5月4日-09:00|日本|  ||正徳6年3月13日|新井白石の歴史書｢古史通｣がなる
1716年5月6日-09:00|日本|愛媛県西条市|正徳6年3月15日|<死去>一柳直治(75歳)前伊予小松藩主
1716年5月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ州植民地総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ｼｭｰﾄ｣(~17230101)
1716年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣非ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ爵位剥奪
1716年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の長男(~17200417死去)
1716年5月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ｴﾝｹﾞﾙｸﾞﾗﾌ｣(~17180311
  )
1716年5月12日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|正徳6年3月21日|<死去>下野壬生藩3万石｢鳥居忠英｣(52歳)
  ⇒養子｢鳥居忠瞭｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年4月27日､死去)
1716年5月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1716/5/7|ｲｷﾞﾘｽで7年議会法が制定
1716年5月21日-09:00|日本|新潟県岩船郡粟島浦村|正徳6年4月|賀茂郡下市村米屋の22端帆船,出羽栗島沖で遭
  難,乗組員14名全員死亡
1716年5月27日-09:00|日本|  ||正徳6年4月7日|幕府が市中の車･荷付き馬･渡船による事故の処罰を定める
1716年6月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾘﾃﾞｨﾅﾗｼﾏﾏﾗ｣
1716年6月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ6世｣(2回目~1717年)
1716年6月2日-09:00|日本|山口県下松市|正徳6年4月13日|<廃藩>周防徳山藩45000石｢毛利元次｣宗家領民と争乱
  ,宗家に吸収
1716年6月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官｢ﾊﾞｰﾄﾗﾑｱﾝﾄﾝ男爵ｳﾞｧﾝ･ｳﾞｧｯﾊﾃﾝﾄﾞﾝｸ･ﾄｯﾄ･ｹﾞﾙﾒﾝｾﾞｰﾙ｣(~1720
  0302没)
1716年6月4日-09:00|日本|  ||正徳6年4月15日|幕府が五街道などの呼称を改定して,統一/日光･奥州･甲州の3
  街道は｢道中｣が正式名称となる
1716年6月5日-09:00|日本|大分県佐伯市|正徳6年4月16日|<死去>毛利高久(50歳)豊後佐伯藩主
1716年6月6日-09:00|日本|  ||正徳6年4月17日|<死去>公弁法親王(48歳)後西天皇の皇子､天台座主
1716年6月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨ
  ﾙﾍﾙﾑ2世｣
1716年6月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ｶｰﾙ3世ﾌ
  ｨﾘｯﾌﾟ｣(~17421231死去)兼ﾒｰｹﾞﾝ伯(~17280906)
1716年6月11日-09:00|日本|  ||正徳6年4月22日|<死去>初代中島勘左衛門(55歳)歌舞伎役者
1716年6月17日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞﾗﾝｺ･ｲ･ｻﾞﾋﾟｱｲﾝ｣(~7.11)
1716年6月19日-09:00|日本|愛媛県西条市|正徳6年4月30日|<交替>伊予西条藩33000石｢松平頼致｣紀伊国紀州藩
  を相続⇒弟｢松平頼渡｣が継ぐ(⇒元文3(1738)年3月16日､33歳で死去)
1716年6月19日-09:00|日本|東京都千代田区|正徳6年4月30日|<死去>江戸幕府第7代将軍･徳川家継､病死(8歳､宝
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  永6(1709)0703生)
1716年6月19日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|正徳6年4月30日|<交替>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川吉宗｣将軍
  後見職となり辞任⇒養子｢徳川宗直｣が継ぐ(⇒宝暦7(1757)年7月2日､死去)
1716年6月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣嗣子なく廃絶
1716年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾙｽﾀｰ伯｢初代ﾖｰｸ=ｵｰﾙﾊﾞﾆ公ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ王子｣(~17280814死去)
1716年7月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾌｧﾄ=ｱﾘ･ｶｰﾝ･ﾀﾞｹﾞｽﾀﾆ｣(~17201208)
1716年7月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをｵｽﾏﾝ帝国が短期間占領(~9.2)
1716年7月4日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Marcos Francisco de Betancourt y Cas
  tro｣(~17201107)
1716年7月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ艦隊ｺﾙﾌに侵入｡ｱﾝﾄｰﾆｵ･ﾛﾚﾀﾞﾝとﾌｫﾝ･ｼｭﾚﾝﾍﾞﾙｸ果敢な防衛｡出撃して重要
  拠点を救う
1716年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾖｰｸ･ｵｰﾙﾊﾞﾆ公｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣(~17280814死去)
1716年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>2代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣⇒初代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公(~17260704死去)
1716年7月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢Sir ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｰ｣
1716年7月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢Sir ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｰ｣(~17430215死去)
1716年7月16日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢Baltasar de Zuniga Guzman Sotomayor y Me
  ndoza,1st Duke of Arion and Marquess of Valero｣(~17221015)
1716年7月19日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~8.28)
1716年7月20日-09:00|日本|京都府京都市|正徳6年6月2日|<死去>尾形光琳(59歳､万治1(1658)生)画家､工芸家
1716年7月25日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾍｲｳｯﾄﾞ｣(~17180426)
1716年7月26日-09:00|日本|愛知県刈谷市|正徳6年6月8日|<死去>阿部正春(80歳)前三河刈谷藩主
1716年8月5日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<ﾍﾟｰﾀｰｳﾞｧﾙﾀﾞｲﾝの戦い>ｾﾙﾋﾞｱの都市でｵｰｽﾄﾘｱ大公国がｵｽﾏﾝ帝国を
  破った
1716年8月8日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Michel Knudsen Crone｣
1716年8月8日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Erik Bredal｣(~17240501
  )
1716年8月9日-09:00|日本|  ||享保1年6月22日|｢享保｣に改元
1716年8月15日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ暫定副王｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾓﾙｼｰｼﾞｮ･ﾙﾋﾞｵ･ﾃﾞｱｳﾆｮﾝ｣(1回目~10.5)
1716年8月16日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｳﾞｧﾚﾛ侯爵･ｱﾘｵﾝ公ﾊﾞﾙﾀｻﾙ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ｣(~1722101
  4)
1716年8月17日-09:00|日本|  ||享保1年7月|赤痢による死者が8万を超え,棺桶･火葬が間に合わず築地･品川沖
  に水葬される
1716年8月17日-09:00|日本|東京都|享保1年7月|享保元年江戸で謎の疫病大流行､8万人が死亡
1716年8月20日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保1年7月4日|<大坂享保元年の大火｢堂島焼｣>子刻(午前0時ごろ)､
  大坂天満新地老松町より出火､曽根崎新地一丁目より桜橋まで残らず焼失､新地は残り､また堂島新地二丁目よ
  り西江まで焼き抜け､民野橋より一町西にて堂島の火は留まる/また上福島へ飛び火､西へ三町ほど焼ける/被
  害は､町数で17町､家数は258軒､かまど数にして2435軒が焼失/類焼した福島村の被害は､家数で190軒ほど､か
  まど数にして1200軒ほどで､つごう合計してかまど数3635軒焼失/諸大名の大坂屋敷13か所が類焼､大名蔵8か
  所の8万2585石(約1万2400ﾄﾝ)､米商人の蔵4か所､2202石(約300ﾄﾝ)が類焼
1716年8月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾊﾁｭ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~17170826)
1716年8月21日-09:00|日本|愛知県岡崎市|享保1年7月5日|<死去>三河奥殿藩16000石｢松平乗真｣(31歳)⇒9月5日
  ､長男｢松平盈乗｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年5月21日､死去)
1716年8月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ軍42日の包囲の後､包囲を解く
1716年8月26日-09:00|日本|新潟県五泉市|享保1年7月10日|<死去>堀直利(59歳)前越後村松藩主
1716年8月28日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾗ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~17170610)
1716年8月30日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Alfonso Bertodano｣(~17200407)
1716年9月7日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Claude Guillouet｣(1期目~1720.12)
1716年9月23日-09:00|日本|  ||享保1年8月8日|幕府が人身売買･永年季奉公人の抱え置き･人別帳に漏れた者の
  居住･田畑永代売買･田畑の質入れなどを禁じる
1716年9月28日-09:00|日本|東京都江東区|享保1年8月13日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂千射｣で､松井楠大郎(
  9歳)が985本(総矢数1000本)を記録
1716年9月28日-09:00|日本|東京都千代田区|享保1年8月13日|江戸城で徳川吉宗に第8代の征夷大将軍宣下/紀伊
  和歌山→直轄江戸800万石(-延享2年)
1716年9月30日-09:00|日本|  ||享保1年8月15日|<死去>山口素堂(75歳)俳人
1716年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ﾍﾞﾃﾞｯﾃｨ｣
1716年10月5日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｻﾝﾄﾌﾞｵﾉ公ｶｰﾐﾅｽ･ﾆｺﾗｳｽ･ｶﾗｯﾁｮｰﾛ｣(~17200126)
1716年10月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ｼｭｰﾄ｣(~17230101)
1716年10月7日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Stanhope Cotton｣(~17201019)
1716年10月8日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ﾘﾊﾞｽ
  ｣(~17241201)
1716年10月8日-09:00|日本|  ||享保1年8月23日|幕府が紀伊藩の武士を諸藩の動静を見張るお庭番として採用
1716年10月9日-09:00|日本|青森県八戸市|享保1年8月24日|<死去>陸奥八戸藩2万石｢南部通信｣(44歳)⇒長男｢南



1720迄(1598件)

  部広信｣が継ぐ(⇒寛保元(1741)年5月2日､33歳で死去)
1716年10月10日-09:00|日本|  ||享保1年8月25日|<死去>山本荷兮(69歳)俳人
1716年10月15日-09:00|日本|京都府京都市|享保1年9月|<初演>｢国性爺合戦｣歌舞伎､京都万太夫､榊山四郎太郎
  座
1716年10月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾊﾞﾅﾄをｵｰｽﾄﾘｱが占領(~11.2)
1716年10月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ｸﾘｽﾃﾝ･ﾌﾞﾙﾝ=ﾙﾝﾃﾞｺﾞｰﾙ｣(
  ~17200121)
1716年10月20日-09:00|日本|大分県中津市|享保1年9月6日|<死去改易>豊前中津4万石｢小笠原長さと｣(6歳)無嗣
1716年10月22日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|享保1年9月8日|<死去>木下俊長(69歳)前豊後日出藩主
1716年10月25日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Manuel Gomes Barbosa｣(~172
  20314)
1716年10月25日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｻｸﾗﾒﾝﾄの新植民地をﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが支配(~17771122)
1716年10月25日-09:00|日本|東京都|享保1年9月11日|幕府が鳥見役を再置し､鷹場を復活
1716年11月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ｳﾞｧﾘｽ｢ﾁｪﾚﾋﾞ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~17170822)
1716年11月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督代行｢ﾌﾟﾘｴ侯爵ｴﾙｺｰﾙ･ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾙｲｼﾞ･ﾄﾘﾈｯﾃｨ｣(~1717年)
1716年11月2日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾊﾞﾅﾄはｵｰｽﾄﾘｱの民政下(~17790423)
1716年11月2日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ｳﾞｫｲｳﾞｫﾃﾞｨﾅはﾃﾒｽｳﾞｧｰﾙのﾊﾞﾅﾃの一部(~1779年)
1716年11月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||独の哲学者･数学者ﾗｲﾌﾟﾆｯﾂ死去/微分･積分を創始
1716年11月6日-09:00|日本|東京都江東区|享保1年9月23日|江戸三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､古郡熊次郎(11
  歳)が11,593本(総矢数13,600中)を記録
1716年11月7日-09:00|日本|  ||享保1年9月24日|<死去>有栖川宮正仁親王(23歳)皇族
1716年11月9日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|享保1年9月26日|<霧島山｢享保の噴火｣第3期噴火で最大の被害>大
  噴火あり､同未の刻(14時ごろ)より益々激しくなり､戌時(20時ごろ)に又々燃えだし､東御在所(当神社本殿)に
  かかり､噴火する毎に焼礫(火山弾)飛来して､人家馬屋皆続々焼け､祓川の人家続々焼出し､神徳院､錫杖院皆々
  焼失/焼失家屋総数604軒､牛馬焼死405匹/5人死亡
1716年11月14日-09:00|日本|  ||享保1年10月|<刊行>松岡恕庵｢救荒本車｣
1716年11月16日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保1年10月3日|<死去>小西来山(63歳)俳人
1716年11月22日-09:00|日本|千葉県佐倉市|享保1年10月9日|<死去>稲葉正往(77歳)前下総佐倉藩主､元寺社奉行
  ･京都所司代･老中
1716年11月25日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保1年10月12日|<交替>伊予新谷藩1万石｢加藤泰觚｣隠居⇒長男｢加
  藤泰貫｣が継ぐ(⇒享保12(1727)年6月3日､隠居)
1716年11月25日-09:00|日本|兵庫県姫路市|享保1年10月12日|<再興>播磨安志藩1万石｢小笠原長興｣(⇒享保15(1
  730)年12月11日､隠居)
1716年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Asci Ibrahim Pasha｣(~1717.3)
1716年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(~17190212没)
1716年12月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾃﾞｳﾞﾚﾄ3世ｷﾞﾚｲ｣(~1717年死去)
1716年12月4日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ﾌﾞﾛﾝｸﾎﾙｽﾄ=ｸﾞﾛﾝｽﾌｪﾙﾄ伯爵ﾖﾊﾝ･ﾌﾗ
  ﾝﾂ｣(~17190417没)
1716年12月5日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｱｲｻﾞｯｸ･ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾙﾝﾌﾟﾌ｣(~17230611死去)
1716年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･4代ﾊﾝﾄﾘｰ侯･ﾊﾝﾄﾘｰ=ｲﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1716年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･5代ﾊﾝﾄﾘｰ侯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~17281128死去)
1716年12月14日-09:00|日本|京都府京都市|享保1年11月1日|<就任>関白｢九条輔実｣(~享保7年正月13日)
1716年12月23日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ｺﾝﾁｬ･ｲ･ｻﾙﾊﾞﾃｨｴﾗ｣(~17171216)
1717年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢Richard Farmer｣(~1718年)
1717年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜのﾏﾀﾗﾑ王国で第2次ｼﾞｬﾜ王位継承戦争
1717年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾊﾞｽｶﾗﾏﾗ｣(~1722年6月没)
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼｯｷﾑ王｢ﾁｬｸﾞﾄﾞｰﾙ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾙﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾍﾟﾝﾄﾞﾗ･ｼｬｰ｣(~9か月)⇒｢ﾌﾟﾗﾃﾞｨｯﾌﾟ･ｼｬｰ｣(~1772年12月没)
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾊﾄﾞ国支配者(ﾗﾅ)｢ﾋﾞﾑ･ｼﾝ｣(~1756年没)
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞｩﾗｼﾞ･ｼﾝ｣(~1733年)
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾀﾌﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜｯﾄ)｢ｻﾝｸﾞﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1718年没)
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｼﾞｬﾏﾙ･ｶｰﾝ｣(~1762年没)
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｲﾅﾔｯﾄ･ｳﾗｰ･ｶｰﾝ｣(2回目~1720年)
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼｯｷﾑ王｢ｷﾞｭﾙﾒｯﾄﾞ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~1733年､死去)
1717年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾑﾙｼﾄﾞ･ｸﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~17270630死去)
1717年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Shah Faramurd｣
1717年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾎｰﾀｷｰ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾀﾞﾙ･ｱｼﾞｽﾞ･ﾎﾀｰｸ｣殺害される
1717年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾎｰﾀｷｰ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾎﾀｰｸ｣(~17250422死去)
1717年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾊﾞｶﾘ3世(=ｼｬｰ･ﾅﾜｰｽﾞ･ﾊｰﾝ4世)｣(1回目~1719年8月)
1717年-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|ﾀﾙｷはﾛｼｱの宗主権下(1720年に確認)
1717年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ/ｵﾏｰﾝ|  |||ﾊﾞｰﾚｰｰﾝをﾏｽｶｯﾄとｵﾏｰﾝが占領(~1722年)
1717年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾃﾞｳﾞﾚﾄ3世ｷﾞﾚｲ｣
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1717年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Koprulu Abdullah Pasha｣(~1718年)
1717年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾝｹﾝﾄﾞﾙﾌ｣(~1719年)
1717年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯爵ｸﾞｽﾀﾌ･ｵｯﾄｰ｣(~17210930)
1717年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ｻｳﾞｫﾜ=ｿﾜｿﾝ公ﾌﾗﾝｿﾜ･ｳｼﾞｪｰﾇ｣(~1724年12月)
1717年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣(~1721年)
1717年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ･ﾍﾞｾﾞﾗ･ｼﾞｭﾆｱ｣(1回目~1719年)
1717年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ﾔﾝ･ｺﾆｰ｣ｵﾗﾝﾀﾞの支配に反対してｸﾞﾛｽ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯ
  ﾋｽﾌﾞﾙｸを占領(~1724年)
1717年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||ｱｼｬﾝﾃｨ国がｱｷｴﾑを併合
1717年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ系ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人のｱﾒﾘｶ移民が開始
1717年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Hermanus Koolman｣(~1719年)
1717年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾐｼｪﾙ･ﾚｽﾋﾟﾈｰ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ｣(~17210103)
1717年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ暫定総督｢Antoine｣⇒総督｢Francois de Pas de Mazencou
  rt｣(~1727年)
1717年 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ｱｽﾝｼｵﾝ市議会(ｺﾑﾈｰﾛ)を中心とするｸﾘｵｰｼﾞｮ,ﾍﾟﾙｰ副王の植民地政策に対抗し.ﾎｾ･ﾃﾞ
  ･ｱﾝﾃｨﾆｪﾗを指導者として反乱を開始(ｺﾑﾈｰﾛｽの反乱)
1717年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾀﾊﾞｺ栽培業者五百人が専売法に反対して蜂起/まもなく本国からの部隊により鎮圧さ
  れる
1717年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣(~17191221)
1717年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｰｽ｣(~1726年)
1717年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ｣(~1718年)
1717年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ･ﾃﾞ･ｱﾙｹﾞﾚｽ｣(~1727年)
1717年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾐｼｪﾙ･ﾄﾞ･ﾙﾋﾟﾈｰ｣(~1718年)
1717年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ｸﾞｱﾃﾏﾗ全土を地震が襲う.都市のほとんどが壊滅
1717年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ世･ｲﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(第1治世~1718年4月)
1717年1月 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｲｾﾝ領ｱﾙｷﾞﾝ総督｢ﾔﾝ･ｳｨﾈﾝ･ﾊﾞｽﾃｨｱﾝｽ｣(~17210307)
1717年1月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊｰｸﾞで､ｽﾍﾟｲﾝ宰相ﾌﾘｵ･ｱﾙﾍﾞﾛｰﾆの領土拡張策に対抗してﾌﾗﾝ
  ｽ､ｲｷﾞﾘｽ､ｵﾗﾝﾀﾞの対ｽﾍﾟｲﾝ3国同盟が結ばれる
1717年1月7日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Antoine d'Arcy de la Varenne｣(~5.23)
1717年1月10日-09:00|日本|東京都千代田区|享保1年11月28日|幕府が､大奥法度19条を定める
1717年1月11日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｼｬﾄｰﾓﾗﾝ侯爵ｼﾞｮｾﾌ･ｼｬﾙﾙ･ｼﾞｭﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾊﾞｽﾃ
  ｨｰﾄﾞ｣(~17190710)
1717年1月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｺﾞｱ首長大司教ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ･ﾍﾟｯｻ
  ｰﾆｬ｣(~10.16)
1717年1月19日-09:00|日本|  ||享保1年12月7日|幕府が新銭を呉服会所で売り出す
1717年1月23日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｵｶﾝﾎﾟ｣(~2.5)
1717年2月5日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾚｲｴｽ･ｲ･ﾊﾞﾙﾏｾﾀﾞ｣(1回目~17210914
  )
1717年2月6日-09:00|日本|岐阜県恵那市|享保1年12月25日|<死去>美濃国岩村藩2万石｢松平乗紀｣(43歳)⇒長男｢
  松平乗賢｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年5月8日､死去)
1717年2月7日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｻｰﾃﾞﾄ4世ｷﾞﾚｲ｣(~17241016)
1717年2月11日-09:00|日本|  ||享保2年|<刊行>伊藤仁斎｢古学先生詩文集｣
1717年2月11日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|享保2年|下村彦右衛門正啓､京都伏見に呉服店｢大文字屋｣を開業(大
  丸創業)
1717年2月11日-08:00|中国|  ||清･康熙56年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ﾀｸﾂｪ･ｼｬﾌﾞﾄﾞﾙﾝ｣(~17200924)
1717年2月11日-08:00|中国|  ||清･康熙56年1月|清が､南洋において商船が貿易を行うことを禁じる
1717年2月13日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ子爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ｣(ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに行かな
  かった~8.7)
1717年2月13日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|享保2年1月3日|霧島山噴火/134戸が倒壊し､死傷31人
1717年2月14日-09:00|日本|奈良県奈良市|享保2年1月4日|奈良興福寺焼失
1717年2月17日-09:00|日本|東京都中央区|享保2年1月7日|火事により森田座焼失
1717年2月28日-09:00|日本|東京都|享保2年1月18日|<死去>山下京右衛門(元､半左衛門)66才
1717年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Cerkes Mehmed Pasha｣(~同年)
1717年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||世界初のﾊﾞﾚｴがﾛﾝﾄﾞﾝで公開された
1717年3月4日 06:00|日本|東京都|享保2年1月22日|<江戸享保2年の大火｢小石川馬場の火事｣>未の下刻(15時ご
  ろ)､小石川馬場近くの井出三郎右衛門宅より出火/本郷丸山から御弓町､白山春日町の水戸家上屋敷を焼き､水
  道橋から駿河台一帯､小川町､猿楽町と炎は延びて飯田町から一橋外の護持院までも灰にした
1717年3月5日-09:00|日本|東京都|享保2年1月23日|<江戸享保2年の大火｢小石川馬場の火事｣>夜子の刻(午前0時
  ごろ)､神田三河町の残り火がふたたび燃え上がり西の強風に乗って､白銀町､鎌倉河岸通､神田橋御門から常盤
  橋の内など舐めまわし､評定所も焼け落とした後､龍の口から呉服橋内､鍛冶橋御門を経て大名小路へ侵入､昌
  平橋から須田町､本町､石町を抜けて日本橋まで焼き尽くし､卯の中刻(午前2時ごろ)深川八丁堀あたりでよう
  やく炎は鎮まった/大名屋敷は水戸家をはじめ1万石以上の屋敷72軒､1万石以下小身の旗本､御家人屋敷など34
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  9軒､町家は町数にして200町余が焼失､橋11か所が焼け落ち､117人死亡
1717年3月12日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ､ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞで地震(M5.9)死者700人
1717年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾋﾞｰ伯･ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾊﾞｼﾙ･ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ｣
1717年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾋﾞｰ伯･ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ｣(~17550802死去)
1717年3月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾌﾞﾛﾄﾞﾘｯｸ男爵ｱﾗﾝ･ﾌﾞﾛﾄﾞﾘｯｸ･ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ/ｳｨ
  ﾘｱﾑ･ｺﾉﾘｰ/ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ｳｨﾘｱﾑ･ｷﾝｸﾞ(2回目)｣(~8.7)
1717年3月21日-09:00|日本|東京都千代田区|享保2年2月9日|江戸護持院焼失
1717年3月23日-09:00|日本|大分県中津市|享保2年2月11日|<加増移封>丹後宮津藩9万石｢奥平昌成｣⇒豊前中津
  藩10万石(⇒延享3(1746)年11月14日､死去)
1717年3月23日-09:00|日本|京都府宮津市|享保2年2月11日|<移封>信濃飯山藩48000石｢青山幸秀｣⇒丹後宮津藩4
  8000石(⇒延享元(1744)年9月8日､死去)
1717年3月23日-09:00|日本|群馬県高崎市|享保2年2月11日|<移封>越後村上藩72000石｢松平輝貞｣⇒上野高崎藩7
  2000石(⇒延享2(1745)年12月11日､隠居)
1717年3月23日-09:00|日本|長野県飯山市|享保2年2月11日|<加増移封>越後糸魚川藩1万石｢本多助芳｣⇒信濃飯
  山藩2万石(⇒享保9(1724)年､35000石に加増)
1717年3月23日-09:00|日本|新潟県村上市|享保2年2月11日|<移封>上野国高崎藩5万石｢間部詮房｣⇒越後村上藩5
  万石(⇒享保5(1720)年7月16日､死去)
1717年3月28日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|享保2年2月16日|<拝領>越後糸魚川藩1万石｢松平直之｣(⇒翌年10月
  6日､死去)
1717年3月29日-09:00|日本|東京都中央区|享保2年2月17日|中村座開場､二代目市川團十郎ほか/市村座開場､大
  谷廣次ほか
1717年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1717年4月4日-09:00|日本|東京都中央区|享保2年2月23日|森田座開場､松本幸四郎ほか
1717年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ銀行家ｼﾞｮﾝ･ﾛｰ｢銀行券｣(兌換紙幣)での納税を可能とする/紙幣の使用がﾌ
  ﾗﾝｽ中に広まる
1717年4月22日-09:00|日本|  ||享保2年3月11日|幕府が武家諸法度を天和の制に戻す
1717年4月23日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ暫定大統領･総督･総司令官｢ｻﾝﾀ･ﾌｪ･ﾃﾞ･ﾎﾞｺﾞﾀ大司
  教ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞﾙ･ﾘﾝｺﾝ｣(~17180613)
1717年4月25日-09:00|日本|東京都千代田区|享保2年3月14日|江戸護国寺を護持院と改称､観音堂を護国寺とし
  護持院に属させる
1717年4月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ2世｣79歳
1717年4月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ3世｣(~17350203死去60歳)
1717年5月 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官代理｢Gerard de Mepsche｣(~10.14)
1717年5月1日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Georges Robert Cloche de Mont-Saint-Remy
   de La Malmaison｣
1717年5月1日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Savinien Michel Lagarrigue de Savign
  y｣(~1719.3)
1717年5月11日-09:00|日本|東京都江東区|享保2年4月|深川の地蔵坊正元が銅造地蔵菩薩坐像(霊巌寺)建立
1717年5月19日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|享保2年4月9日|<交替>肥前蓮池藩52625石｢鍋島直称｣隠居⇒次男｢鍋
  島直恒｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年10月16日､死去)
1717年5月22日-08:00|中国|  ||清･康熙56年4月12日|清朝がｷﾘｽﾄ教禁止令､ｶﾄﾘｯｸ布教の禁止を強化
1717年5月23日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ暫定総督･総司令官｢ｺﾞﾒｽ･ﾏﾗｳﾞｪﾙ･ﾎﾟﾝｾ･ﾃﾞ･ﾚｵ
  ﾝ｣(~17180623))
1717年5月25日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Dubuc｣(~7.5)
1717年5月26日-09:00|日本|兵庫県三田市|享保2年4月16日|<交替>摂津三田藩36000石｢九鬼隆久｣隠居⇒養子｢九
  鬼隆抵｣が継ぐ(⇒享保18(1733)年11月9日､44歳で死去)
1717年5月26日-09:00|日本|福井県福井市|享保2年4月16日|福井城下寺町から出火,町家110軒を焼失
1717年5月27日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<創設>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ[ｺﾛﾝﾋﾞｱ､ｴｸｱﾄﾞﾙ､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ]ﾍﾟﾙｰか
  ら分離(~17240511)
1717年5月29日-09:00|日本|東京都江東区|享保2年4月19日|江戸深川三十三間堂通矢｢五十間千射｣で､柴田要人(
  12歳)が782本(総矢数1000本)を記録
1717年5月30日-09:00|日本|滋賀県彦根市|享保2年4月20日|<死去>井伊直興(62歳)前近江彦根藩主､元大老
1717年6月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王｢Francois de Laureol｣(~1731年)
1717年6月7日-09:00|日本|  ||享保2年4月28日|<死去>岩田涼菟(59歳)俳人
1717年6月10日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｺﾌﾟﾙﾙ･ﾇﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17180818)
1717年6月10日-09:00|日本|  ||享保2年5月2日|<死去>初代市川團四郎(67歳)歌舞伎役者
1717年6月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国庫財務実行主席弁務官｢ﾏﾎﾝのｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ子爵(⇒17
  180414,ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯)ｼﾞｪｰﾑｽ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣Whg(~17210321死去)
1717年6月15日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｴﾝﾘｹ･ﾃﾞ･ﾌｨｹﾞｲﾚﾄﾞ･ｴ･ｱﾗﾙｶﾝ｣(~1722032
  2)
1717年6月16日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|享保2年5月8日|<死去>大和国郡山藩12万石｢本多忠直｣(48歳)⇒
  次男｢本多忠村｣が継ぐ(⇒享保7(1722)年9月晦日､死去)
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1717年6月18日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|享保2年5月10日|<死去>丹波篠山藩5万石｢松平信庸｣(52歳)⇒長
  男｢松平信岑｣が継ぐ(⇒寛延元(1748)年8月3日､丹波亀山藩5万石へ移封)
1717年6月20日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金昌集｣(~17220125)
1717年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝの4つのﾛｯｼﾞが居酒屋に集り､ﾌﾘｰﾒｲｿﾝのｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾛｯｼﾞを結成する(近代ﾌﾘ
  ｰﾒｲｿﾝの始り)
1717年7月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾃﾞﾗｯｸ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17200909)
1717年7月5日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Elie Pain｣(~10.5)
1717年7月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｾﾞﾍｽﾃｯﾄﾞ･ﾃｨﾙ･ﾗｳﾞﾝﾎﾙﾄ｣(~172106
  20)
1717年7月11日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌﾞﾙｰﾉ･ﾏｳﾘｼｵ･ﾃﾞ･ｻﾊﾞﾗ｣(~17340322)
1717年7月14日-09:00|日本|兵庫県朝来市|享保2年6月6日|<死去>但馬出石藩58000石｢仙石政明｣(59歳)⇒養子｢
  仙石政房｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年4月24日､死去)
1717年7月17日-09:00|日本|福島県いわき市|享保2年6月9日|<死去>陸奥泉藩15000石｢板倉重同｣(39歳)⇒長男｢
  板倉勝清｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年9月25日､遠江相良藩15000石に移封)
1717年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ銀行家ｼﾞｮﾝ･ﾛｰ､ﾙｲｼﾞｱﾅの開発独占権を持つ｢西方会社｣を設立し､他の｢特権貿
  易会社｣をこれに吸収させる(｢ﾐｼｼｯﾋﾟ会社｣)
1717年8月5日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾙｼﾞｪﾘｱで地震､死者2万
1717年8月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾎﾞﾙﾄﾝ公爵ﾁｬｰﾙｽﾞﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(2回目~17210828)
1717年8月9日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾊﾞｽﾃｨﾘｮ･ﾊﾞｽﾀﾏﾝﾃ｣(~
  17191011死去)
1717年8月13日-09:00|日本|  ||享保2年7月7日|<死去>大西閑斎(73歳)茶人
1717年8月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾙｸﾞﾗｰﾄﾞの戦い/ｵｲｹﾞﾝ公率いるｵｰｽﾄﾘｱ軍が､ﾍﾞﾙｸﾞﾗｰﾄﾞ(ﾍﾞｵｸﾞﾗｰ
  ﾄﾞ)で再びｵｽﾏﾝ軍を破り同地を奪取
1717年8月18日-09:00|日本|  ||享保2年7月12日|<死去>菱川師房(不明)浮世絵師
1717年8月22日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ｾﾙﾋﾞｱ司令官｢ｻｳﾞｫﾜ=ｶﾘﾆｬﾝ公ﾌﾗﾝｿﾜ=ｳｼﾞｪｰﾇ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ=
  ｶﾘﾆｬﾝ｣(~1718年)
1717年8月22日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾃﾞﾌﾃﾙﾀﾞｰﾙ･ｴﾐﾝ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17200310)
1717年8月22日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱによりｾﾙﾋﾞｱ､ﾎﾞｽﾆｱ北東部占領(~17390904)
1717年8月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ宰相ｱﾙﾍﾞﾛｰﾆが､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬを占領し､ついでｼﾁﾘｱ奪回を画策
1717年8月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾆｼｬﾝｼｭ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17180509)
1717年8月26日-09:00|日本|  ||享保2年7月20日|<死去>菅沼曲水.家老･曽我権太夫を殺害後に自害(59歳)膳所
  藩士､俳人
1717年8月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの画家ｱﾝﾄｱｰﾇ･ｳﾞｧﾄｰが｢ｼﾃｰﾙ島への船出｣を発表
1717年9月5日-09:00|日本|京都府京都市|享保2年8月|井上通女｢東海紀行｣京都で刊行
1717年9月7日-09:00|日本|福島県福島市|享保2年8月3日|<交替>陸奥福島藩3万石｢板倉重寛｣隠居⇒長男｢板倉重
  泰｣が継ぐ(⇒翌年閏10月24日(17181215)､死去)
1717年9月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾙｳﾘｻﾙ侯爵ﾙｲｽ･ｶﾙﾛｽ･ｲﾅｼｵ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ
  ｣(~17200914)
1717年9月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾀﾙﾎﾞｯﾄ･ｲｪﾙｳﾞｧｰﾄﾝ｣(~17311027死去)
1717年9月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝで､5歳から12歳の子供に義務教育を与える勅令が発せられる
1717年9月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ｳﾞｨｱｰﾚ｣(~17190930)
1717年10月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Antonio Furtado de Mendonca｣(~1720
  年)
1717年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵｯﾀﾋﾞｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1717年10月4日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｱﾝｿﾆｰ･ﾄﾞ･ﾚｰﾈｳﾞ
  ｧﾙ｣(3度目~17180302)
1717年10月5日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Francois de Pas de Mazencourt｣(~1720年
  )
1717年10月8日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|享保2年9月4日|<死去>山城淀藩6万石｢松平光煕｣(44歳)⇒11月
  1日､三男｢松平光慈｣が継ぎ志摩鳥羽藩に移封)
1717年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>13代ｴﾛﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍｲ｣
1717年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>14代ｴﾛﾙ女伯｢ﾒｱﾘｰ･ﾍｲ｣(~17580819死去)
1717年10月14日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Johan Heyliger｣(2期目~171911
  17)
1717年10月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌﾟﾚｳﾞｪｻﾞの再征服
1717年10月23日-09:00|日本|島根県安来市|享保2年9月19日|<死去>松平近栄(86歳)前出雲広瀬藩主
1717年10月23日-09:00|日本|東京都千代田区|享保2年9月19日|<解任>老中｢阿部正喬｣
1717年10月28日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾊﾏ領主が文民･軍事政府をｲｷﾞﾘｽ国王に明け渡す
1717年10月29日-09:00|日本|東京都江東区|享保2年9月25日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂百射｣で､相楽吉之助
  (13歳)が99本(総矢数100中)を記録
1717年10月31日-09:00|日本|京都府京都市|享保2年9月27日|<就任>京都所司代｢松平忠周｣(⇒1724(享保9年12月
  15日))
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1717年10月31日-09:00|日本|東京都千代田区|享保2年9月27日|<就任>老中｢水野忠之｣(~享保15年6月12日)
1717年11月3日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｱﾙﾊﾞﾆｱのｳﾞｫﾆｯﾂｧ攻略
1717年11月3日-08:00|中国|  ||清･康熙56年10月|ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ軍がﾁﾍﾞｯﾄに侵入しﾗｻを占領､ﾗｻﾝ･ﾊｰﾝを襲い殺す
1717年11月9日-09:00|日本|和歌山県田辺市|享保2年10月7日|<死去>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤陳
  武｣(30歳)⇒11月19日､長男｢安藤陳定｣が継ぐ(⇒享保9(1724)年11月29日､死去)
1717年11月21日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|享保2年10月19日|大飯郡高浜浦浜町で出火,116軒焼失
1717年11月24日-09:00|日本|京都府綾部市|享保2年10月22日|<交替>丹波山家藩1万石｢谷衛憑｣隠居⇒長男｢谷衛
  衝｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年4月8日､隠居)
1717年11月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｸﾇｰﾄﾞ･ﾛｽﾄ｣(~17200806没)
1717年11月29日-09:00|日本|新潟県上越市|享保2年10月27日|<死去>松平定重(74歳)前越後高田藩主
1717年12月2日-08:00|中国|  |||<死去>(ﾁﾍﾞｯﾄ)ｸﾞｼ･ﾊﾝ王｢ﾗｻﾝ｣
1717年12月2日-08:00|中国|  |||ﾁﾍﾞｯﾄはﾄﾞﾙﾍﾞﾝ･ｵｲﾗﾄﾞ(ｽﾞﾝｶﾞﾙ･ﾊﾝ国)の宗主権下(~17200924)
1717年12月3日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|享保2年11月1日|<移封>伊勢国亀山藩6万石｢松平乗邑｣⇒山城
  国淀藩6万石(⇒享保8(1723)年5月1日､下総国佐倉藩6万石に移封)
1717年12月3日-09:00|日本|三重県亀山市|享保2年11月1日|<再移封>志摩鳥羽藩5万石｢板倉重治｣⇒伊勢亀山藩5
  万石(⇒享保9(1724)年3月25日､死去)
1717年12月3日-09:00|日本|三重県鳥羽市|享保2年11月1日|<移封>山城淀藩6万石｢松平光慈｣⇒志摩鳥羽藩6万石
  (⇒享保10(1725)年10月18日､信濃松本藩へ移封)
1717年12月4日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|ｶﾙﾑｲｸ地域はﾛｼｱのｱｽﾄﾗﾊﾝ県に含まれる
1717年12月16日-09:00|日本|三重県伊勢市|享保2年11月14日|<伊勢山田享保2年の大火>夜半､一志町の正住采女
  家から出火/一志久保町から宮後西河原町､田中中世古町､下馬所町へと延焼､さらに吹上町､岩渕町を灰にして
  鎮火/伊勢神宮の大宮司家､神宮家16家､三方年寄家(山田町の自治組織をになう家)4家などが焼するなど､6町1
  582軒を焼失
1717年12月17日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｶﾉ･ｲ･ｱﾎﾟﾝﾃ｣(~17331111没)
1717年12月18日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝはｸﾞﾛｰｽ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋｽﾌﾞﾙｸをｵﾗﾝﾀﾞに売却(17180114に批准)､
  ﾎﾗﾝﾃﾞｨｱ砦と改名
1717年12月18日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ入植地がｵﾗﾝﾀﾞに売却され(17180114に批准)
  ､ﾎﾗﾝﾃﾞｨｱ砦と改名(ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ)
1717年12月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||(英)金銀比価を改訂*実質的に金本位制移行1ｷﾞﾆｰ=21ｼﾘﾝｸﾞ
1717年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼｬｰﾘｰ｣
1717年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾜｼﾝﾄﾝ･ｼｬｰﾘｰ｣(~17290414死去)
1717年12月28日 01:00|日本|京都府京都市|享保2年11月26日|<上賀茂の大火>昼四ﾂ時､上賀茂の大火/上加茂百
  姓家より出火､117軒焼亡.飛び火し菩薩村68軒焼失
1718年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣(~1719年)
1718年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ﾄｰﾏｽ･Cooke -Supervisor｣(~1719
  年)
1718年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ﾗﾌﾏﾄ･ｼｬｰ｣(~1722年)
1718年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Badarud-Din1世｣(~1734年)
1718年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾗﾝ君主｢Cakraningrat4世｣(~1745年)
1718年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Agung Komaruddin Sri Teruno｣(~1724年)
1718年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ｼｭﾘﾆｳﾞｧｽﾗｵ･ﾊﾟﾗｼｭﾗﾑ･ｼｭﾘﾊﾟｯﾄ･ﾗｵ｣(~17461125
  没)
1718年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾙﾁﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ｣(~1738年)
1718年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾑｼﾞ･ｼﾞｬｽﾜﾝｼﾑｼﾞ｣(~1729年没)
1718年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾀﾌﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜｯﾄ)｢ｳﾒｲﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1723年没)
1718年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾙ国統治者(ﾗｵ)｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ･ｶﾗﾝｼﾝｼﾞ(元ｲﾀﾞﾙ統治者)｣建国(~1720年没)
1718年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸがﾀﾞﾝﾈﾏﾙｸｽﾅｺﾞｰﾙを短期間再占領(~9月)
1718年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<死去>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ｶｲﾌﾟ･ｶｰﾝ｣
1718年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>小ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ｱﾋﾞﾙｶｲﾙ･ﾊｰﾝ｣(~1748年8月没)
1718年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ﾎﾞﾗｯﾄ･ｶｰﾝ｣(~1729年没)
1718年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ･ﾊﾝ｢ﾃﾞｨﾔｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1736年)
1718年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｽﾙﾀｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｻｲﾌ2世｣
1718年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｻｲﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙﾀｰﾝ2世｣(第1治世~1719年)
1718年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Receb Pasha｣(~1719年)
1718年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ｾﾙﾋﾞｱ総督｢J･ｵﾊﾝ･ﾖｰｾﾞﾌ･ｱﾝﾄﾝ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｵﾄﾞﾜｲﾔｰ｣(~17200907)
1718年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1719年2月)
1718年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Louise Elisabeth de Bourbon｣(~1752年)
1718年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾎﾒ王国国王｢ｱｶﾞｼﾞｬ･ﾄﾙﾄﾞ･ﾄｽ｣(~1740年没)
1718年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝﾄﾞ洋上ﾙ･ﾛﾜｲﾔﾙ島(ﾓｰﾘｼｬｽ)がﾌﾗﾝｽ領となった
1718年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ,ﾃｷｻｽへの入植を強化.ﾅｷﾄｯｼｭから数ﾏｲﾙのｱﾀﾞｴｽ(現ﾙｲｼﾞｱﾅ州ﾛｳﾌﾞﾘﾝ)に首
  都を置く
1718年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾙｲｼﾞｱﾅに､ﾌﾗﾝｽ人の移民都市ﾆｭｰｵｰﾘﾝｽﾞが建設
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1718年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝ条約により､ｵｰｽﾄﾘｱはｻﾙﾃﾞｰﾆｬをｻｳﾞｫｲｱのｼﾁﾘｱと交換
1718年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1718年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Juan Bautista de Herrera｣
1718年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(~1721年死去)
1718年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Edward Johnson｣(~1722年)
1718年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Chamber Senate + Jose de Castro｣(~
  同年)
1718年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ﾌﾞﾊﾞｶｰﾙ･ｼﾚ｣(2回目~1721年頃)
1718年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Juan Bautista2世 de Herrera｣(~1737年)
1718年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｻﾝﾙｲｽ大聖堂が再建
1718年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾊﾟﾅﾏ司教ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾘｬﾏｽ･ｲ･ﾘﾊﾞｽ｣(代行)⇒｢ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾊﾞﾃﾞｨｰｼﾞｮ
  ｣(~1723年)
1718年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾎｾ･ﾘｬﾈｽ･ﾛﾌﾞﾚｽ｣(
  ~1721年)
1718年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ暫定総督｢Antonio Valverde y Cosio｣(~1721年)
1718年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾅﾋﾞﾃﾞｽ｣(~1734年)
1718年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾙ･ﾓﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ﾋﾞｴﾝｳﾞｨﾕ｣(~1724年)
1718年1月9日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大主教ｳｨﾘｱﾑ･ｷﾝｸﾞ(17191120まで
  )/ｳｨﾘｱﾑｺﾉﾘｰ/ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ子爵ｱﾗﾝ･ﾌﾞﾛﾄﾞﾘｯｸ(5.22から)｣(~17210828)
1718年1月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保2年12月21日|<死去>淀屋廣當(34歳)大坂の豪商.5代淀屋辰五郎
1718年1月29日-09:00|日本|東京都新宿区|享保2年12月28日|<江戸牛込享保2年払方町の大火>牛込から芝海岸ま
  で約61平方km焼く
1718年1月29日-09:00|日本|東京都千代田区|享保2年12月28日|幕府が小普請奉行を再置
1718年1月31日-09:00|日本|  ||享保3年|<刊行>上島鬼貫の俳諧随筆｢独言｣
1718年1月31日-09:00|日本|茨城県笠間市|享保3年|<加増>常陸笠間藩5万石｢井上正岑｣+1万石⇒6万石(⇒享保7(
  1722)年5月17日､70歳で死去)
1718年1月31日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|享保3年|高平山遍照寺大日如来坐像が造立(惣大工森町住山田七
  郎左衛門藤原種満)
1718年1月31日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|享保3年|<加増>下野宇都宮藩67850石｢戸田忠真｣+1万石⇒77850石(
  ⇒享保14年10月29日(17291219)､死去)
1718年1月31日 11:00|日本|香川県高松市|享保3年1月1日|<高松享保3年の大火>5つ時(20時ごろ)､城下西の外れ
  木蔵町の丹羽孫惣という惣領組の杉山又七という道具蔵手代の家の堺掛塀から出火,西通町から内町､築地ま
  で延焼したが､その間､東木蔵町を全焼､王子権現から北も全焼､西通町北側の三町を焼失､比丘尼町は東へ二町
  焼失､紺屋町の三町の内､北側西の方が4､5軒､南側を4､5軒残しただけで全焼/丸亀町二､三丁目から百間町は西
  より両側の二町を焼き､元百間町一丁目の内側は4､5軒残しただけで全焼/大工町一町､桶屋町､今新町二町が全
  焼/同心町も東へ一町の両側を焼失/ついで野方町､御坊町､御坊町裏町､靏屋町一町､本町二町､新材木町と次々
  と灰にし,町家のほか､御使者宿､大小の船20艘が焼失/材木や萱を売買している者の家が焼け川端の萱や木が
  残らず焼けた/侍屋敷の外町22軒､内町55軒を焼いて翌日の九つ時(午前12時ごろ)鎮火/被害合計では､町家は
  棟数で1402軒､世帯数にして2392か所､侍屋敷83軒､寺社4ヵ所､船31艘が焼失
1718年2月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ公･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1718年2月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の従弟(~17430722死
  去)
1718年2月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保3年1月2日|<初演>人形浄瑠璃｢山崎與次兵衛寿門松｣<浄閑住居>作
  ･近松門左衛門,竹本座
1718年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Victor Amadeus｣
1718年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯｢William Henry｣
1718年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Karl Frederick｣(~17210422死去)
1718年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯｢Charles｣(~17750621死去)
1718年2月21日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ4世ﾇｻﾑ･ﾑﾍ
  ﾞﾝﾊﾞ｣
1718年2月21日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾏﾇｴﾙ2世｣(~17430
  421)
1718年2月22日-09:00|日本|京都府京都市|享保3年1月23日|直仁親王を初代とする新宮家｢閑院宮｣創設
1718年3月2日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾖﾊﾝ･ｸｰﾃｨｴ｣(~17210904)
1718年3月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙57年2月|朝鮮全国に伝染病が流行し死者多数､大凶作で国家財政
  危機
1718年3月8日 11:00|日本|  ||享保3年2月7日|<死去>高山繁文(70歳)谷村藩･川越藩家老､俳人
1718年3月12日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾛﾘｱﾝ｣先々代の又従兄､先代の伯父(~17211011
  没)
1718年3月12日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<退任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣
1718年3月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｳｨﾚﾑ･ﾊﾞﾄﾗｰ(大統領兼局長)｣(~1722092
  5)
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1718年3月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸｰﾊﾟｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸｰﾊﾟｰ｣(~17231010死去)
1718年3月20日 11:00|日本|京都府京都市上京区|享保3年2月19日|一条浄福寺火災
1718年4月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾘｰ･ﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~11月)
1718年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾆ｣
1718年4月3日-09:00|日本|茨城県土浦市|享保3年3月3日|<加増>常陸土浦藩85000石｢土屋政直｣+1万石⇒95000石
  (⇒享保4(1719)年5月28日､隠居)
1718年4月3日-09:00|日本|滋賀県|享保3年3月3日|<加増>近江国内1万石｢大久保常春｣⇒15000石(⇒享保10(1725
  )年10月18日､下野烏山藩に移封)
1718年4月3日-09:00|日本|静岡県沼津市|享保3年3月3日|<加増>駿河松永11000石｢大久保教寛｣+5000石⇒16000
  石(⇒享保15(1730)年11月27日､隠居)
1718年4月3日-09:00|日本|千葉県野田市|享保3年3月3日|<加増>下総関宿藩5万石｢久世重之｣+1万石⇒6万石(⇒
  享保5年6月27日(17200801)､死去)
1718年4月3日-09:00|日本|東京都千代田区|享保3年3月3日|<解任>老中｢土屋政直｣
1718年4月4日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世｣(~17240518没)
1718年4月13日-09:00|日本|福井県福井市|享保3年3月13日|足羽郡勝見村から出火,111軒焼失
1718年4月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~17210205死去)
1718年4月20日-09:00|日本|山口県下関市|享保3年3月20日|<死去廃藩>長門長府藩4万7802石｢毛利元矩｣(15歳)
  無嗣,宗家長州藩に吸収/直後に分家の清末藩主に再興された
1718年4月26日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｻｰ ﾆｺﾗｽ ﾛｰｽﾞ｣(~17221222)
1718年5月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｶﾄﾞｶﾞﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｶﾄﾞｶﾞﾝ｣(~17260717死去)
1718年5月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾈｳﾞｼｪﾋﾙﾘ･ﾀﾞﾏﾄ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~17301001､殺害される)
1718年5月14日-09:00|日本|山口県下関市|享保3年4月15日|<廃藩>長門清末藩1万石｢毛利元平｣⇒<再興>長門長
  府藩38000石｢毛利匡広｣と改名(⇒享保5(1720)年5月､5万石に加増)
1718年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝで機関銃の特許を取得ﾛﾝﾄﾞﾝの弁護士ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾟｯｸﾙが取得
1718年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯｢ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ｼﾞｮｰｽﾄ･ｳﾞｧﾝ･ｹｯﾍﾟﾙ｣
1718年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾝ･ｳﾞｧﾝ･ｹｯﾍﾟﾙ｣先代の息子(~17541222死去)
1718年6月6日-09:00|日本|  ||享保3年5月8日|幕府が庶民の華美な衣服を禁じる
1718年6月10日-09:00|日本|  ||享保3年5月12日|<死去>立花北枝(不明)俳人
1718年6月13日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ暫定副王｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾟﾄﾞﾛｻ･ｲ･ｹﾞﾚﾛ｣(~17
  191217)
1718年6月19日-08:00|中国|  |||甘粛､通渭･甘谷地震/M7.5､死者7万5,000人
1718年6月23日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ｸﾞｱｿﾞ･ｲ･ｶﾙﾃﾞﾛﾝ･ﾌｪﾙ
  ﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(~17240929)
1718年6月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣
1718年6月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱﾝﾄﾝ｣(~17440901死去)
1718年6月27日-09:00|日本|福島県いわき市|享保3年5月29日|<死去>陸奥磐城平藩6万石｢内藤義稠｣(22歳)⇒従
  弟｢内藤政樹｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年3月19日､日向延岡7万石へ移封)
1718年7月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jose Antonio de Chaves y Osorio
  ｣(~1719年)
1718年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ宰相ﾊﾞｰﾗｰｼﾞｰ･ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾅｰﾄとﾃﾞｶﾝ地方の総督ﾌｻｲﾝ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝは､ﾑｶﾞﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ間
  で協定を結んだ.ﾏﾗｰﾀｰの側にﾃﾞｶﾝ6州のﾁｬｳﾀとｻﾙﾃﾞｰｼｭﾑｷｰの徴収権を与え､その代りにﾃﾞｶﾝにおける反乱に歯
  止めをかけることが条件とされた
1718年7月6日-09:00|日本|  ||享保3年6月9日|幕府密貿易を厳禁
1718年7月9日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Alexander Horne｣(~1723年)
1718年7月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ=ﾃﾞﾄﾓﾙﾄ伯｢ｼﾞｰﾓﾝ･ﾊｲﾝﾘﾋ･ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~17341012死去)
1718年7月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾊﾟｶﾞﾆｱ湾で3日間の海戦｡ｳﾞｪﾈﾂｨｱの勝利
1718年7月21日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｷﾞﾘｼｬ本土のﾌﾞﾄﾘﾝﾄ､ﾊﾟﾙｶﾞ､ﾌﾟﾚｳﾞｪｻﾞ､ｳﾞｫﾆﾂｧの港がﾊﾟｯｻﾛｳﾞｨｯﾂ条約
  によりｵｽﾏﾝ帝国からｳﾞｪﾈﾂｨｱに正式に割譲される/ｳﾞｪﾈﾂｨｱはﾓﾚｱを放棄
1718年7月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ･ｵｰｽﾄﾘｱとｵｽﾏﾝ帝国が､ﾍﾞｵｸﾞﾗｰﾄﾞ近くのﾊﾟｯｻﾛｳﾞｨﾂ
  で講和条約を締結/ｵｽﾏﾝ帝国がﾊﾞﾙｶﾝ半島一部をｵｰｽﾄﾘｱに割譲
1718年7月21日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをﾊﾟｯｻﾛｳﾞｨｯﾂ条約でｵｽﾏﾝ帝国からｳﾞｪﾈﾂｨｱに正式に割譲(8.
  12批准)
1718年7月21日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|享保3年6月24日|<死去>播磨山崎藩1万石｢本多忠英｣(72歳)⇒次男｢本
  多忠方｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年5月16日､24歳で死去)
1718年7月27日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ｳｯｽﾞ･ﾛｼﾞｬｰｽ｣(1回目~1721年2月)
1718年7月27日-09:00|日本|  ||享保3年6月30日|幕府が鷹匠目付けを創置
1718年7月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1718/7/19|ｸｪｰｶｰ教徒でﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ開拓者ﾍﾟﾝ没/73歳(誕生:1644
  1014)
1718年8月2日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾌﾃﾞｨ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1718年8月2日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙﾌｾｲﾝ1世｣ｱﾙﾑｱｲﾔﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世の孫(~1720年死去)､
  ｢ｱﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｱﾙｶｼﾞﾑ｣ｱﾙﾏﾌﾃﾞｨ･ｱﾌﾏﾄﾞの孫(~17270423死去)
1718年8月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ･ｵﾗﾝﾀﾞ三国同盟にｵｰｽﾄﾘｱが加盟
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1718年8月11日-09:00|日本|東京都港区|享保3年7月15日|<死去>浄土宗大本山増上寺36世法主,呪術師･祐天上人
  (82)
1718年8月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾌﾟﾚｳﾞｫｽﾄ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾚｳﾞｫｽﾃｨｴｰﾙ｣(~17
  211011)
1718年8月19日-09:00|日本|  ||享保3年7月23日|幕府が新狩り場での殺生禁断,鶴･白鳥･雁･鴨などの贈答･食用
  を3年間禁じる
1718年8月21日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｳﾞｨﾐｴｲﾛ伯爵ｻﾝﾁｮ･ﾃﾞ･ﾌｧﾛ･ｲ･ｽｰｻﾞ｣(~1
  7191013)
1718年8月22日-09:00|日本|  ||享保3年7月26日|三河､伊那遠山谷で地震/M7.0､遠山川の河道閉塞が後日決壊し
  ､死者50人
1718年8月24日-09:00|日本|長崎県長崎市|享保3年7月28日|長崎で大雨洪水のため溺死者46人
1718年8月27日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保3年8月2日|大洲城下中町より出火､452軒焼失
1718年8月29日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保3年8月4日|<就任>大坂城代｢安藤信友｣(~享保7(1722)年5月21日)
1718年8月29日-09:00|日本|広島県三次市|享保3年8月4日|<死去>備後三次藩5万石｢浅野長澄｣(48歳)⇒三男｢浅
  野長経｣が継ぐ(⇒享保4(1719)年4月23日､死去無嗣断絶､本家の安芸広島藩に還付)
1718年9月6日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島｢Joseph Beauvollier｣(~17230822)
1718年9月6日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼｭｳﾞｧﾘｴ･ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｶﾞﾙﾆｴ･ﾄﾞ･ﾌｼﾞｭﾚｲがﾓｰﾘｼｬｽ島のﾌﾗﾝｽ領有宣言(172
  10923､正式領有宣言/17670714まではｲﾝﾄﾞ会社支配下)
1718年9月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1718年9月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17220208死去)
1718年9月22日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Leonor de Estrada｣
1718年9月28日-09:00|日本|長崎県対馬市|享保3年9月5日|<死去>対馬国府中藩22800石｢宗義方｣(35歳)⇒11月22
  日､弟｢宗義誠｣が継ぐ(⇒享保15(1730)年11月6日､死去)
1718年9月29日-09:00|日本|秋田県秋田市|享保3年9月6日|<交替>出羽久保田新田藩(2)2万石｢佐竹義長｣隠居⇒
  婿養子｢佐竹義道｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年5月14日､隠居)
1718年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢静かなﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾄﾏｿ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1718年10月2日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|享保3年9月9日|<死去>鳥取西館新田藩(因幡若桜藩)15000石｢池田清
  定｣(36歳)⇒甥｢池田定賢｣が継ぐ(⇒享保5(1720)年､5000石加増され2万石)
1718年10月3日-09:00|日本|新潟県上越市|享保3年9月10日|<死去>越後高田藩113000石｢松平定逵｣(42歳)⇒次男
  ｢松平定輝｣が継ぐ(⇒享保10(1725)年10月1日､死去)
1718年10月4日-09:00|日本|茨城県水戸市|享保3年9月11日|<死去>常陸水戸藩35万石｢徳川綱條｣(63歳)⇒養子｢
  徳川宗堯｣が継ぐ(⇒享保15(1730)年4月7日､死去)
1718年10月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Jorge Martins de Sousa e Meneses｣(~17240727)
1718年10月5日-09:00|日本|長野県|享保3年9月12日|信濃で大地震｡飯山城大破｡民家多く倒壊
1718年10月24日-09:00|日本|岐阜県高山市|享保3年10月|高山祭りで屋台を引く(岐阜県)
1718年10月29日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|享保3年10月6日|<死去>越後糸魚川藩1万石｢松平直之｣(37歳)⇒養
  子｢松平直好｣が継ぐ(⇒元文4(1739)年2月16日､死去)
1718年11月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱが人頭税のため人口調査を開始
1718年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾔﾋﾔ1世･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞﾗｶｰﾄ｣(~1719年)
1718年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾃﾞｨﾍﾞﾙｳﾞｨﾙ卿ﾋﾟｴｰﾙ･ﾙ･ﾓｱﾝとﾋﾞｱﾝﾋﾞﾙがﾌﾗﾝｽ人の都市,ﾆｭｰｵﾘﾝｽﾞを建設
  /東はﾌﾛﾘﾀﾞのｽﾍﾟｲﾝ軍の前進基地ﾍﾟﾝｻｺﾗを占拠
1718年11月2日-09:00|日本|  ||享保3年10月10日|<死去>初代市村竹之丞(65歳)歌舞伎役者､座元
1718年11月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Karl William｣
1718年11月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Johann August｣(~17421107死去)
1718年11月10日-09:00|日本|東京都|享保3年10月18日|江戸町奉行が7か条の規定を申し渡した/町方で出火した
  場合､風上2町､風脇左右2町ずつ合計6町､各30人ずつ合計180人が火元に駆け付け消火に当たること(小さな家
  の場合は引き壊して延焼を食い止めて良い)/消火活動の際､定火消が駆けつけてきても､そのまま活動を続け､
  両者ともども協力して大火にならないようにすると規定/出動した町の目印として昼は小さなのぼり､夜は提
  灯を用意/消火活動の監督のため､月行事(当番)の名主が出動するなどとした(2か月後には､2～30町単位に"火
  消組合"を編成し担当地域を決め､組の目印(火消まとい)も決めることを命じた)
1718年11月12日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Christoffel van Swoll｣
1718年11月13日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Hendrick Zwaardecroon｣(~17250708)
1718年11月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾂｧｲﾂ公｢Moritz Wilhelm｣
1718年11月17日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|享保3年10月25日|<死去>出羽亀田藩2万石｢岩城秀隆｣(46歳)⇒1
  2月7日､養子｢岩城隆韶｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年8月29日､死去)
1718年11月20日-09:00|日本|長野県松本市|享保3年10月28日|<死去>信濃松本藩7万石｢水野忠周｣(46歳)⇒長男｢
  水野忠幹｣が継ぐ(⇒享保8年5月10日(17230612)死去)
1718年11月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||落雷による火事のためｺﾙﾌの旧要塞で､海軍司令官､多数の貴族と共に死す
1718年11月26日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾔ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(~1727年)
1718年11月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ｸﾞｽﾀﾌ･ｻﾞﾑｴﾙ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣(~17310917死去)
1718年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ銀行家ｼﾞｮﾝ･ﾛｰの｢総合銀行｣が｢王立銀行｣に昇格(いわばﾌﾗﾝｽの中央銀行)
1718年12月11日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾄﾞｲﾂ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1718/11/30|<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｰﾙ12世｣
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  兼ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ｶｰﾙ2世｣ﾉﾙｳｪｰ遠征中に戦死/36歳
1718年12月12日-09:00|日本|  ||享保3年閏10月21日|幕府が､1704年から15年間にわたって鋳造し通用させてき
  た劣悪な宝永金銀の通用を停止し､新旧通貨の交換規則を定める
1718年12月15日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾌﾞﾘｭｴ｣(~1720年5月)
1718年12月15日-09:00|日本|福島県福島市|享保3年閏10月24日|<死去>陸奥福島藩3万石｢板倉重泰｣(28歳)⇒養
  子｢板倉勝里｣が継ぐ(⇒寛保3年7月21日(17430909)､死去)
1718年12月16日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1718/12/5|<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾙﾘｶ･ｴﾚｵﾉ
  ｰﾗ｣(~17200229~17411124死去53歳)
1718年12月31日-09:00|日本|滋賀県大津市|享保3年11月10日|<死去>本多康慶(72歳)前近江膳所藩主
1719年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏﾀﾗﾑ君主｢ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ1世｣
1719年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢ﾌﾚｲ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄ･ｱﾝﾄﾆｵ｣(~1722年)
1719年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｱｲｻﾞｯｸ･ﾊﾟｲｸ｣(~1723年)
1719年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾗｼﾞｬ･ｹﾁﾙ(簒奪者)｣(~1723年)
1719年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾉﾏﾝ君主｢Sultan Anom3世 Muhammad Alimuddin｣(~1732年)
1719年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗﾑ君主｢ｱﾏﾝｸﾗｯﾄ4世｣ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ1世の長男(~1726年)王位争いが起き(第2次ｼ
  ﾞｬﾜ継承戦争～1723)VOCは､反対する叔父や弟を打ち破り､島流し
1719年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国第14代国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾌﾞﾝﾀﾞﾝ･ﾊﾞﾀﾞﾝ｣(~1723年)
1719年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｶﾞﾜﾝ･ｷﾞｬﾑｼｮ｣(~1729年没)
1719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｹﾞﾘｯﾄ･ﾌｧﾝ･ｳﾞｪｽﾄﾚｰﾈﾝ｣(~1723年)
1719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾏﾊﾗｵ)｢ﾀﾞｲｼｬﾙｼﾞ1世｣(~1752年没)
1719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝｼﾞｬﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾟﾅｰﾄ･ﾊﾞﾆ｣(~1736年)
1719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｶﾘﾑ･ﾀﾞｯﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1732年没)
1719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾝﾃﾞｨ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｳﾞ･ｼﾞｬﾜﾗ･ｾﾝ｣共同統治(~1722年没)
1719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾝﾌﾟｰﾙ国統治者｢ｱﾘ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~17490916没)
1719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻﾝｸﾞﾘ国はﾊﾞｼｬｰﾙの一部(~1803年)
1719年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾛﾋﾗ国がｱｵﾝﾗに設立される(⇒ﾛﾋﾙｶﾝﾄﾞとして知られるようになる)
1719年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾀｼｭｹﾝﾄ･ﾊﾝ｢`Abd Allah Khan｣
1719年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾎﾗ朝君主｢Mian Noor Muhammad｣(~17550619死去)
1719年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｷﾞﾙｻﾞｰｲ族のﾏﾌﾑｰﾄﾞが部族紛争に勝利し､ｱﾌｶﾞﾝ族を統一
1719年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ﾑﾊﾝﾅ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙﾀｰﾝ｣(~1720年)
1719年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｷﾞﾙｻﾞｰｲ族とｱﾌﾟﾀﾞﾘｰ族間で戦闘発生､ｱﾌﾟﾀﾞﾘｰ族長ｱｻﾄﾞｯﾗｰを殺害
1719年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Uthman Pasha Abu Tawq｣(1期目~1721年)
1719年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱﾗﾙｶﾝ･ｴ･ｿ
  ｯﾄﾏｵﾜｰﾙ｣(~1722年)
1719年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾂｨﾝﾏｰﾏﾝ｣(~1725年)
1719年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Francisco Perez Manchego｣(~同年)⇒総督｢Luis Reggio
  , principe de Campo Florido｣(~1720年)
1719年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ｸﾞﾛｰﾌﾞｽﾃｨﾝｽﾞ男爵ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼﾙﾃﾏ｣(~17301103没)
1719年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏代行｢ﾖﾊﾝ･ｱﾀﾞﾑ･ﾌﾞﾚﾝﾄﾞﾙ｣(~1720年)
1719年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ公｢Domenico2世Orsini｣(~1789年)
1719年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||ﾌｧﾄﾞｰﾂとｼｭﾚﾝﾍﾞﾙｸが合併しﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公国が成立
1719年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾌﾗﾝｽ人,ﾍﾟﾝｻｺﾗ以西のﾒｷｼｺ湾岸を占領
1719年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ｲｻﾞ･ﾃﾝﾃﾞ｣(~1748年)
1719年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||王立ｱﾌﾘｶ会社はﾍﾞﾝｽ島に拠点を移転
1719年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||海賊がﾍﾞﾝｽ島を占拠して略奪を行う(～1720年)
1719年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Willem Palmers｣(~1721年)
1719年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰで疫病が大流行し､先住民人口が底をうつ
1719年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱｽﾛﾙ･ｲ･ﾋﾞﾙﾄ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ｣(~1722年)
1719年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Arnavut Recep Pasha｣(1期目~同年)⇒｢Morali A
  li Pasha｣(~同年)
1719年1月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽがｽﾍﾟｲﾝに宣戦布告/ｽﾍﾟｲﾝがｻﾙﾃﾞｨﾆｱとｼﾁﾘｱを占領したことが原因
1719年1月11日-09:00|日本|新潟県新発田市|享保3年11月21日|<死去>越後新発田藩5万石｢溝口重元｣(39歳)⇒次
  男｢溝口直治｣が継ぐ(⇒享保17年閏5月11日(17320707)､死去)
1719年1月12日-09:00|日本|千葉県富津市|享保3年11月22日|<交替>上総飯野藩2万石｢保科正殷｣隠居⇒弟｢保科
  正寿｣が継ぐ(⇒元文4(1739)年5月29日､死去)
1719年1月15日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保3年11月25日|<初演>近松門左衛門,人形浄瑠璃｢博多小女郎浪枕｣
  <毛剃>竹本座
1719年1月23日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||ﾌｧﾄﾞｩｰﾂとｼｪﾚﾝﾊﾞｰｸﾞはﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公国に統合
1719年1月28日 10:00|日本|埼玉県川越市|享保3年12月9日|<川越享保3年の大火>暮れ六つ半時(19時ごろ)､杉原
  町の行伝寺門前の鴨町､一郎左衛門屋敷の家守(管理人)金右衛門方から出火､新門前は全焼､鴫町北側の鍛冶町
  の角まで延焼し､南側の松郷町まで残らず灰にした/その後､猪鼻町から蓮馨寺門前､久保も類焼し､大工町､六
  軒町､鐘打町､中原町､瀬尾町､新田町､足軽町､二番町､三番町と次々と焦土と化した/1000軒余りが焼失
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1719年1月29日-09:00|日本|東京都|享保3年12月10日|幕府が火付･盗賊･賭博改めの職を統合
1719年1月31日-09:00|日本|  ||享保3年12月12日|幕府:1704年より鋳造･通用してきた劣悪な宝永金銀の通用を
  停止/新旧通貨の交換規則を定める
1719年2月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1721年)
1719年2月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Francisco Ibanez y Rubalcava｣(~8.1死去)
1719年2月19日-09:00|日本|  ||享保4年|<刊行>各務支考｢俳諧十論｣
1719年2月19日-09:00|日本|  ||享保4年|新井白石が地誌｢南島志｣を著す
1719年2月19日-09:00|日本|長野県須坂市|享保4年|<交替>信濃須坂藩10053石｢堀直佑｣隠居⇒養子｢堀直英｣が継
  ぐ(⇒享保20(1735)年､隠居)
1719年2月19日-09:00|日本|東京都中央区|享保4年1月|<初演>歌舞伎｢曾根崎心中｣中村座､二代目市川團十郎
1719年2月19日-09:00|日本|東京都中央区|享保4年1月|<初演>｢傾城紫手綱｣<鎌髭>,荒岡源太･松本七蔵､森田座
1719年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯｢John Ernst｣
1719年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯｢Charles August｣(~17531109死去)
1719年2月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ﾗﾌｨｰ･ｳｯﾀﾞﾗｼﾞｬｰﾄ｣(~6.6､廃位~6.13､死去)
1719年2月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ﾌｧｯﾙﾌｼﾔﾙ｣(~17190429死去)
1719年3月2日-09:00|日本|山口県萩市|享保4年1月12日|長州藩が藩校明倫館を萩に創設
1719年3月5日-09:00|日本|北海道|享保4年1月15日|<昇格>蝦夷松前藩(無高)｢松前矩広｣正式な大名1万石格が成
  立(⇒享保5年12月21日(17210118)､死去)
1719年3月6日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ｼｪﾜ支配君主｢ｹﾀﾞﾐ･ｶﾙ ｾﾍﾞｽﾃｨﾔﾉｽ｣(~17440223没)
1719年3月19日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Juan de Mur y Aguirre｣(~172
  20315死去)
1719年3月21日-08:00|中国|  ||清･康熙58年2月|清で｢皇輿全覧図｣が完成/康熙帝が洋式手法による実測図を作
  成させたもの
1719年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟｵﾛ･ｳﾞｧﾛｰﾆ｣｢ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻｰﾚ･ﾃｨﾆ(在職中死去)
  ⇒ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾓﾗｯﾁに交代｣
1719年4月9日-09:00|日本|  ||享保4年2月20日|新井白石の語源研究書｢東雅｣がなる
1719年4月14日-09:00|日本|山形県米沢市|享保4年2月25日|<立藩>米沢新田藩1万石｢上杉勝周｣米沢藩から新田
  分与(⇒延享4(1747)年7月2日､死去)
1719年4月17日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾌｫﾝ･ﾊﾟｽｸｱﾘｰﾆ｣(~1720年
  7月)
1719年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1719/4/14|ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾃﾞﾌｫｰの｢ﾛﾋﾞﾝｿﾝ･ｸﾙｰｿｰ｣の初版が刊行
1719年4月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾆｺﾗｴ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(2回目~17300823)
1719年4月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣第2代ｱｰｶﾞｲﾙ公⇒初代ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ公(~17431004死
  去､ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ公廃絶)
1719年4月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>4代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣⇒初代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公(~17220120死去)
1719年4月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｼｬﾝﾄﾞｽ公･初代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽﾞ｣(~17440809死去)
1719年5月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾏﾄｳﾞｪｴｳﾞｨﾁ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｱﾌﾟﾗｸｼﾝ｣(~17281121没)
1719年5月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Alexandre Vaultier de Moyencourt｣(~1727.10)
1719年5月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国対立皇帝｢ﾈｸｼﾔﾙ｣(~8.13)
1719年5月19日-09:00|日本|  ||享保4年4月|<刊行>西川如見の町人教訓書｢町人嚢｣
1719年5月19日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙58年4月|朝鮮が日本に通信使を派遣
1719年5月25日 10:00|ﾄﾙｺ|  |||正午すぎ､ﾄﾙｺ､ｲｽﾞﾐｯﾄ･ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで地震(M7.4)死者1000人､多くの建物や城壁が
  倒壊
1719年5月26日-09:00|日本|新潟県新発田市|享保4年4月8日|<越後新発田享保4年の大火｢長行寺火事､第一與茂
  七火事｣申下刻(17時ごろ)､託明寺の前寺･長行寺から出火,大町通りから小人町へと延焼､地蔵堂町､御免町､新
  道へと炎の勢いはますます激しく､竹町､両歩行町から再び小人町へ､そこから片田町へと町家を焼き払い､城
  内へと延びた/まず西川智光院様の御屋敷､会所､御馬屋､御作事小屋へと次々灰にし､三の丸御用屋敷､掛蔵､牢
  屋敷も焼き払った/ついで大手西の門､菅原門と焼き､二の丸から三の丸へ延焼､新井田の窪田平兵衛宅を最後
  に､中曽根裏町を全焼して新井田村で鎮火/被災したのは､家屋が町家203軒､百姓家7軒､侍屋敷161軒､無足人(
  所領のない給料取り武士)屋敷152軒､足軽屋敷184軒､仲間屋敷126軒などを含む1000余戸が焼失/城内の櫓3か
  所､御用屋敷1か所､同所屋敷1か所､先寺小屋1か所､馬屋1か所､城門2か所､牢屋1か所など焼失/寺1か所､同別当
  宅1か所､地蔵堂1かが焼失
1719年6月1日-09:00|日本|群馬県館林市|享保4年4月14日|恩田佐吉(78歳)上野中谷村の名主.館林騒動の首謀者
  として捕縛され､斬首された
1719年6月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ﾗﾌｨｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗ(ｼｬｰ･ｼﾞｬﾊｰﾝ2世)｣(~9.19､殺害される)
1719年6月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ﾗﾌｨｰ･ｳｯﾀﾞﾗｼﾞｬｰﾄ｣(~6.13､死去)
1719年6月10日-09:00|日本|広島県三次市|享保4年4月23日|<死去>備後国三次藩5万石｢浅野長経｣(11歳)無嗣絶
  家(5月11日,所領5万石を広島藩へ還付)
1719年6月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣(~17230216死去)
1719年6月19日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ･ﾛﾊﾞｰﾂ｢ﾌﾞﾗｯｸﾊﾞｰﾄ｣配下のｲｷﾞﾘｽ海賊がｻﾝﾄｱﾝﾄﾆｵを破
  壊
1719年6月20日-09:00|日本|愛知県田原市|享保4年5月3日|<死去>大垣新田藩1万石｢戸田氏成｣(61歳)⇒養子｢戸
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  田氏房｣が継ぐ(⇒宝暦9(1759)年10月23日､死去)
1719年7月3日-09:00|日本|宮崎県延岡市|享保4年5月16日|<死去>日向延岡藩8万石｢牧野成央｣(21歳)⇒養子｢牧
  野貞通｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年3月19日､常陸笠間藩に移封)
1719年7月10日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｿﾚﾙ侯爵ﾚｵﾝ｣(~17231206)
1719年7月15日-09:00|日本|茨城県土浦市|享保4年5月28日|<交替>常陸土浦藩95000石｢土屋政直｣隠居⇒四男｢土
  屋陳直｣が継ぐ(⇒享保19(1734)年1月16日､死去)
1719年7月15日-09:00|日本|山口県周南市|享保4年5月28日|<再興>周防徳山藩3万石｢毛利元尭｣(⇒享保6(1721)
  年2月11日､死去)
1719年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｼｮﾝﾊﾞｰｸﾞ公･初代ﾘﾝｽﾀｰ公｢ﾒｲﾅｰﾄﾞ･ｼｮﾝﾊﾞｰｸﾞ｣
1719年7月24日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ﾏﾙﾀﾝ司令官｣(~1720年)
1719年8月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ6世｣(3回目~1723年5月)
1719年8月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Francisco Ibanez y Rubalcava｣
1719年8月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Alonso de Guevara y Vasconcelos｣(~1730年死去)
1719年8月5日-09:00|日本|宮城県仙台市|享保4年6月20日|<死去>伊達綱村(61歳)前陸奥仙台藩主
1719年8月16日-09:00|日本|福井県小浜市|享保4年7月1日|小浜富沢町から出火,255軒焼失
1719年8月16日-09:00|日本|三重県三重郡菰野町|享保4年7月1日|<死去>伊勢菰野藩11000石｢土方豊義｣(31歳)⇒
  長男｢土方雄房｣が継ぐ(⇒寛延3(1750)年1月25日､隠居)
1719年9月12日-09:00|日本|  ||享保4年7月28日|幕府が市中での辻相撲･踊りを禁じる
1719年9月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ﾗﾌｨｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗ(ｼｬｰ･ｼﾞｬﾊｰﾝ2世)｣殺害される
1719年9月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保4年8月12日|<初演>近松門左衛門､人形浄瑠璃｢平家女護島｣<俊寛
  >竹本座
1719年9月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国皇帝｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~17480426､死去)
1719年9月28日-09:00|日本|東京都|享保4年8月15日|<死去>儒学者｢佐藤直方｣江戸で(70)/幕府を顧みない愚挙
  に踏み切った逆臣であると赤穂浪士を弾劾したことで知られる
1719年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1719年10月3日-09:00|日本|滋賀県長浜市|享保4年8月20日|<死去>近江宮川藩1万石｢堀田正朝｣(40歳)⇒長男｢堀
  田正陳｣が継ぐ(⇒寛延元(1748)年10月15日､3000石加増され13000石)
1719年10月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾌﾞﾛｰｼﾞｵ･ｲﾝﾍﾟﾘｱｰﾚ｣(~17211004)
1719年10月11日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾊﾞｽﾃｨﾘｮ･ﾊﾞｽﾀﾏﾝﾃ｣
1719年10月11日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督代理｢Archbishop Francisco de la C
  uesta｣(~17210806)
1719年10月13日-09:00|日本|  ||享保4年9月|<死去>塩見政誠(74歳)蒔絵師
1719年10月14日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢暫定政府(ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾓﾝﾃｲﾛ･ﾀﾞ･ｳﾞｨﾃﾞ/
  ｶｴﾀｰﾉ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ･ｲ･ﾌｨｹﾞｲﾚﾄﾞ/ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･ｴ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ)｣(~17201123)
1719年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣
1719年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣(~17510318死去)
1719年11月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの数学者･哲学者･歴史学者･物理学者ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄ･ﾗｲﾌﾟﾆｯﾂ(164607.1
  ～)万能の天才といわれ､多くの名誉学位を得た/無限の積分に｢∫｣の記号を用いた
1719年11月17日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官代理｢Jacob Stalpert｣(~17201103､死
  去)
1719年11月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1719/11/9|ｽﾄｯｸﾎﾙﾑで､ｲｷﾞﾘｽ王ｼﾞｮｰｼﾞ1世がｽｳｪｰﾃﾞﾝと
  和約を結ぶ/ﾊﾉｰﾌｧｰ選帝侯は100万ﾘｸｽﾀﾞﾗｰと引替えにﾌﾞﾚｰﾒﾝとﾌｪﾙﾃﾞﾝ(ﾌﾞﾚｰﾒﾝ=ﾌｪﾙﾃﾞﾝ)を獲得
1719年12月1日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ暫定司令官｢Pieter Scholten｣(~17230730死去)
1719年12月6日-09:00|日本|広島県三次市|享保4年10月25日|<再興>備後国三次藩5万石｢浅野長寔｣(~享保5(1720
  )年5月21日､死去無嗣廃絶)
1719年12月12日-09:00|日本|福島県伊達郡桑折町|享保4年11月2日|<交替>陸奥桑折藩2万石｢松平忠尚｣隠居⇒甥
  ｢松平忠暁｣が継ぐ(⇒享保21(1736)年2月14日､死去)
1719年12月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがｼﾁﾘｱ島奪回に失敗し､宰相ｱﾙﾍﾞﾛｰﾆが失脚
1719年12月17日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ﾗ･ｸｴﾊﾞ伯爵ﾎﾙﾍ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾛﾝｶﾞ･ｲ･ﾌｫｰﾁｭﾆｰ｣(~
  17240517)
1719年12月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾑｰｱ2世｣(~17210530)
1719年12月23日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|享保4年11月13日|<死去>豊後森藩12500石｢久留島通政｣(59歳
  )⇒養子｢久留島光通｣が継ぐ(⇒明和元年9月18日(17641013)､死去)
1719年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣
1719年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣(~17770718死去)
1719年12月25日-09:00|日本|  ||享保4年11月15日|幕府が金銀貸借･買掛等の訴訟は不受理とする(相対済し令)
1719年12月29日-09:00|日本|山口県周南市|享保4年11月19日|<死去>毛利元次(53歳)元周防徳山藩主
1719年12月30日-09:00|日本|  ||享保4年11月20日|<死去>早川伝五郎(50歳)歌舞伎役者
1720年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Simon van der Stel｣
1720年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ･ｱｳﾘｱｳｯﾗｰ｣
1720年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督代理｢Rochus Hollaar｣(~1721年)
1720年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Anthonie Heinsius｣(~1723年死去)



1720迄(1598件)

1720年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾗｸｻﾏﾅ･ﾀﾞｼﾞｬﾝ｣(~1721年)
1720年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｼﾞﾝ･ﾑｶﾞﾔｯﾄ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣(~1728年
  没)
1720年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾀｲ|  |||ｶﾝﾎﾞｼﾞｱはｼｬﾑの家臣(~1834年)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<国名変更>ｳﾝﾁｬﾊﾗ国⇒ﾅｺﾞﾄﾞ国(新しい首都にちなんで)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾘｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝｼﾑｼﾞ1世ｳﾞｨｼﾞｬｲｼﾑｼﾞ｣
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘｰ･ﾗｼﾞｬ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ4世｣(~1728年)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾄｶﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊｸﾙｼｭﾅﾃﾞｰｳﾞｧ｣(~1725年)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾅﾇｰﾙ国統治者(ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾓﾊﾒｯﾄﾞ･ｱﾘ4世ｱﾃﾞｨ｣(~1728年)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾅﾙﾊﾟｯﾄ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1738年)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾞ国摂政｢ｳｸﾞﾗ･ｼﾝ｣(~1735年没)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｺﾞﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｪｰﾝ･ｼﾝ｣(~1748年)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾘｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨﾗｰｼﾞ1世ﾏﾝｼﾑｼﾞ｣(~1732年没)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ﾊﾟﾙ｣(~1735年)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾙ国統治者(ﾗｵ)｢ｹｻﾙｼﾝｼﾞ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ｣(~1728年)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｺｯﾄ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾏｽﾑ･ｶｰﾝ･ｼｭｶﾞｰﾄ=ﾑｶﾞｰﾙ帝国総督｣(~1732年没)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏｽﾞﾘﾊﾟﾀﾑはﾌﾗﾝｽの領有地(~17590408/1750年5月~7月､ｲｷﾞﾘｽが占領)
1720年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗｰｼﾞｺｯﾄ国をﾑｶﾞﾙ帝国が占領(~1732年)
1720年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾀｼｭｹﾝﾄ･ﾊﾝ｢Zholbars Khan｣(~1740.4死去)
1720年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ﾑﾊﾝﾅ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙﾀｰﾝ｣
1720年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｻｲﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙﾀｰﾝ2世｣(第2治世~17220614)
1720年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙﾌｾｲﾝ1世｣
1720年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<設立>ﾌﾞｻﾞﾔ国家
1720年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>下ﾔｰﾌｧ･ｻﾙﾀﾝ｢Sayf ibn Qahtan al-Afifi｣(~1740年)
1720年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<即位>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞ･ﾊﾞｸﾙ･ﾋﾞﾝ･ｳﾏﾙ｣(~1727年)
1720年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢Mubarak bin Ahmad｣(~1723年)
1720年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<再任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢Recep Pasha｣(~1721年)
1720年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Arifi Ahmed Pasha｣(~同年)⇒｢Hasanoglu Ahmed Pa
  sha｣(~1721年)
1720年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊﾁ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1736年)
1720年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Juan Francisco Manrique de Arana e Iraola｣(2期目~
  同年)⇒総督｢Francisco Fernandez de Ribadeo｣(2期目~1725年)
1720年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾂｯﾃｨ伯｢Giuseppe Felipe Augusto di Panzutti, 1st Count Panzutti｣(~17
  56年)
1720年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾖﾊﾝ･ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾝﾂ｣(1回目~17270420)
1720年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ植民地でｴﾝｺﾐｴﾝﾀﾞ制を廃してｱｼｴﾝﾀﾞ制を導入
1720年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾋｭｰﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾋｭｰﾑ｣
1720年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾋｭｰﾑ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋｭｰﾑ｣(~17610428死去)
1720年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮﾝ･ｻﾞ･ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾄ｣(~1721年)
1720年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Chamber Senate｣(~17220413)
1720年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾃｸﾞﾍﾞ統治者｢ｱｼｶﾞ｣
1720年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾃﾑﾈ王国統治者(ﾊﾞｲｽ)｢ﾅｲﾝﾊﾞﾝﾅ2世｣(ﾛﾊﾞﾝﾅにて~17931111没)
1720年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王｢ｵﾎﾟｸ･ﾜﾚ･ｶﾀｷｴ｣(~1750年死去)
1720年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢John Frere｣(~1721年)
1720年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官｢Charles Simmons｣(~1743年)
1720年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官｢Jacques Greaux｣(~1730年)
1720年 04:00|ﾁﾘ|  |||英国人ｼｪﾙﾎﾞｯｸ,ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝを攻撃するが敗退
1720年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<死去>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｼﾞｪﾚﾐｰ1世｣
1720年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞｰﾈｯﾄ｣(~1728年)
1720年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾞﾙｯｸ･ｼﾞｭﾆｱ｣(~同年)⇒｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｶﾙﾊﾞｰ
  ﾄ｣(~1727年)
1720年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾌｱﾝ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾃﾞ･ｱﾗﾝﾁﾋﾞｱ･ｲｻﾞｼ｣(~17210821)
1720年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<即位>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｼﾞｪﾚﾐｰ2世｣(~1729年10月没)
1720年1月1日-09:00|日本|福岡県福岡市|享保4年11月22日|<交替>筑前福岡藩473100石｢黒田宣政｣隠居⇒従弟｢
  黒田継高｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年12月10日､隠居)
1720年1月9日-09:00|日本|滋賀県大津市|享保4年11月30日|<死去>近江膳所藩6万石｢本多康命｣(48歳)⇒弟｢本多
  康敏｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年8月24日､死去)
1720年1月10日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾗﾓﾝ･ﾍﾟﾚﾛｽ｣
1720年1月11日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾗﾓﾝ･ﾃﾞｽﾌﾟｲｸﾞ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾏﾙｼｰｼﾞｬ｣(1回目~13日)
1720年1月13日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾏﾙｶﾝﾄﾆｵ･ｿﾞﾝﾀﾞﾀﾞﾘ｣(~17220616没)
1720年1月15日-09:00|日本|愛媛県今治市|享保4年12月6日|今治藩領越智郡大島宮窪村で大火事があり70軒を焼
  失



1720迄(1598件)

1720年1月16日-09:00|日本|  ||享保4年12月7日|<死去>4世井上因碩(74歳)囲碁棋士.五世名人碁所
1720年1月18日-09:00|日本|  ||享保4年12月9日|<死去>天野桃隣(81歳)俳人
1720年1月19日-09:00|日本|大分県大分市|享保4年12月10日|<死去>松平近陳(82歳)前豊後府内藩主
1720年1月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝとﾌﾟﾛｲｾﾝの間にｽﾄｯｸﾎﾙﾑ条約締結/ｽｳｪｰﾃﾞﾝからﾌﾟﾛｲｾﾝ王国は2
  00万ﾘｸｽﾀﾞﾗｰと引替えに前ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ､ｼｭﾃｯﾃｨﾝ､ｳｰｾﾞﾄﾞﾑ島を獲得/ただし､ｼｭﾄﾗﾙｽﾞﾝﾄやﾘｭｰｹﾞﾝ島は返還
1720年1月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｳﾙﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ﾆｯｾﾝ
  ｣(~17261012)
1720年1月26日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾘﾏ大司教ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾓﾙｼｰｼﾞｮ･ﾙﾋﾞｵ･ﾃﾞ･ｱｳﾆｮﾝ｣(2回目~1724
  0514)
1720年2月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱ公国がｵｰｽﾄﾘｱからｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬを獲得
1720年2月4日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|享保4年12月26日|<死去>住友友芳(50歳)住友家4代当主
1720年2月8日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|享保5年|<加増>鳥取西館新田藩15000石｢池田定賢｣+5000石⇒2万石(⇒
  元文元(1736)年9月7日､死去)
1720年2月8日-09:00|日本|新潟県柏崎市|享保5年|<交替>越後椎谷藩1万石｢堀直央｣隠居⇒弟｢堀直恒｣が継ぐ(⇒
  享保15年12月10日(17310117)､死去)
1720年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･保泰1年|大越後黎朝12代･祐宗が保泰と改元(-1729)
1720年2月8日-09:00|日本|  ||享保5年1月|<刊行>西川如見の地誌｢長崎夜話草｣
1720年2月8日-09:00|日本|東京都千代田区|享保5年1月|<初演>｢楪根元曾我｣<矢の根>森田座,｢市川團十郎十八
  番｣､二代目市川團十郎
1720年2月9日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保5年1月2日|<初演>歌舞伎｢平家女護島｣<俊寛>大坂､中の芝居竹嶋
  座
1720年2月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ2世｣ｻｳﾞｫｲｱ公.ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚ2世とﾏﾘｰｱ･ｼﾞｮ
  ｳﾞｧﾝﾅ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾃﾞｨ･ｻｳﾞｫｲｱの息子(~17300903退位~17321031死去66歳)ﾛﾝﾄﾞﾝ条約の結果ｼﾁﾘｱ島とｼﾁﾘｱ王位を手
  放す代わりにｻﾙﾃﾞｰﾆｬ島を取得しｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国となった(首都ﾄﾘｰﾉ)
1720年2月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝが､ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ･ｵﾗﾝﾀﾞ･ｵｰｽﾄﾘｱの四国同盟とﾊ
  ｰｸﾞ条約を結び､ﾕﾄﾚﾋﾄ条約の体制を受入れる
1720年2月18日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｷﾄはﾍﾟﾙｰに再編入(~17390820)
1720年2月29日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<退位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ女王｢ｳﾙﾘｶ･ｴﾚｵﾉｰﾗ｣
1720年2月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾘﾄﾞの港からﾏﾗﾓｯｺ港にいたる運河を浚渫
1720年3月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｼﾞｮﾙｼﾞ8世｣(~6月)
1720年3月1日-09:00|日本|  ||享保5年1月23日|新井白石｢蝦夷志｣を著す(本道を対象とする最初の地誌とされ
  る)
1720年3月6日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｰﾀｰﾗｰﾍﾞﾝ｣(~17270929没)
1720年3月6日 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾌｪﾛｰ諸島/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞはｱｲｽﾗﾝﾄﾞに従属(~17750306)/ﾌｪﾛｰ諸島の島
  々はｱｲｽﾗﾝﾄﾞに従属(~17750906)
1720年3月10日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任><就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾄﾊﾟﾙ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~同年)⇒｢ｱﾌ
  ﾞﾄﾞｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ･ﾑｼﾝｻﾞｰﾃﾞ｣(1回目~1727年)
1720年3月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｳｨｰﾑｽﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｳｨｰﾑｽﾞ｣
1720年3月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｳｨｰﾑｽﾞ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｨｰﾑｽﾞ｣(~17560321死去)
1720年3月18日-09:00|日本|  ||享保5年2月10日|<死去>幸子女王(承秋門院)(41歳)東山天皇の中宮
1720年3月24日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾌﾚﾄﾞﾘｸ1世｣(~17510325死去74歳)
1720年3月26日-09:00|日本|大分県杵築市|享保5年2月18日|<死去>松平重栄(76歳)前豊後杵築藩主
1720年3月31日-09:00|日本|福岡県直方市|享保5年2月23日|<死去改易>筑前直方藩5万石｢黒田長清｣(54歳)無嗣/
  宗家福岡藩に吸収
1720年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1720年4月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢ﾊﾞｰﾗｰｼﾞｰ･ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾅｰﾄ｣
1720年4月3日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|享保5年2月26日|<死去>近江仁正寺藩17000石｢市橋信直｣(65歳)
  ⇒4月26日､養子｢市橋直方｣が継ぐ(⇒元文元(1736)年5月25日､隠居)
1720年4月7日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Francisco Danio Granados｣(2期目~1724
  年)
1720年4月11日-09:00|日本|滋賀県東近江市|享保5年3月4日|<死去>近江山上藩13000石｢稲垣重房｣(51歳)⇒4月2
  6日､長男｢稲垣定享｣が継ぐ(⇒元文5(1740)年4月25日､死去)
1720年4月12日-09:00|日本|熊本県人吉市|享保5年3月5日|<死去>相良頼福(72歳)前肥後人吉藩主
1720年4月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ｣ﾊﾞｰﾗｰｼﾞｰ･ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾅｰﾄの息子(~17400428死
  去)
1720年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣
1720年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の息子(~17460531死去)
1720年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1720年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~17450330死去)
1720年5月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑﾊﾞﾗｸ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1722年9月)
1720年5月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ﾆｺﾗ･ﾃﾞｽﾌﾟﾚ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ﾛﾍﾞｰﾙ｣(1回目~1723年4月)
1720年5月3日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾚｯｸﾊｲﾑ伯｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｺﾞﾍﾞｰﾙ｣
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1720年5月3日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾚｯｸﾊｲﾑ伯｢ｶｰﾙ･ｺﾞﾍﾞｰﾙ｣(~17491124没)
1720年5月7日 02:00|日本|鳥取県|享保5年4月1日|<鳥取享保5年の大火｢石黒火事｣>吉方の石黒三太兵衛の屋敷
  では､門人が裏庭へ出て麻殻の灰(かいろなどに使う可燃性の灰)を焚いていたところ,巳の下刻(午前11時ごろ
  )､南風が焚き火に強く吹き付けその火が母屋の屋根に移り､たちまちのうちに土手内の侍屋敷に延焼しみるみ
  る数か所に広がった/御弓町から小姓町へと燃え移り､山手の炎は山根に沿って上町通りを総なめにした/中筋
  の炎は吉方中の町から古御用場へと流れ､その内これら三筋の炎が一か所に集まり城下から城内をも指して燃
  え広がった/城内が全焼したほか､侍屋敷506軒､町家597軒､土蔵57棟､寺院23か所が全焼し19人が死亡
1720年5月18日-09:00|日本|東京都江東区|享保5年4月12日|江戸三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､川口源治(14歳
  )が11,608本(総矢数13,538中)を記録
1720年5月19日-09:00|日本|群馬県前橋市|享保5年4月13日|<交替>上野厩橋藩15万石｢酒井親愛｣隠居⇒養子｢酒
  井親本｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年9月4日､死去)
1720年5月20日-09:00|日本|高知県高知市|享保5年4月14日|<死去>土佐藩20万2600石｢山内豊隆｣(48歳)⇒次男｢
  山内豊常｣が継ぐ(~享保10年9月2日(17251007)､死去)
1720年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾌｧｽ･ｶｰﾝ｣(~1720年9月没)
1720年6月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ5世｣(1回目~1741年)
1720年6月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1721年2月)
1720年6月2日 02:00|日本|愛媛県今治市|享保5年4月27日|今治城下町のうち室屋町3丁目より出火､100軒を焼く
1720年6月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｺｸﾗﾝ｣
1720年6月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｸﾗﾝ｣先代の息子(~17250127死去)
1720年6月6日-09:00|日本|山口県下関市|享保5年5月|<加増>長門長府藩38000石｢毛利匡広｣⇒5万石(⇒享保14(1
  729)年9月19日､死去)
1720年6月11日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|享保5年5月6日|<死去>上総大多喜藩2万石｢松平正久｣(62歳)
  ⇒6月27日､長男｢松平正貞｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年1月29日､死去)
1720年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾗｲｵﾈﾙ･ｸﾗﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣⇒初代ﾄﾞｰｾｯﾄ公(~17651010死去)
1720年6月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>4代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ伯｢ｽｸﾛｰﾌﾟ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣⇒初代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ公(~17450111
  死去)
1720年6月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ｱﾙｼﾞｭ･ﾝ･ｼﾝ｣(~1723年10月没)
1720年6月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ﾏﾙ･ｱﾄﾞ･ﾃﾞｨﾝ･ﾁﾝ･ｷﾘｼﾞ･ｶｰﾝ･ｱｻﾌ･ｼﾞｬ
  ｰ1世｣建国(~17480601没)
1720年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｻﾊﾞﾇｰﾙ(ﾐﾔﾅ朝)ﾅﾜﾌﾞ｢Dalil Khan "Abdul Rauf"｣
1720年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾊﾞﾇｰﾙ(ﾐﾔﾅ朝)ﾅﾜﾌﾞ｢Abdul Fath Khan｣(~9月死去)
1720年6月27日-09:00|日本|広島県三次市|享保5年5月21日|<死去改易>備後三次藩5万石｢浅野長寔｣(8歳)無嗣(6
  月21日,所領を広島藩に還付)
1720年6月28日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾐﾅｽのﾋﾞﾗ･ﾘｶで金への重税に反対する反乱発生/総督軍は首謀者を即決裁判,
  さらし首とする
1720年7月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｶﾞﾚﾝ｣(~17
  22年死去)
1720年7月1日-09:00|日本|新潟県長岡市|享保5年5月26日|<死去>牧野康道(71歳)前越後与板藩主
1720年7月3日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝとﾃﾞﾝﾏｰｸの間にﾌﾚｽﾞﾚｸｽﾎﾞｰの和議が結
  ばれる/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国はｽｳｪｰﾃﾞﾝに占領された失地を回復/ｻﾞｸｾﾝ選帝侯ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世のﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ国
  王兼務が確定
1720年7月8日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾇﾙ｣(~17240708)
1720年7月13日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Frere｣(~1721春死去
  )
1720年7月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙59年6月9日|<死去>李氏朝鮮国王｢粛宗｣
1720年7月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘの｢ｳﾞｨｳﾞｨｴﾝﾇ通り｣(2区)で､1万5千人が集まる暴動が起こり､前財務総監ｼﾞ
  ｮﾝ･ﾛｰの屋敷も襲われる
1720年7月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･康熙59年6月17日|<即位>李氏朝鮮国王｢景宗｣(~17241011死去)
1720年7月30日-09:00|日本|大分県臼杵市|享保5年6月25日|<死去>豊後臼杵藩5万石｢稲葉恒通｣(31歳)⇒長男｢稲
  葉菫通｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年正月17日､29歳で死去)
1720年8月1日-09:00|日本|千葉県野田市|享保5年6月27日|<死去>下総関宿藩6万石(老中)｢久世重之｣(62歳)⇒8
  月12日､四男｢久世暉之｣が継ぐ(弟｢久世広籌｣に5000石分与し58000石⇒寛延元(1748)年8月22日､隠居)
1720年8月6日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｵｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(~17220124)
1720年8月15日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Luis de Vasconcelos e Sousa｣
1720年8月15日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Afonso Caminha de Vasconcelos e
   Sousa Cunha Camara Faro e Veiga｣(~17340202死去)
1720年8月19日-09:00|日本|新潟県村上市|享保5年7月16日|<死去>越後村上藩5万石｢間部詮房｣暑気あたりのた
  め(55歳)⇒9月12日､弟｢間部詮言｣が継ぐ(越前鯖江藩5万石に移封⇒享保9(1724)年8月18日､死去)
1720年9月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｻﾊﾞﾇｰﾙ(ﾐﾔﾅ朝)ﾅﾜﾌﾞ｢Abdul Fath Khan｣
1720年9月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1721年2月没)
1720年9月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾊﾞﾇｰﾙ(ﾐﾔﾅ朝)ﾅﾜﾌﾞ｢Abdul Mahmad Khan｣(~1721.2死去)
1720年9月2日-08:00|中国|  ||清･康熙59年8月|清がﾀﾞﾗｲﾗﾏ7世を公認し､軍をﾗｻに派遣しｼﾞｭﾝｶﾞﾙ軍を放逐
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1720年9月7日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ｾﾙﾋﾞｱ総督｢ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1733年)
1720年9月9日-09:00|日本|東京都|享保5年8月7日|江戸町奉行､活動効率を上げるため､隅田川から西の地域の町
  火消組合を"いろは47組"に､江戸市街地となっていた東側の下総国本所･深川地区では1組から16組に再編成/
  火事場の混乱を避けるため各組に目印になる幟などの標識を作らせた
1720年9月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾚｼﾞｪｯﾌﾟ･ﾊﾟｼｬ｣(~17210430､解雇)
1720年9月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｻﾝﾊﾟｲｵ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣(~17230713
  没)
1720年9月24日-08:00|中国|  |||<就任>清帝国軍ﾁﾍﾞｯﾄ司令官｢ﾔﾝｼﾝ｣(~1721年)
1720年9月24日-08:00|中国|  |||ﾁﾍﾞｯﾄは清(ﾁﾝ)(中国)帝国の宗主権下
1720年9月28日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｳﾞｨｴｲﾗ｣(~17250104没)
1720年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ｴﾈｱ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ﾍﾞﾃﾞｯﾃｨ｣
1720年10月4日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｼｬ･ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ総督｢ｼｬｰｻﾞﾀﾞ･ｱｻﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾊｰﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾘ｣
1720年10月14日-09:00|日本|福井県鯖江市|享保5年9月12日|<移封>越後村上藩5万石｢間部詮言｣⇒越前鯖江藩5
  万石(⇒享保9(1724)年8月18日､死去)
1720年10月16日-08:00|中国|  |||<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢7世ｹﾙｻﾝ･ｷﾞｬﾂｫ｣(儀式的には1708年から統治したと推定~1757
  0322死去)
1720年10月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞｰﾙ帝国対立皇帝｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣(~11.15)
1720年10月19日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｹｲﾝ｣(~17270202)
1720年10月20日-09:00|日本|新潟県村上市|享保5年9月19日|<移封>駿河田中藩5万石｢内藤弌信｣⇒越後村上藩5
  万石(⇒享保10(1725)年2月18日､隠居)
1720年10月20日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|享保5年9月19日|<死去>秋田輝季(72歳)前陸奥三春藩主
1720年11月1日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Jacques Charles de Bochard｣(~1727年)
1720年11月3日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官代理｢Jacob Stalpert｣
1720年11月3日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Johan Heyliger｣(3期目~1721110
  8)
1720年11月7日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Antonio Blanco Infante(1期目) + Mat
  eo Ignacio Gedler y Aguirre｣(~17210101)
1720年11月13日 11:00|日本|  ||享保5年10月14日|夜,大阪の天満で紙屋さんを営んでいた治兵衛と曽根崎の遊
  女小春が網島の大長寺で心中(心中天の網島のﾓﾃﾞﾙ)
1720年11月21日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Luis Antonio Sanchez de Tagle｣(~
  17250404)
1720年11月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｻﾌﾞｺﾞｻ伯ｳﾞｧｽｺ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ｼｰｻﾞｰ･ﾃﾞ･
  ﾒﾈｾｽ｣(~17350511)
1720年11月24日-09:00|日本|愛媛県松山市|享保5年10月25日|<死去>伊予松山藩15万｢松平定直｣(61歳)⇒12月11
  日､三男｢松平定英｣が継ぐ(弟｢定章｣に松山新田藩1万石分知⇒享保18年5月21日(17330702)､死去)
1720年11月26日-09:00|日本|福島県|享保5年10月27日|<会津御蔵入騒動>会津領南山の農民らによる減租要求の
  一揆
1720年11月30日-09:00|日本|  ||享保5年11月|幕府が遠島者の子弟の縁座を廃止
1720年12月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Francois｣(~1722年)
1720年12月12日-09:00|日本|群馬県前橋市|享保5年11月13日|<死去>酒井忠挙(73歳)元上野前橋藩主
1720年12月26日-09:00|日本|秋田県秋田市|享保5年11月27日|<交替>久保田新田藩(1)1万石｢佐竹義都｣隠居⇒長
  男｢佐竹義堅｣(⇒享保17(1732)年5月9日､本家出羽国久保田藩主｢佐竹義峯｣の養子となり1万石は久保田藩に還
  付)
1720年12月29日-09:00|日本|  ||享保5年12月|幕府がｷﾘｽﾄ教関係以外の漢訳洋書の輸入禁止を緩和


